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　プロローグ




　薄うす闇やみに、一すじの光が射さした。

　扉とびらが開く。

「……やっぱり……やめようよぉ……おにいちゃん……」

　風に流れたのは、ささやくような少女の声だった。

　洩もれ入るかすかな明かりが、戸口に立つ、二つの小さな影かげを浮うかび上がらせる。

　ひとつは、十歳ほどの少年。そしてもうひとつは、それよりもひと回り小こ柄がらな少女の姿だった。

「お前だって見たいって言ってたじゃないか」

「そうだけど……見つかったらパパにおこられるよぅ」

「バカだなアリス。見つからなきゃあいいんだよ」

　小さな声で言いながら、金色の髪かみの少年は、しのび足で、闇の中へと入り込んだ。

　続いて彼の妹も、ややおどおどしながらではあるが、扉の中へとその身をすべり込ませる。

　……ドゥ……ン……

　二人の後ろで、鉄の扉が、重い音とともに閉じる。

　ささやかな懐かい中ちゆう電灯の明かりが二つ。闇に灯ともった。




　──二人の父親は、俗ぞくに言う『学者』という奴やつだった。

　惑わく星せい環かん境きよう改造学──

　その名の通り、惑星の環境を、人類が居住可能な状じよう況きようにつくりかえるための学問──

　とはいっても、彼の場合、研究よりもむしろ、各地の調査などが主たる仕事だった。

　人類が住めるように改造された惑星で、人々が生活するために充じゆう分ぶんな環境が整ととのっているかどうか、調査してまわる。

　家族が離はなれて暮くらすことを嫌きらった父親は、妻と二人の子供ともども、この惑星にやって来ていた。

　何かと忙いそがしい毎日ではあったが、それでも父親は、日曜ごとの家族のだんらんを欠かしたことはなかった。

　──父親が、二人にその話をしたのも、やはりこの前の日曜のことだった。

　調査の途と中ちゆう、ほとんど地下に埋まい没ぼつした形で見つかった、人類のものではない何なん隻せきもの宇宙船の話に、二人の子供は瞳ひとみをかがやかせた。

　見たい、とねだる二人の子供に、しかし父親は笑いながら、左右に首を振ふった。

　詳くわしい調査がすむまで、そんなものに子供を近づけるわけにはいかない。

　──しかし、父親は、想像しなかったのだろうか？

　子供がそれを、こっそりと見に行くかもしれない、と。

　提案したのは、少年の方だった。

　父親が、いろいろな鍵かぎのスペアを家のどこに隠かくしているか、少年は知っていた。




　そして──二人はここにいる。




　巨きよ大だいな掘ほっ建たて小屋──

　さながらそこは、そういった感じの場所だった。

　地に埋もれた宇宙船ふねたちは永い年月をかけて、表面に付着・堆たい積せきした土砂のせいで、高空からは、単なる岩場としか見えなかっただろう。

　いく隻せきもの宇宙船が、まだ、ほとんど半分以上、地面に埋うまったままになっているあたり一帯を、とりあえず簡単な──丈じよう夫ぶではあるが、プレハブに毛の生えたようなシロモノで覆おおった、いわばインスタントの巨大格納庫。

　その中には、所々に灯ともされた非常灯と、二人が手にした懐かい中ちゆう電灯が生み出すほんのわずかな光。そのささやかな光を拒こばむかのような、濃のう厚こうな闇やみ。

　そして──その闇さえ圧して佇たたずむ、いくつもの巨大な黒い塊かたまり。

「……これが……パパの言ってた……？」

「……よく……わかんないや……暗くて……」

　少女の声にはおびえの、そして少年の声には不満の色があった。

　まだ発はつ掘くつ作業すら終わっていないそれらは、かすかな光の中で見れば、単なる黒い岩か何かのようにしか見えなかった。

　見たこともない宇宙船が堂々とそびえ立つ光景を期待していた少年は、つまらなさそうにそっぽを向き──

「……あれ……？」

　少年の眉まゆが、かすかに動いた。

　聞こえたのだ。

　彼を呼ぶ声が。

　妹のものではなかった。

　いや、ひょっとしたら声ですらなかったのかもしれない。

　現に妹のほうは、その『声』に気づいた様子もない。

「アリス、お前、ちょっとここにいろ」

　言って少年は歩き出した。

　どこから声が聞こえてきたのか──なぜか少年にはわかった。

「──おにいちゃん？」

「今、声が聞こえた」

「やだ！　変なこと言わないでよ！　声なんて聞こえなかったもん！」

「とにかく、行ってみる」

「やだよ！　もういいよ！　かえろうよ！」

「いいから──おまえはここにいろ」

「おにいちゃん！　おにいちゃんったら！」

　おびえる妹の声を背中に聞きながらも、少年は、闇の中を歩み進む。

　彼の頭の中は、今、声の正体をつきとめることで一いつ杯ぱいだった。

　そして──

　闇の中を、一体どれくらい歩いただろうか。

　少年は、巨大な壁かべ──一隻せきの、黒い宇宙船の前へとやって来ていた。

　妹の声が、いつの間にか聞こえなくなっていることにすら、少年は気づいていなかった。目の前の宇宙船に、なぜか心が吸い付けられる。

　見えるはずもないそれの姿が、なぜか少年の目にははっきりと視みえた。

　それが放はなつのは、凶まが々まがしい破は壊かいの意識。絶大で強圧的な力。

　しかし、『力』にあこがれを抱いだくとしごろの少年の目には、それは魅み力りよく的なものに映った。

　──ほぉう……気に入ったか

　半ばあざけるような『声』は、少年の耳にだけ届とどいた。

　何の疑問もなく、少年は悟さとった。

　それは、目の前の宇宙船が発した声だと。

　──ならば……この私に乗ってみる気はないか──

「乗る？」

　──そうだ……私のマスターになる気はないか……そう言っているのだ──

　かすかな──かすかな恐きよう怖ふが、少年の心の中に生まれた。

　彼自身でさえ気づかぬほどのかすかな恐怖が。

「……お前……一体何なんだ」

　問いには答えぬまま、少年の発したことばに、『それ』はしばし沈ちん黙もくしてから、

　──私にもわからん……が……私を造つくったものからは、この名を与あたえられている……闇を撒くものダーク・スター──デュグラディグドゥ、と……

　そういうお前の名は……なんという？

　一いつ瞬しゆん、ためらいがあった。

　答えてはいけない。心のどこかで、そんな声がする。

　しかし──

　少年は、その直感を信じずに、口を開いた。

「ぼくは──

　アルバート。

　アルバート＝ヴァン＝スターゲイザー」

　──今から五十年ほど前。

　惑星ルゾルデで起こった、この小さな出来事が、すべてのはじまりだった。








　悪夢ナイトメア




「どうです？　何かいいおしごとありました？」

「無ねえ」

　キャナルの問いかけに、しかしケインはふり向きもせず、不ふ機き嫌げんな声で即そく答とうした。

　彼の宇宙船、『ソードブレイカー』の操縦室コツクピツト。

　ケインは、もうかれこれ一時間以上、操縦席に身を沈しずめたまま、画面のひとつとにらみ合っていた。

　画面に表示されているのは、ケインたち──やっかいごと下請け人トラブル・コントラクター向けの仕事斡あつ旋せん情報の数々。

　むろん言うまでもなく、依い頼らい料りようが多くて簡単、場所がここからなるべく近く、というのが理想ではあるが、もちろんそんな都合のいい依頼がぽろぽろ転がっているわけはない。

「──まあ、そうそうおいしいおしごとなんて、そうそうあるわけじゃあありませんし、あってもほかのひとたちが先に取っちゃってたりしますからねー」

　キャナルは、銀色の長い髪かみを何やらいじくりながら言った。

　──しごく人間くさいしぐさではあるが、このキャナル、実在の人間というわけではない。

　その本体はあくまでも、この宇宙船、『ソードブレイカー』の制せい御ぎよ者しや──コンピューターというか、意志のような存在で、コックピットで無意味にたむろしているこの姿は、単なる立体映像である。

　──むろんただの立体映像に、髪をいじる必要なんぞは全くないのだが、彼女は前から、無意味にこういったことには凝こり性しようだった。

　ふり向きもしないケインに、空あいている方の手をはたはた振ふって、

「……ま、やっぱり人間、あんまり高望みとかしないで、地じ道みちに行くのが一番ですよ」

　ぴぴくぅっ！

　キャナルの言葉に、ケインの顔がまともに引きつる。

「……ぢ・み・ち・だとぉぉぉぉぉ……？」

　ぎぎぃっ、と、首だけをキャナルの方に向け、

「その、ひとがじみちにかせいだ金で、勝手に新型ビームバルカンなんて買いやがったのはどこの誰だれだ!?　え!?」

「……うっ……!?」

　ケインのことばに、さすがにキャナルの表情が引きつった。

　──そう。

　ひと月ほど前の、『ゴルンノヴァ』との戦いが終わったそのあと──ケインたちは、三つ四つ、小さなしごとを引き受け、こなしていた。

　そして、つい昨日。

　とある惑わく星せいの上でひとしごとを終えて、『ソードブレイカー』を待機させていた衛星港に戻もどったケインが目にしたものは、船体両りよう翼よくにきっちりと取り付けられた、新型の対空ビームバルカンだった。

　それが一体、どれほどの値段だったのかは推おして知るべし、である。

「……ひょっとして……そのことまだ怒おこってます？　ケイン？」

「はっはっはっ。まーな。お前に実体あったら斬きってるぞ。はっきり言って」

　目だけ笑っていないケインの笑顔に、さすがのキャナルも額ひたいに汗あせなど流しつつ、

「……け……けどまあ、人生、たまにはああいう意外な展開もあっていいんじゃあないか、なんて思ったりもしますけど。私は」

「まー、確かに意外だったわな」

　ケインはこくこくうなずいて、

「預金の残高見たときなんざ、あんまり人生意外すぎて血ィ吐はくかと思ったぞ。俺おれは。

　ミリィなんて、また今月も給料出ない、ってんで、今日なんか完全にフテ寝ねしてるし」

「……あは……あはははははは……」

「んっふっふっふっ……」

　引きつった二つの笑い声が、コックピットに不気味にこだまする。

「……ま……まーまーケイン、ここはひとつ、機き嫌げんなおしてくださいよ。また今度、あなたの部へ屋やの空気だけ、酸素量サービスしちゃいますから」

「……って、前もその『サービス』やられて、あやうく酸素中毒になりかけたんだけど……俺」

「いや、そこはまあ、気力とガッツでカバー……」

「できるかぁっ！

　……とゆーか、サービスとは言わんだろーが！　それはっ！

　──けどよ、キャナル、真ま面じ目めな話、なんでそんなビームバルカンなんて欲しかったんだ？

　性能がいいから──ってわけじゃあねーだろうし」

　言ってケインは首をかしげた。

　なにしろ、この『ソードブレイカー』、外がい装そうこそ普ふ通つうの宇宙船と、さして変わりはないものの、中身は根本的に違ちがう。

　この宇宙船の本来の名は『ヴォルフィード』──人類以前に銀河にあった文明が遺のこした、世に噂うわさされる、『遺失宇宙船ロスト・シツプ』と呼ばれるものである。

　その能力は、現在人類が持っている宇宙船の性能を、はるかに凌りよう駕がする。

　つまり、この『ソードブレイカー』のもともとの装備と比べれば、キャナルが今回買ったミサイル・ポッドなど、ほとんど子供だまし程度の性能でしかない。

　そんなものをなぜ大たい枚まいはたいて買ったのか。ケインにしてみれば当然の疑問だった。

「──それは──」

　キャナルは、ふっ、と遠い目をして、

「──たしかに私の目から見れば、正直言って、性能的には見るべきところもありません。

　けれど、この世界なりの技術力で設計を練り込み、技術的研けん鑽さんを重ねた結果、機能美と呼んでよい水準に到とう達たつするまでの完成度を見た──

　これは、評価していいことだと思ったんです」

　ぴぴぴぴぴぴぴぴぴくぅぅぅぅぅっ！

　立て板に水のキャナルの言葉に、しかしケインはまともに顔を引きつらせ、

「……てめぇ……なんのかんの言いながら、結局『デザインがかっこいいから買っちゃった♡』ってことか!?　それはっ!?」

「ああっ!?　しまった！　気づかれたっ！」

「許せんっ！　今度ミリィといっしょにコックピットでお茶会開いてやるっー」

「きゃーっ！　やめてくださいそれだけはぁぁぁぁぁっ！」

　──とりあえず。

『ソードブレイカー』は、人間関係以外はおおむね平和だった。

　──今日のところは。




「前方に艦かん影えい！　艦隻せき数一！」

　何の前ぶれもなく、航法士が声を上げたのは、艦隊が、主要航路からも外れた、辺境空域を航行していた時のことだった。

　宇宙軍ユニバーサル・フオース、Ｆ─一八三遊ゆう撃げき巡じゆん航こう部隊、旗き艦かん『ホワイトオウル』の艦橋ブリツジに、かすかな緊きん張ちようがはりつめた。

「所属は!?」

　艦長の問いに、航法士は、コントロール・パネルを操作する手を止めぬまま、

「不明です！　航宙予定表には未登録です！」

「こちらの通信にも応答ありません！」

　通信士がことばを継つぐ。

「……何かの事じ故こで通信装そう置ちが故障でもしているのか……あるいは……」

　艦長は、不ふ吉きつな想おもいを胸に抱いだいてつぶやいた。

　これが半年前の話なら、単なる事故宇宙船と判断しただろう。

　広い世の中、宇Ｕ宙・軍Ｆに逆さか恨うらみを抱くものは少なからずいるだろうが、たった一隻で、十隻以上の宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊に罠わなを張る馬ば鹿かは普ふ通つういない。

　──が。

　その『普通』が通用しない相手もいる、ということを彼らが思い知らされたのは、今からほんのひと月ほど前のことだった。

　カルーア星系の、第五惑わく星せい周辺を舞ぶ台たいに、宇Ｕ宙・軍Ｆの大部隊と、ある艦隊とが砲ほう火かを交えたことがあった。

　この『ホワイトオウル』を旗き艦かんとする部隊も、その作戦には参加していたのだが──

　あれは、彼ら宇Ｕ宙・軍Ｆにとっては悪あく夢むのような戦いだった。

　敵の宇宙艦隊は、まさに常識はずれの能力を持っていた。

　数の上では有利だったはずの宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊は、たやすく次から次へと沈しずめられていった。

　そして──

　窮きゆう地ちにあった宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊を救ったのは、どこからともなく現れた、たった二隻の宇宙船だった。

　……うち一隻のほうは、味方、というわけでもなさそうだったが……

　ともあれ、その、たった二隻の宇宙船が、宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊さえ圧あつ倒とうした敵の艦隊を、いともあっさりと沈めていったのだ。

　──結局、敵の艦隊は全ぜん滅めつ。あとから来た二隻も、後の消息は分からない。

　軍の上層部から、詮せん索さくするな、との命令が出たせいもある。

　もしも今、目の前にいるのが、あの二隻と同等の能力を持った宇宙船だったとしたら。そしてもしも、彼ら宇Ｕ宙・軍Ｆに敵意を抱いだいていたとしたら──

　艦長はふと、そんなおそれを抱いてしまったのだ。

「──救難信号のたぐいは出ていないのだな!?」

　自らの裡うちに生まれた、わずかなそのおびえをごまかすかのように、艦長は、必要以上の大声を上げた。

「いえ！　何の信号も発していません！」

「……エンジンも動いていないようですし……難なん破ぱ船せんという可能性が……」

　その瞬しゆん間かん。

　報告のことばを遮さえぎって、虚こ空くうを映した主画面が輝かがやいた。

「──何だ」

　全員が思わず注目した画面には、おかしなものが映っていた。

　ブリッジに、一瞬の沈ちん黙もくが落ちる。

　碧あおく輝く、逆ぎやく五ご紡ぼう星せい。

「……魔ま法ほう陣じん……？」

　つぶやいたのは誰だれだっただろうか。

　そう。それは確かに、オカルト映画などによく出てくる、魔法陣のように見えた。

　漆しつ黒こくの空間に、時代錯さく誤ごとしか言いようのないそれは、ただ、静かに輝いていた。

「……光投影レーザーホログラフ……の、ようです！　前方の宇宙船ふねが射出した投影機ホログラフイによるものです！」

「前方の宇宙船より通信！」

　レーダー士のことばにかぶさるように、通信士の報告が響ひびく。

「何と言ってきた」

「はい！　『五つの……』」

　言いかけて、通信士は、思わず眉まゆをひそめて口ごもった。

　通信内容のナンセンスさに。

「どうした」

「……はい……つまり、その……」

「──何でもいい！　かまわんから読め！」

「……わ……わかりましたっ！　読みます！　『五つの輝き、そして汝なんじの恐きよう怖ふが汝を殺す。恐怖するなかれ。命惜おしくば』……だ、そうです」

「……あ？」

　一瞬、何のことだかわからずに、艦長はわずかに眉をひそめた。

「……何の冗じよう談だんだ……？　それは？」

「……し……知りませんっ！　相手に聞いてくださいっ！」

「けど、『殺す』って……宣せん戦せん布ふ告こくなんじゃあ……？」

「たかが一隻で何ができる!?」

　航法士の一人が漏もらした不安の声を、艦長はひとことのもとに退しりぞける。が──

「しかし、前の戦いで出会った宇宙船ふねも、たった一隻で──」

「──こら。落ち着けって。……ったく、体がでけぇ割に気が小せぇんだから……」

　なおも声を上げる男を、隣となりに座った別の航法士がたしなめる。

　そして、男はことばを途と切ぎれさせる。

　納なつ得とくしたわけではない。

　唐とう突とつに、大きく目を見開いて、びくんっ、びくんっ、と痙けい攣れんをはじめる。

「……お……おい！　なんの冗談……」

　どんっ！

　隣の航法士の言葉半ばで、男は音を立て、目の前のコントロール・パネルに突つっ伏ぷした。

　なおも何度か痙攣を続け──

　やがてほどなく、動かなくなる。

「……おい……？」

　隣の航法士は、おそるおそる男に触さわり、体をゆり動かす。

　その拍ひよう子しに。

　ずるりっ。

　男の体はシートからずり落ち、無機質な床ゆかの上へとくずおれた。

「……冗談……だろ……？　おい……？」
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　航法士は、倒たおれた男のそばにしゃがみ込み──

「……嘘うそ……だ……」

　ゆっくりと左右に首を振ふりながら、

「……なんで……そんな……馬ば鹿かな……

　なんで……こいつ……死……」

　刹せつ那な。

　びくんっ！

　その航法士の体がふるえた。

　艦橋ブリツジの空気がざわめいた。

「……か……！　な……？」

　航法士の体が大きくふるえた。

　何度も。

　あえぎ、ふるえ、そして──

　彼もまた床に倒れ伏す。

　一同の見ているその前で。

「……なんだ!?　これは!?」

　愕がく然ぜんと艦かん長ちようが声を上げる。

　──まさか──？

　彼はモニターへと目をやった。

　ディスプレイに映る、輝かがやく五ご紡ぼう星せいの魔ま法ほう陣じんに。

　──五つの輝き、そして汝なんじの恐きよう怖ふが汝を殺す──

　ありえない。ナンセンスだ。

　しかし──今起きている、これは何なのだ!?

　……ぐっ……

　上がった呻うめきは、通信士のものだった。

　目をやれば、コントロールパネルの前で、痙けい攣れんを起こす姿がそこにあった。

　──そんなことが──

　あらためてモニターに目をやって──

　瞬しゆん間かん。

　視界が歪ゆがんだ。

　のどの奥おくに、何かが詰つまったような感覚。

　そして──




　そして。

　宇Ｕ宙・軍Ｆ、Ｆ─一八三遊ゆう撃げき巡じゆん航こう部隊、計十二隻せきの中から、命の灯ひが、一つ残らず消え去ったのは、それからほどなくのことだった。




「をえ？　ひょっとして、まだしごと探ししてんの？　ケイン」

　ミリィが、紅茶片手に、ひょっこりとコックピットに姿を現したのは、昼をかなり回った頃ころのことだった。

　──むろん宇宙に昼も夜もない。あくまでも、標準時間で、の話だが。

「──ちょっとミリィ！　飲み物持ち込まないでくださいっ！」

　言うキャナルに、しかしミリィはジト目を向けて、

「……ちゃんとお給料払はらってくれたら考えてもいい」

「うっ……！　そ……それは……！……ま……まあ、お給料のことは、人生の試し練れんだとでも思って……」

「ンじゃあこの紅茶のことも試練だとでも思ってね」

　いともあっさりキャナルをいなして、紅茶片手にケインのそばへと歩み寄る。

「どう？　いいおしごとあった？」

「全っ然」

　ため息混まじりにそう言って、ケインはいすの背に身をもたせかけた。

「……けどミリィ、お前ひょっとして、今の今までフテ寝ねしてたのか？」

「ンなわけないでしょ。

　部へ屋やでＴＶ見て、ンでも暇ひまだったんで、コンピューター・ネットの怪あやしい伝言欄らんとか覗のぞいてたのよ」

「……あ……怪しい伝言欄って一体……？」

「ほら。よくあるじゃない。どー見ても嘘うそ八はつ百ぴやく、とゆーか、冗じよう談だんとしか思えないよーな、怪しい記事の数々！

　知んない？」

「……ひょっとして、合成ばりばりの写真か何かが載のってて、『宇宙ネッシー捕つかまる』だの『惑わく星せいレグン壊かい滅めつの噴ふん煙えんの中にサタンの顔が！』とかってやってる、あれですか？」

　ミリィのことばに反はん応のうしたのは、しかし、ケインではなくキャナルの方だった。

「あ！　ひょっとして読んでる!?　キャナル！」

「もちろんっ！　あのネットは開設当初から注目してて、あのたぐいの記事、全部記録してますっ！」

「すっごぉぉぉぉぉい！」

　大きく胸を張るキャナルに、給料の恨うらみもどこへやら、ミリィは尊敬とあこがれのまなざしを向けて、

「ね、ね、それ、また見せて見せて！」

「かまいませんよ。……んっふっふっ、昔のなんか、スゴいのいっぱいありますよー。

　遺失宇宙船ロスト・シツプ題材にした記事なんかもあったりするんですけど、これがまぁ、変なところで時々当たってたり、なかなか面おも白しろいんですよ」

「……おまいら……そーいう怪しいシュミが……」

　つぶやくケインに、キャナルはにこやかな笑顔を向けて、

「時々、切り裂さきジャックもどきの冗談記事なんかも出てたりしますけど」

「なにぃっ!?　俺おれの心の師し匠しようのことがっ!?」

「……ケイン……それ、シャレになってないよーな気がする……

　──って、こーゆー話しに来たんじゃないのよっ！」

「ンじゃあ何だ？　給料のことで話がある、とか？」

「……それは冗談抜ぬきで一回とことん話したいけど……

　とりあえず今は──

　その、怪しい記事の群れ読んでた時、緊きん急きゆう速報、ってのが一本飛び込んできたんだけど、それがどうも、他ほかのとは違ちがうのよ」

「──と、いうと？」

「内容は、『宇Ｕ宙・軍Ｆ艦かん隊たい、謎なぞの壊かい滅めつ』って感じになってて、『輝かがやく光の魔ま法ほう陣じん』を目もく撃げきした宇宙艦隊十二隻せきが、船体には外傷もなく、乗組員だけが死んでた、って記事よ」

「……ほかの冗談記事とどー違うんだ……それは……」

「事件のあった日時と空域座標、ついでに言うとその艦隊の所属や艦名までがはっきり載のってるのよ。ちなみにその日時っていうのが、今からほんの一時間ほど前のことなのよ。ただの冗談記事なら、そこまではしないでしょ」

「……けどなぁ……」

「──それに──」

　ケインのせりふを遮さえぎり、ミリィはことばを継ついだ。

「情報発信者の名前、『ナイトメア』っていうの、いくらなんでも気にならない？」

「……は……？」

　そのひとことに、さすがにケインも眉まゆをひそめた。

　かつて、キャナルと敵対関係にあった遺失宇宙船ロスト・シツプを擁ようし、銀河系最大規模を誇ほこる裏の組織──

　その名は、『ナイトメア』。

「……ま、やっぱしただの冗談で、『ナイトメア』の名前も単なる偶ぐう然ぜん、ってことなら、それはそれでもいいと思うんだけど……

　ともかく、確かめるくらいのことはやっといた方がいいんじゃない？」

「……かもな。キャナル、お前はどう思う？」

「……間ま違ちがいで……間違いであってほしいです……」

　ケインの問いに、キャナルは暗い表情で言った。

「もしその話が本当なら……」

「──本当なら？」

「──あいつが──復活した、ということです。

　再び──

　銀河に闇やみと悪あく夢むを撒まくために──」




「……どういう……ことだ……？　これは……」

　艦内の状じよう況きように、レイル＝フレイマーは、思わず慄りつ然ぜんとつぶやいていた。

　──宇Ｕ宙・軍Ｆの艦隊が航行しているのだが、どうも様子がおかしい──

　そんな通報が入ったのは、今から三、四十分前。

　レイルの指揮するパトロール艦が、とある星域の外周付近を航行していた時のことだった。

　いちはやく現場へと到とう着ちやくしたレイルが目にしたものは──漂ただようように航行を続ける宇Ｕ宙・軍Ｆの艦船十二隻と、それにまとわりつくように航行する、数隻の報道機関の宇宙船だった。

　通報をしたのは、その報道機関の宇宙船のうち一隻である。

　──たしかに通報の通り、宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊の様子はおかしかった。

　そもそも、まわりにマスコミの宇宙船やら星間警察ユニバーサル・ガーデイアンの宇宙船やらがぞろぞろと集まってきているにもかかわらず、何の警告も打信もない、というのがすでに異常である。

　レイルは、ためしに通信を送らせてもみたが、応答は一切なし。

　そこで結局、少し悩なやんだ末、直接艦内に乗り込むことにしたのである。

　──そこは、死体置き場と化していた。

　ある者は、それぞれの持ち場で。

　またある者は、通路の途と中ちゆうで。

　乗組員の全員が、すでにこと切れていた。

　生存者はひとりもいない。

　艦内で、生きて、動いている者は、調査に乗り込んだ、彼ら、星間警察Ｕ・Ｇの人間だけだった。

　レイルも、星間警察Ｕ・Ｇになってから今日まで、無数の死体を目にしてきた。

　中には、輸送中の生体兵器が暴れだして、乗組員のほとんどが血と肉につ塊かいと化していた、ということもあった。新種の病原体のせいで、全員の死体が紫むらさき色いろに蝋ろう化かしているのを見たこともあった。

　しかし、これは──あまりにも異様すぎる。

　死体にはすべて、外傷はなかった。

　──細さい菌きん兵器──

　一いつ瞬しゆん、そんなことばがレイルの脳裏をよぎったが、念のために、今、彼らが着けている防護服の外部センサーに、おかしな細菌は検知されていなかった。

　ほかの艦へと乗り込んだ別のメンバーの報告によれば、どうやら他の艦もにたような状況のようである。

　つまり、今のところ、乗組員の死亡原因は不明だった。

　死亡原因は不明だが──

　レイルは知っていた。

　これが何者のしわざなのか、を。

　──『ナイトメア』──

　銀河最大規模の犯はん罪ざい組織──そして、レイルの裏のスポンサーでもある。

　ちょっとした情報を流すだけで、あるいは、ちょっとした用をしてやるだけで。かなりの額が入ってきた。

　そして、今回も。

　この場所、この時間にとある事件を起こす。報道管制は敷しかぬこと。捜査は適当なところで切り上げること。

　レイルは、組織からそう指示を受けていた。

　──むろん、レイルにだけではないだろう。

　星間警察Ｕ・Ｇの上層部にも。そしておそらく宇Ｕ宙・軍Ｆや、各地の政府機関の中にも。

『ナイトメア』への内通者はいる。

　おそらくは、そういった方面にも、今回の件に関しては、手が回っているはずだった。──今までレイルは、さしたる疑問を抱いだくことも、罪ざい悪あく感かんを感じることもなく、組織の命令に従ってきた。

　ただ、程のいいアルバイトの感覚で。

　──しかし。

　今回の、この事件だけは引っかかった。

　見えないのだ。組織の目的が。

　──これでは……まるで……

　レイルは、累るい々るいたる死体の山を眺ながめつつ、心の中でつぶやいた。

　──まるで……殺さつ戮りくのための殺戮だ……

　と──




「……どういう……ことだ……？」

　その疑問を抱いたのは、レイル一人ではなかった。

　トーラ星系、第三惑わく星せいルゾルデ。

　その衛星軌き道どう上には、全長二十キロに及およぶ、巨きよ大だいな黒い球体が浮うかんでいる。

『ヘカトンケイル』──この惑星、ルゾルデに本社を置く、巨大複合企業体、ゲイザー・コンツェルンの試作実験工場──

　と、いうことになっている。

　表向きは。

　しかしそこが、ゲイザー・コンツェルンを表の隠かくれ蓑みのとして存在する犯罪結社、『ナイトメア』の本部として機能していることは、裏の世界の事情を知る者たちにとっては、半ば公然の秘密だった。

　その中の一室──情報端たん末まつを前にして、疑問のつぶやきを漏もらしたのは、一人のダーク・スーツの男だった。

『ナイトメア』総そう帥すいアルバート＝ヴァン＝スターゲイザーの片かた腕うで。組織のナンバー２。

　──しかし、彼はふと思うことがある。

　自分は一体何なのだ、と。

　たしかに彼の、組織内での力は大きい。ある意味で、組織のことは、スターゲイザー以上に把は握あくしている、と自負もしていた。

　──だが、それでも。

　スターゲイザーの真意は理解できなかった。

　一時期以来、スターゲイザーに、何か大きな変化が起きはじめていることは、彼にもわかった。

　そのことと、『ソードブレイカー』の名を持つ、何でも屋の宇宙船ふねとが関係あることも、なんとなく想像はついた。

　しかし問題は、それらが一体どう関係があるのか。そもそもスターゲイザーは何をしようとしているのか、ということである。

　スターゲイザーしか知らない、正体不明の宇宙船を、どこへともなく送り出してみたり、スターゲイザーのいる一区画を唐とう突とつにしばらく閉へい鎖さし、連れん絡らくを絶たってみたり──

　そして、そういった時期と必ず重なって起こる、さまざまなおかしな事件。

　今日もまた──

　スターゲイザーは姿を隠し──宇Ｕ宙・軍Ｆの一個艦隊が壊かい滅めつした。

　この件に関する、各方面への根回しの指示は、しばらく前にスターゲイザーから出ていた。

　つまりそれは──この宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊の壊滅事件が、スターゲイザーの立案・実行だということを示していた。

　だが。

　そんなことをして、組織に一体何の利益があるというのか？

　単なる何かの兵器実験だというのなら、わざわざその相手に、よりにもよって宇Ｕ宙・軍Ｆを選ぶ必要はないはずである。

　──むろん、組織の中では、知らぬ方がいいこと、知る必要のないことは多々ある。余計な詮せん索さくは寿じゆ命みようを縮めるだけのことだということも、彼は知っている。

　しかし、それでも。

　興きよう味みを抱いだかずにはいられなかった。

　スターゲイザーが、一体何をたくらんでいるのか。

　──もし──彼が暴走しているなら──彼の目的が、組織を危あやうくするものだったとしたら──

　彼は、とある決意を胸に秘め、いつまでも、情報端末の画面をにらみつけていた。




「──一体、何が動いてる？」

　ケインの問いに、ぴくりっ、と、キャナルの体がかすかにこわばった。

　──あのあと──

　ケインたちは、キャナルの情報網もうを利用して、宇Ｕ宙・軍Ｆ艦隊壊滅の噂うわさが真実だとつき止めた。

　しかし、それが一体どういう意味を持つものなのか──

　ケインとミリィにはわからない。

　だが──キャナルは、それを知っているはずだった。

「──あいつが復活した──そう言ったな。キャナル。

　なら、お前は知ってるはずだ。この事件に何の意味があるのか、何がはじまろうとしているのか──

　それに──お前と、『ナイトメア』の遺失宇宙船ロスト・シツプたちとの間に何があるのか──それもまだ聞いてねえ。

　──そろそろ──

　話してくれてもいーんじゃねーか？」

「……いいんですか……？」

　ケインたちからは視線をそらしたそのままで、キャナルはぽつりとつぶやいた。

「前にも言いましたけど……聞けば、『ナィトメア』との全面対決は避さけられなくなりますよ」

「そーは言うけど……こーなったら、聞こうが聞くまいが、全面対決は避けられんよーな気がするんだが……？」

「……いやまあ……それは……」

　ケインのツッコミに、キャナルはあさっての方に視線を送る。

　──たしかに──

　もうすでに一同は、充じゆう分ぶんすぎるほど『ナイトメア』との関かかわりを持ちすぎている。

　かりに、ここで静せい観かんを決め込んだとして、無関係でいられるか──

　答えは──否いな。

　そのことは、ほかでもないキャナル──いや、『ヴォルフィード』が一番よくわかっている。

　ならば……

「……選せん択たく肢しは……二つあります」

　キャナルは言った。静かな声で。

「すべてを聞いて、命をかけた戻もどれぬ道に踏ふみ出すか──それとも何も聞かずに、私から──この遺失宇宙船ロスト・シツプ、『ヴォルフィード』から離はなれるか──」

「い……命かけるって……ンないきなりシリアス顔で言われても……」

　困こん惑わくを笑いにまぎらわせ、ぱたぱた手を振ふり、言うミリィ。

　しかしキャナルは瞳ひとみの奥おくに、重い光をたたえたままで、

「──冗じよう談だんで言ってるように見えますか？」

「………………」

　問われてミリィは凍こおりつく。

「冗談だ、って言うつもりはねーけどな。一つ聞きてーことがある」

　ケインのことばに、キャナルは無言で視線を送った。

「──二つ目の選択肢、あれって、『あとのことはみんなお前に任まかせて、何も知らなかったフリしてろ』ってことだけどよ……

　そっちを選んだ場合、それで全部解決する、って保証はあるのかよ？」

「私が『奴やつ』を倒たおすか封ふう印いんするかすれば、それで解決です」

「できなければ？　どうなる？

　もしもお前の方が負けたら？

　お前を倒して、連中はそれで満足して、宇宙には平和が戻ってめでたしめでたし──ってなふうになるとは思えねーんだけどな。俺おれには」

「……それは……」

　問われてキャナルは言いよどむ。

「答えてくれ」

　ケインは言った。

　まっすぐに、キャナルの瞳ひとみを見つめながら。

「あいつらの本当の目的は何だ」

　コックピットに沈ちん黙もくが落ちる。

　そして──

「──わかりました──」

　言って、キャナルは小さくうなずいた。

「全部──話します」




　……うおおおおおん……ごぉぉぉぉぅぁ……

　部へ屋やを満たすその音は、日に日に激はげしさを増しつつあった。

　黒い──ただ、広いだけの、何もない部屋。

　床ゆかに大きく描かれた、時代錯さく誤ごの、五ご紡ぼうの魔ま法ほう陣じん。

　その魔法陣の中央に──老人はいた。

　静かに目を閉じ。口の端はしに笑みを浮うかべて。

　アルバート＝ヴァン＝スターゲイザー。

　この部屋の──そして『ナイトメア』の主あるじ──

　──力が──集つどう──

　ふたたび──

　破は滅めつを撒まくための力が──

　スターゲイザーの脳のう裏りに閃ひらめいたその想おもいは、はたして本当に彼のものなのだろうか？　それとも──

「──スターゲイザー様」

　老人の眸めがゆっくりと開いた。

　声は、扉とびらの外から聞こえてきたものだった。

　インターホン、などという無ぶ粋すいなものがあるわけではないのだが、外からの声は、部屋の中へとやすやすと透とおる。

　むろん、老人の知った相手の声である。

「──入れ」

　ことばとともに扉が開く。

　萎い縮しゆくした表情で、部屋へと足を踏み入れたのは、一応名目上、組織のナンバー２となっている、ダーク・スーツの男だった。

　──萎縮するのも当たり前である。

　彼は、ただの普ふ通つうの人間なのだから。

　うす暗い闇やみの中、スターゲイザーの目は、ダーク・スーツの額にびっしり浮かんだ玉の汗あせを捕とらえていた。

「──定時報告の時間ではないはずだ──」

「少々──予想外の事態が起こりまして──」

　かわいた声で男は言った。

「表の顔──ゲイザー・コンツェルンでの業務で、物資運うん搬ぱんの護衛を募ぼ集しゆうしていることはご存知だと思いますが──

　それに応募してきた者たちの中に、例の宇宙船ふね──

　ケイン＝ブルーリバー所有『ソードブレイカー』の名がありました」

　ゆるりっ──と。

　スターゲイザーは、ダーク・スーツに視線を向けた。

　ダーク・スーツは、ぴくんっ、と小さく身をふるわせると、あわてて視線を、手もとのメモに落とし、

「……よ……余計なことかとも思いましたが、あの宇宙船ふねのことは何かとお気にかけていらっしゃったようですから……一応、ご指示を仰あおいでおいた方がよいかと……」

「依い頼らいしろ」

「……は……？」

　一いつ瞬しゆん、スターゲイザーが何を言ったのかわからずに、ダーク・スーツは思わず問い返していた。

「依頼し、航行予定を私に報告しろ」

「……ほ……ほかには？

　その……例えば破は壊かい工作……」

「追って指示する」

「………………

　わかりました……」

　ほんとうは、わかるわけなどない。スターゲイザーが、一体何を考えているか、などということは。

　しかし、ここでそれを問うたとしても、答えが返ってくるはずもないだろう。

　せいぜいが、自分の寿じゆ命みようを縮めるのがオチである。

　男にできることは、ただ、一礼し、部へ屋やを出て行き、命令を遂すい行こうすることだけだった。

　──動き出したか──奴やつも──

　男の去った部屋の中、スターゲイザーは、ふたたびその瞳ひとみを閉じた。

　近づきつつある。

　無限にも近い時を経へた、決着の時が──




「……っはよー……」

　まだ眠ねむい目をこすりつつ、ミリィがコックピットへとやって来たのは、標準時刻で、朝の八時前のことだった。

　片手には、紙パックの牛乳を持っていたりするが、いつもはうるさいキャナルが、今日は沈ちん黙もくしたままである。

　この時間にしては珍めずらしく、コックピットには、すでにケインの姿があった。

「おー。目がさめたか」

「……めずらしーわね……この時間にケインがここにいるのって……

　いつもなら自分の部屋で朝ゴハン食べてる時間なのに……」

「まーな。

　……きのうの夜、ちょいと思いついたことがあってな。

　しごと一つ、受けたからな。

　今、そっちへ向かってる」

「しごと……って……よくンなのんきなこと言ってられるわねー……

　きのうキャナルから、あんな話聞かされて……」

　ゆーうつな表情で言いながら、砲手席ガンナー・シートにつくミリィに、ケインは、ちらりっ、と視線を向けて、

「しごとはレアメタル運うん搬ぱん船せんの護衛だ」

「……ふーん……」

　気のない返事でストローをくわえるミリィ。

「行き先は、トーラ星系第三惑わく星せい……」

　ケインのことばを最後まで聞かず──




　ぶピ。




　ミリィは、思いっきりミルクをふき出していた。

「うどぉぉぉぉわっ」

「ああああああっ！　なんてことをっ！」

「ちょっとそれって──本ほん拠きよ地ちじゃないっ！　『ナイトメア』のっ！」

　飛び散った牛乳にパニック起こす二人にかまわず、ミリィは声をはり上げる。

「そうだよっ！　うああああっ！　きたねーっ！」

「ああああああああ。コントロールパネルがあああああっ！　わたしのコントロールパネルがぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「パニクってないでっ！　ちゃんと説明してよっ！

　何考えてンなしごと受けたのかっ」

　ミリィの剣けん幕まくと大声に、ケインは顔をしかめつつ、

「大体想像つくだろーが！

　こっちからゆさぶりをかけるんだよ！　『ナイトメア』に！

　──こっちは、まちがいなく連中にマークされてる。

　それで、ゲイザー・コンツェルンのしごとを受ける──って言やぁ、向こうにも想像つくだろーが。

　それが、どーいう意味なのか」

「宣せん戦せん──布ふ告こく──」

「そーいうことだ」

　ミリィのつぶやきに、ケインは首を縦に振ふり、

「きのうのキャナルの話、聞いたかぎりじゃあ、事態はかなりシャレになんねーところまで進んでる。

　どーにかできるのは、たぶんオレたちだけだ。

　なら──しかけるのは早い方がいーだろーが」

「……そりゃあ……そうかもしんないけど……

　そーいうテで行くとしても、よ。せめて、前もってひとこと言ってくれてもよかったじゃない」

　ミリィのことばに、ケインは、真ま顔がおで彼女を見つめ、ガラにもなく優しい口く調ちようで、

「……なあ……ミリィ……」

「何よ？」

「いーんだぞ。ここで降りても」

「……え……？」

　一いつ瞬しゆん──

　ケインの言ったことばの意味が理わ解からずに、彼女は小さな声を上げた。

「……ち……

　ちょっと待ってよ。

　降りる──って……？」

「こんなことにかかわらなくてもいーぞ、って言ってるんだよ。

　もともとおめーは、たまたまオレに雇やとわれてる、ってだけで、関係ない人間だからな」

　言われてミリィは、コックピットの中央に、無言で佇たたずむキャナルに、ちらりっ、と視線を送る。

　その視線には気づいただろうが、しかしキャナルは、黙もくして語らず──

　視線のやりとりに気づいているのかいないのか、ケインはことばを続ける。

「どこか、適当な惑ほ星しで降ろしてやるよ。

　ここより給料のいい仕事なんて、たぶんいくつでも見つかるだろーよ。

　そこで平和に暮くらす、ってのも……」

「ちょっと待った」

　ケインのことばをさえぎるミリィ。

「何だ？」

　……はぅ……

　彼女はため息ひとつつき、

「……あのねー。

　逃にげれば絶対助かる、って保証はない。

　きのう、キャナルにそう言ったの、ケインでしょーが。

　ンで、あたしにはここで降りろ、って？」

「……いや……だから……」

「つまり、ことの成り行きを見守る権利を奪うばわれて、戦いがどうなったのか、知ることさえもできずに、ただただ心配して暮らしなさい、と？」

「………………」

　沈ちん黙もくするケインを前に、ミリィは小さく息をつき、

「……きのうキャナルが言ったのに、『話を聞くだけ聞いてから降りる』って選せん択たくがなかった理由、よーくわかったわ。

　あの話聞いたら、もぉ、つき合うっきゃないもん。

　いっしょに行くわよ。こーなったら。

　あたしも絶対、何かの役に立ってみせるから。

　──ね？　キャナル？」

　いきなり話をキャナルに振ふって、彼女に向かってウインクひとつ。

　キャナルは小さく苦笑を浮うかべ、

「彼女が望み、選んだ道よ。ケイン」

「……そう……だな……わかった。

　ただし──

　あとで文句や危険手当の請せい求きゆうはきかないからな」

「うっ……いや……できればちょっとした手当くらいは……」

「よーし！　なら話は決まりだ！」

「いやあの……お手当の話は……」

　食いさがるミリィに無視するケイン。

「進路、４─16─Ｂ、トーラ星系第三惑星ルゾルデ！」

「了りよう解かい！　『ソードブレイカー』ただいまより相転移航法フエイズ・ドライブに移ります！」

「……お手当……」

　力無いミリィのつぶやきを残しつつ、『ソードブレイカー』は宇宙をゆく。

『ナイトメア』──その本拠地を目ざして。




　美しい蒼あおい星──

　それが、惑わく星せいルゾルデの第一印象だった。

「……嘘うそみてぇだよな……」

　メイン・ディスプレイの中で、徐じよ々じよにその大きさを増してゆく、蒼い惑星を眺ながめつつ、ぽつりとそう漏もらしたのはケインだった。

「こんなところで、これから……」

　ことばの後半は、彼の胸のうちへと消えた。

　キャナルとミリィはただ、無言のまま。

　──ディスプレイには、半ば以上を影かげに覆おおわれた蒼い惑星、そしてそのそばで丸くかがやく白い衛星とが映し出されていた。

『ソードブレイカー』が、ゲイザー・コンツェルンから接せつ舷げんを指示されたのは、衛星軌き道どう上にあるコンツェルン所有の宇宙港の一つ、『ヘルメス』だった。

　今その『ヘルメス』は、ルゾルデの夜の側──恒こう星せいの光が当たらぬ場所にいた。

　目をこらせば、『ソードブレイカー』の前方、ディスプレイに映ったルゾルデの影の中に、警告灯を瞬またたかせた塊かたまり──『ヘルメス』が浮うかんでいるのが見える。

　接近するにつれ、ディスプレイに映ったその姿が、徐々にその大きさと鮮せん明めいさとを増してゆく。

　そして──

「──月が──！」

　ミリィが小さく声を上げた。

　ディスプレイに映った、ルゾルデに浮かぶ丸い月──

　ケインたちの見るうちに、ゆっくりと、それが黒く欠けてゆく。

　黒く、巨きよ大だいな何かが──

『ソードブレイカー』と月との間の視線を遮さえぎっているのだ。

「……ゲイザー・コンツェルン試作実験工場『ヘカトンケイル』。

　全長二十キロの完全人工衛星です……」

　表情のないまま、つぶやくようにキャナルが言う。

　その顔色が、心なしか青ざめて見えるのは、やはりケインの気のせいなのだろうか？

「あそこに……奴やつらはいます。

　こちらを『視みて』いるのがわかります……その数……」

　言いかけて。

　一いつ瞬しゆんキャナルは言葉を途と切ぎれさせ、

「……一隻せき足りない……？」

「どういうことだ!?」

「……わかりません……残る相手は、『ラグド・メゼギス』、『ボーディガー』、そして闇を撒くものダーク・スター『デュグラディグドゥ』。

　けど、あそこにいるのはそのうちの二つだけ……のこりの一つは……!?」

「気にするな。キャナル」

　キャナルの心配に、しかしケインは気楽な口く調ちようで言い放はなつ。

「単に、前みてーに、まとめて封ふう印いんされるのを怖こわがってバラけてるだけかもしれねーからな。

　……まあ、ひょっとしたら何かの罠わなかもしれねーけど、なにせこっちから売ったケンカだ。どうせ何かの罠があるのはわかりきってる。

　どんな罠かはわからねーけど、考えてもわからねーことは確かだ。なら考えるだけムダってもんだろ？」

「……それはまあ、たしかにそうですけど……」

「なら……

　どっしり構えて。来るなら来い、だ。

　もとからそのつもりだったんだろ？　俺おれたちは」

「……そう……ですね」

　言われてキャナルは苦笑を浮うかべた。

　──キャナルがケインと出会ったのは、まだケインが子供の頃ころのことだった。

　キャナルにしてみれば、あれからそれほどの時間が経たったようには感じないのだが──子供だと思っていたケインは、いつの間にか成長していた。

　──そう──ですね──

　声には出さず、キャナルは胸の裡うちでつぶやいた。

　──過去の時代の遺い物ぶつが我がもの顔をするのは──そろそろ終わりにしなくちゃあなりませんね──








　ラグド・メゼギス




「ケイン＝ブルーリバーさん──ですね」

　衛星港『ヘルメス』への接せつ舷げんを終え、そのロビーへと降り立った、ケインとミリィを出で迎むかえたのは、ダーク・スーツをきっちり着込んだ一人の男だった。

　としの頃ころは三十前後。ケインよりやや背が高く、金色の髪かみに整ととのったマスク。もう少しダイエットすれば、モデルで食っていけるだろう。

「そう……ですが……」

　警けい戒かいの色を浮うかべつつ答えるケインに、男は柔にゆう和わな笑みを浮かべつつ、右手をさし出した。

「はじめまして。ゲイザー・コンツェルン常じよう務む、ジェイ＝マーキュリーです」

「常務？　その若さで」

　にこやかなつくり笑いを浮かべつつ、その手を握にぎり返すケインに、ジェイと名乗った男の方も、変わらぬ笑みで、

「いやいや。肩かた書がきだけの閑かん職しよくですよ。私の場合は。

　──この度は、貨物船の護衛を依い頼らいさせていただいたわけですが──

　それに関して、少々お願いがありまして、私がまかり越こした次第です」

　──そら来た。

　などと思いつつも、ケインはしらじらしく眉まゆをひそめ、

「お願い──ですか？」

「はい。

　失礼とは思いましたが、少々そちらの仕事の履り歴れき等を調べさせていただきまして……

　かなりの力量をお持ちと判断いたしました。

　そこで──

　ありていに申し上げまして、危険度の高い航路の護衛に回っていただきたいのです。

　航路は宇宙海賊スペース・パイレーツの出現頻ひん度ども高く、運うん搬ぱんする物資は希少鉱物レア・メタル。しかし納期の関係で、迂う回かい路ろを通る時間はありません。

　はっきり申し上げて、ほとんど襲しゆう撃げきがあること間ま違ちがいなしの危険な航路です。

　しかし、そちらの力量ならば、万一の事態も切り抜ぬけられると判断した上でのご提案です。

　──むろん、お断りになるのは自由ですし、また、お引き受けいただけるのなら、契けい約やくを更こう新しんして、依頼料の金額は上うわ乗のせさせていただきますが？」

「……ふぅむ……」

　慇いん懃ぎんな態度を崩くずさぬ男の提案に、ケインはしばし考えて、

「──わかりました。そちらの航路の護衛、お受けします」

「……なっ……!?　ちょっ、ケイんぐっ……!?」

　後ろで抗こう議ぎの声を上げかけたミリィの口を、ケインはふりむきもせずに、片手で器用に塞ふさぎ、

「それでは出発は──」

「さしつかえなければ、早速──ということでお願いしたいのですが──

　契約の更新は、出発直後、ということで」

「了りよう解かいしました。では」

　言ってケインはきびすを返し、まだ不満顔のミリィをうながして、たった今出てきたばかりの、連れん絡らく口ぐちへのゲートをくぐる。

「………………」

　ダーク・スーツの男──ジェイは、その後ろ姿を、ただじっと見送っていた。

　変わらぬ笑みを浮うかべたままで──
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「なぁぁぁに考えてんのよあんたはっ!?」

　操縦室コツクピツトに帰ってくるなり。

　キャナルの『お帰りなさい』のことばも待たず、ミリィはくるりとケインの方に向きなおり、開口一いつ声せい、言い放はなつ。

「何……って、何が？」

「『何が？』じゃないわよっ！……ったく！　なんであんなの受けたのよっ!?」

「どうしたんです？　ミリィ」

「どーしたもこーしたも！」

　キャナルの問いを待っていたかのように、ミリィはここぞとばかりに勢い込んで、さきほどのロビーでのやりとりを説明した。

「ふーん。」

　ミリィの説明を聞き終えたあと。キャナルが漏もらしたのは、気のないあいづちひとつだった。

「……いや……あの……『ふーん』って……」

　聞いたキャナルが激げつ昂こうし、いっしょになってケインを責める──というのを考えていたミリィは、予想と違ちがうキャナルの反はん応のうに、思わず目を点にする。

「──とまあ、そういうことだ。キャナル。

　早速の出発ってことになるけど、よろしく頼たのむぞ」

「わかりました。それでは出港手続きを……」

「……ちょ……ちょっと待ってよっ！」

　気にせずてきぱき出港準備を進めようとする二人に、ミリィは抗こう議ぎの声を上げた。

「わざわざこっちからケンカ売っといて、なおかつわざわざ危ない方を選んだのよっ！　なのになんで、そうへーぜんとしてるわけ!?」

「……お前……何をわけのわからんことを……」

「わけがわかんないのはそっちでしょっ！」

　ミリィの抗議に、ケインとキャナルは、しばし顔を見合わせて──

「……あの……ひょっとして……」

　眉まゆをひそめてキャナルが問いかける。

「気づいてないんですか……？　ケインがどっちを選んでも、危険度は変わらない、っていうことに……」

「………………へ？」

「ですから。

　私たちがゲイザー・コンツェルンの依い頼らいに対して名乗り出る、ということ自体が、向こうに対しての宣せん戦せん布ふ告こくに等しい、ということはわかりますよね？」

「……いや……そりゃあもちろん……」

「そこに、相手のエラいひとがわざわざ出てきて、『どちらのコースを選ぶ？』と聞いてきました、と。

　それはつまり、『そのケンカ買った。片方に罠わなを仕し掛かけてるから、好きな方を選べ』ってことなんですよ」

「……な……なるほど……

　で──でもっ！

　それってひょっとして、こっちのコースに罠があって、もう片方は安全だったかもしれない、ってことじゃないの!?」

「残念ながらそいつぁハズれだ」

　と、横からケインが口を出す。

「互たがいに敵とみなしあった相手に、『安全な選せん択たく肢し』なんて与あたえてくれるよーな連中だと思うか？

　あれはたぶん、精神戦、って奴やつだ。

　二つのうちから一つを選ばせる形を取って、こちらを惑まどわせる。

　自分の選んだ方が、当たりなのか外れなのか、考えれば考えるほど不安になる。

　選んだ方に罠でもあろうもんなら、たとえその罠を切り抜ぬけたとしても、味方同士の仲たがいの種になる、ってわけだ。

　けど、考えてみな。ミリィ。

　二つの航路を具体的に提示されて、『どっちを選ぶ？』って聞かれたわけじゃねえ。

　たぶん、俺おれがどっちを答えても、罠のある方のコースに行かされただろうよ」

「……それじゃあ……？」

「ああ。そこまで読んで、俺は答えた、ってことだ」

　──依頼料の多い方をな──

　胸の中でこっそりつけ加える。

「納なつ得とくいったら──出港準備だ。

　罠も切り抜け、しごとも終えて、『ナイトメア』からたっぷりふんだくってやるぞ」

「オーケイ」

　苦笑混まじりにあいづち打って、ミリィは砲手席ガンナー・シートにつき──

　そして。

『ソードブレイカー』はふたたび宙を征ゆく。




　……ぉぉ……ぉぉおおおおぉぉぉ……ん……

　部へ屋やに満ちあふれたその声が、無数の呪じゆ詛そに聞こえるのは、はたして彼の気のせいだろうか。

　下げたままの自分の顔に、冷たい汗あせがにじむのを、ダーク・スーツは感じていた。

「……ケイン＝ブルーリバーと会え……

　そんな命令を下した覚えはない……」

　部屋の中央──床ゆかに描かれた五ご紡ぼう星せいの中心に佇たたずむ老人は、まるで、ひとりごとでもつぶやくような口く調ちようで言った。

「……も……申し訳……ありません……」

　ダーク・スーツの男──ジェイ＝マーキュリーは、渇かわいた喉のどからなんとかことばをふり絞しぼった。

　彼がスターゲイザーに次ぐ地位にあることは、自他ともに認めるところではあった。

　しかし、同時に。

　その彼などいなくても、組織は──いや、スターゲイザーは、なんの痛つう痒ようも感じないこともまた、自他ともに認めるところだった。

　ケインに言った、『肩書きのみの閑かん職しよく』というあの言葉は、ある意味、本心から自分の立場を揶や揄ゆするものだった。

「……スターゲイザー様がお気にかけておられる男を、ひと目見てみたくなりまして、つい……

　──しかし誓ちかって、余計なことはしておりません！　私の件以外は、すべてご指示の通りに……」

「……まあ構わん……会うなと言った覚えもない……」

　だが、スターゲイザーはいともあっさりと、彼の独断を許容した。

　むろんジェイにはわかっている。それが、寛かん容ようではなく、彼に対する無関心の為なせるものだということを。

「しかしここから先は……計画通りに進行させよ……」

「……わかりました……」

　声の震ふるえを隠かくすことなく、彼は答えた。

　この部屋──この空間から受けるプレッシャーは、確実に、日を追うごとに強くなってきている。

　まるで、生きとし生ける者すべての存在を、拒きよ否ひするかのような空気──

　その中に平気で佇たたずむ老人もまた、日に日に人間とは違ちがった生き物へと変質していっているようだった。

　外見だけは変わらず──いや、普ふ通つうの人間並なみに、着実に齢としを重ねながら、中身だけが、全く別の『何か』へと変わっている──

　ダーク・スーツは、最近ふと、そんな思いに捕とらわれることがある。

　いつまで経たっても──いや、時が経てば経つほどに、彼にとって、老人は、理解できない存在へと変へん貌ぼうしてゆきつつあった……




　宇宙は静かだった。

　今はまだ。

『ヘルメス』を出港して七日目。

『ソードブレイカー』と、二〇〇Ｍ級貨物船、『空舞う綿毛フロート・ダウン』は、とりあえず順調な旅を続けていた。

「……そろそろ来てもいい頃ころなんだがな……」

　ぽつりとケインがつぶやいたのは、標準時間で、昼をやや回った頃のことだった。

　二隻せきが今航行しているのは、ある名もない惑わく星せいの近くだった。

　この恒こう星せい系けいの第二惑星が、荷物の運うん搬ぱん先さきである。

　しかし、それほど発展しているわけでもない、はっきり言ってへんぴな惑星。特にこのあたりは主要な航路からも外れているせいで、星間警察Ｕ・Ｇの監かん視しの目もないに等しい。

　おまけに、今航行しているあたりには、まばらではあるが、大小の岩がん塊かいが漂ただよっているような場所──

　さあどこからでも襲しゆう撃げきしてください、と、言わんばかりのロケーションだった。

「……けどなんか……そーいう言い方されると、襲撃されるのを心待ちにしてるみたいに聞こえるんだけど……」

「待ってるさ」

　あっさりとそう答えるケイン。

「……へ……？」

「もちろん襲撃なんぞないに越こしたことはないけどよ。

　この状じよう況きようじゃあ、そいつは望むだけムダってもんだろ？

　なら、面めん倒どうなことはとっとと終わらせた方が楽ってもんだ」

「……いや……そりゃそーかもしれないけど……」

「すぐに始まりますよ。きっと」

　横からキャナルが口をはさむ。固い笑みを浮うかべたままで。

「『フロート・ダウン』が、ちょうど定時連れん絡らくをすませたところですから」

「なるほど……な……

　あたりに何かおかしな反はん応のうは？」

「ありません。今のところは。

　あいつらの気け配はいも、その他の気配も」

「ふぅん……」

　言われてケインは、あらためてメイン・ディスプレイに目をやった。

　漆しつ黒こくの宇宙空間を背景に、『ソードブレイカー』に併へい走そうする『フロート・ダウン』のグレイの船体。そして漂う大小の岩塊。

　キャナルの言った『あいつら』──『ナイトメア』の遺失宇宙船ロスト・シツプに関しては、近づいてくればキャナルには『判わかる』らしい。

　となれば、とりあえず警けい戒かいすべきは、普ふ通つうの宇宙船による奇き襲しゆう、である。

　いかに『ソードブレイカー』が、現代の宇宙船とはケタ違ちがいの能力を持っているとはいっても、さすがに、バリアも展開していない状態で攻こう撃げきを受ければただでは済すまない。

「──そう。ここだけの話、言っとくが、『空舞う綿毛フロート・ダウン』にも気を許すなよ」

　ふと思い出したように、声をひそめてケインが言う。

　まあ、通信回線が開いているわけでもないので、声なんぞひそめようとどうしようと関係はないのだが、そこは気分、という奴やつである。

「なんのかんの言ったって、あっちもゲイザー・コンツェルンの船……いや、ひょっとしたら、コンツェルンの、じゃなくって『ナイトメア』の船かもしれん。

　いつかの海かい賊ぞくがやったみてぇに、いきなり甲かん板ぱんが開いて、ビームか何かでズドン、なんてこともあるかもしれねぇからな」

「一応、反応からするとただの輸送船みたいですけど……

　気をつけるに越こしたことは……」

　キャナルがみなまで言い終わるより早く。

　メイン・ディスプレイの中で光が閃ひらめいた。

「不ふ明めい艦かん出現！　艦数二！」

　キャナルの声が操縦室に響ひびく。

　たしかに、ディスプレイに目をやれば、つい今しがたまでは映っていなかった、二隻せきの青黒い宇宙船のシルエットが見える。

「──ちっ！」

　舌打ちと同時にコントロール・パネルを操作して、『ソードブレイカー』を、出現した二隻と『フロート・ダウン』の線上に割り込ませるケイン。

「ちょっと!?　何なのよ、その『出現』ってのは!?」

「エンジン切って、船体のまわりに岩がん塊かいくっつけてたんですよっ！」

　ミリィのことばにキャナルは答え、

「こちらからの通信に対しての応答はなし！　不明艦エネルギー・レベル増大中！

『フロート・ダウン』より通信入ってます！」

「つないでくれ！」

　ケインの声に応こたえて、メイン・ディスプレイの端はしにウィンドゥが開き、白い髭ひげをたくわえた、初老の男の顔が映し出される。

『海賊かね!?』

『フロート・ダウン』の船長は、緊きん張ちようの面おももちで──しかし取り乱すことなく問いかけて来る。

「──まず間ま違ちがいなく」

『頼たのむよ！　ミスター・ブルーリバー』

「もちろん！」

　ケインの答えに、船長は、大きくひとつうなずくと、通信を切る。

「動きはじめました！」

　同時に上がるキャナルの声。

　ディスプレイの中の二隻は、エンジン光を閃かせ、こちらに向かって突つっ込んで来る。

「キャナル！　電でん磁じ……いや、サイ・バリア展開準備！　ミリィはビーム砲ほうを！」

「了りよう解かい！」

「いつでもオッケーっ！」

　即そく座ざに二人の返事が返ってくる。

　……問題は、相手がただの海賊か、それとも刺し客かくか、だ……

　胸のうちでつぶやくケイン。

　むろん後者の可能性の方が高いのだが、前者の可能性も決して低くはない。

「不明艦砲座、こちらに向きました！」

「サイ・バリア展開っ！」

　ケインが声をかけるのと、ほとんど同時に。

　ちかちかっ、と、ディスプレイの中の二隻が瞬またたいて、次の瞬しゆん間かん、目の前に光がはじける。

　敵のビーム砲ほう撃げきを、『ソードブレイカー』のサイ・バリアがはじき散らしたのだ。

「合あい図ずと同時にバリアをゼロ・コンマ七秒解除！　その間にミリィは、敵てき艦かんに対してビーム砲撃！」

『了解っ！』

　相手の船から続く砲撃が、途と切ぎれる一いつ瞬しゆんを見切って──

「今だっ！」

　サイ・バリアが消失したその瞬間に、ミリィの放はなった二すじの光が、向かい来る二隻の宇宙船に吸い込まれた。

　そして──ディスプレイにひろがる閃せん光こう。

「一隻は直撃！　エンジン大たい破は、加速減げん！　もう一隻は小破！　加速変わらず、突っ込んで来ます！」

「おにょれザコのくせにかわすとはっ！」

　毒づきながらも、ミリィの手は、コントロール・パネルの上を滑すべり、ビーム砲の照準を絶たえず補正し続ける。

　一隻は加速を殺されたとはいえ、二隻からの砲撃は止やんではいない。ふたたび展開したバリアを、砲撃の連打が叩たたく。

「えぇいっ！　ならもう一回だっ！　合図と同時にバリア・エネルギーをＺ軸じくプラス方向に噴ふん射しや！　後にバリア解除、砲撃だ！

　ミリィ！　いいから、さくさくーっと沈しずめちまえっ！」

「おっけいっ！　今度こそっ！」

「──来ました！」

　悲鳴にも似たキャナルの声。

「わかってる！」

　ディスプレイをにらみつけたまま、答えるケインに、ふたたびキャナルの声が重なる。

「違ちがいます！　奴やつです！」

「──なにっ!?」

　さすがにケインの顔色にも、動どう揺ようの色が浮うかぶ。

『ナイトメア』の遺失宇宙船ロスト・シツプ──

「来やがったか！　本ほん命めいが！　まだ距きよ離りはあるか!?」

「まだ少し！」

「ならまずはっ！　目の前の連中をとっとと片づけるっ！

　作戦はさっきの通りっ！……行けっ！」

　バリア・エネルギーを上方向に噴ふん射しやさせ、『ソードブレイカー』の船体が沈しずみ込む。

　敵の射しや線せん軸じくから離はなれた瞬しゆん間かん、バリアが消失。『ソードブレイカー』の砲ほう座ざから生まれた光は、今度こそ、二隻せきにまともにぶち当たる！

　漆しつ黒こくの空間に光が閃ひらめき──

　光が消えたそのあとには、こちらに向かって進む二隻の青い宇宙船！

「敵てき艦かん、電でん磁じバリア展開！　砲ほう撃げきを中止してこちらに向かっています！」

　どうやら相手は、砲撃戦を不利と悟さとって、たまたまこちらが仕し掛かけたのと全く同じタイミングで、砲撃を中止し、バリアを展開したようである。

「敵艦、慣かん性せい移動のまま進行！　『フロート・ダウン』との接せつ触しよくコースです！」

「サイ・ブラスター発射準備！　『フロート・ダウン』との通信回線開け！」

　ケインのことばに間かん髪はつ入いれず、ディスプレイに小さく開いたウィンドゥに、『フロート・ダウン』の艦長の顔が映し出される。

「敵艦はそちらへの接せつ舷げんと乗り込みを画かく策さくしています！　本艦の陰かげになる位置に回かい避ひ願います！」

『了りよう解かいした！　感謝する！』

　むろん『フロート・ダウン』も敵だという可能性は残っているが、やっかい事下請け人トラブル・コントラクターとしてその護衛を引き受けた以上、向こうの方から敵に回るまでは、あくまで護衛の対象である。

　もっとも、目の前の二隻をこれ以上『フロート・ダウン』に近づけるつもりなどないが。

　前座で手間取っている場合ではない。サイ・ブラスターでとっとと沈めて、このあとに来る本ほん命めいに備える必要がある。

「来る！　早いっ！」

　しかし、サイ・ブラスターの発射準備が整ととのうより早く、キャナルの声が操縦室コツクピツトに響ひびく。

　その声に、わずかながら焦あせりの色がにじんでいるような気がしたのは、ケインの思い過ごしだろうか？

「このスピードは……あいつしかいませんっ！　一七〇Ｍ級機き動どう駆く逐ちく艦かん『ラグド・メゼギス』！　苦にが手てなタイプです！」

「苦手なタイプって……！　毎晩『きみと僕とは一いつ緒しよになる運命だ』とかって電話かけてくるくらい!?」

「いえ！　毎日道の端はしから、じっと家を眺ながめてるくらい、です！」

　真ま顔がおでわけのわからんたとえで問いかけるミリィに、やはり真顔で、わけのわからんたとえでキャナルが答える。

　……こいつら……昔ヤなことでもあったのか……？

　はたで聞いていて、思わず内心つぶやくケイン。

「ともあれ目の前の奴やつが先だ！　サイ・ブラスターは!?」

「発射可能ですっ！」

「おし行けぇぇぇぇぇっ！」

　キャナルの答えにミリィが吠ほえる。

　コントロール・パネルを白い指が撫なで、『ソードブレイカー』から生まれた白光が、先行している方の一隻を直ちよく撃げきした！

　光が閃ひらめく。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて衝しよう撃げき波は。

　やがてほどなく。

　虚きよ無むの色を取り戻もどした宇宙から、先行していた宇宙船の姿は消え去っていた。

「各反はん応のう消失！　一隻撃げき沈ちん！　『ラグド・メゼギス』急速接近！──さらに加速！」

「──うそっ!?」

「なんだ!?　こりゃ!?」

　ミリィとケイン、二人は思わず同時に声を上げていた。

　レーダーには、そばに佇たたずむ『フロート・ダウン』と、近づきつつある、海かい賊ぞくとおぼしき残り一隻。そして新たにレーダー・サイトの端はしに現れた、三つ目の光点が映っている。

　その三つ目の光点は、非常識としか言いようのないスピードでこちらに向かっていた。

　普ふ通つうの宇宙船に比べて、ではない。遺失宇宙船ロスト・シツプとして考えても、の話である。

　一瞬ケインが、レーダーの故障か、などと本気で考えたほどである。

「来ます！」

　悲鳴に近いキャナルの叫さけび。

「サイ・バリア展開！」

　つられるようにケインが叫んだその刹せつ那な。

　近づきつつあった海賊（？）船を、数条の、光の針が貫つらぬいた。

　閃く爆ばつ光こう。

　その光を貫いて、鋭するどく尖とがった三角形のシルエットの船せん影えいが、こちらへと迫せまる！

　続いて光の針の斉せい射しや。

　一撃目が、『ソードブレイカー』のサイ・バリアに虚むなしくはじけ散る。

「バリア解除！　ミリィ！」

「オッケー！」

　サイ・バリアの解除と同時に、サイ・ブラスターの三連射。

　しかし──

　いきなり何の前ぶれもなく、黒い船体はほとんど直角に進路を変えて、連射をいともあっさりかわす。

「うそっ!?」

「何だ!?　あの動きはっ!?」

　宇宙船の動きではない。ほとんど小型の無人戦せん闘とう機き並なみである。

『──遅おそいぞ。『ヴォルフィード』』

　全員の頭に響ひびいた『声』には、あきらかに揶や揄ゆの色が混まじっていた。

「そっちが早すぎるんですよっ！」

　サイ・バリアを再展開しつつ、言うキャナルの声にも余よ裕ゆうがない。

『何なんだ!?　あの宇宙船ふねはっ!?　それにあの声!?』

「逃にげてくださいっ！　いいからっ！」

　パニックを起こして通信してくる『フロート・ダウン』の船長に、ケインは怒ど鳴なるように言い放はなつ。

『……わ……わかった！』

　あわてて加速する『フロート・ダウン』。『ラグド・メゼギス』の狙ねらいが『ソードブレイカー』である以上、こちらから離はなれていた方が安全である。

　しかし──

『逃がすと思うか？』

『ラグド・メゼギス』の『声』と同時に、針のような光の砲ほう撃げきが、先行しようとした『フロート・ダウン』の鼻先を連打でかすめる。

　泡あわを食った『フロート・ダウン』はあわてて減速し、ふたたび『ソードブレイカー』と併へい走そうする。

「どういうつもりです!?　狙いはこっちでしょう!?」

『だからこそ、だ。手て頃ごろな足あし枷かせを逃がしてやるつもりはないんでな』

　キャナルの声に応こたえる『ラグド・メゼギス』。

　またまた展開したサイ・バリアに、ニードルビームがはじけ散る。

　砲撃を続ける間にも、『ラグド・メゼギス』は、常識外れの機動力を活いかして、始終そのコースを変えている。

「……くっ！　ミリィ！　あいつに当てる自信あるか!?」

「正直言ってわかんないわっ！　動きが全然読めないっ！」

「何なんだ!?　あのメチャな機動力はっ!?」

　ケインのことばに、目の前のパネルに、平べったい三角形の船体と、それをとり囲かこむ五つのチップが映し出される。

「周囲に展開した慣かん性せい中和チップで、自分自身の慣性モーメントの大半を殺してるんです！」

「ほとんど反則だぞ！　そりゃ！」

　キャナルの解説に毒づくケイン。

「わたしもそう思います！　ただし！　それの制せい御ぎよシステムと高出力エンジンやバーニアで船体の大半が埋うまってますから、装そう甲こうは薄うすめで、火力も貧ひん弱じやくです！」

「つっても電でん磁じバリア展開した宇宙船ふねぶち抜ぬくくらいのは持ってんだろーが！」

「そーですけど！……『ラグド・メゼギス』砲ほう撃げき目標変へん更こう！」

　キャナルがあわてた声を上げる。

『ラグド・メゼギス』は、『ソードブレイカー』がバリアを展開したまま、動く様子がないと見てとるや、砲撃を『フロート・ダウン』の方へと変更した。

　むろん、直撃させれば一撃で沈しずむ。しかしそれでは『ソードブレイカー』に対する足かせの意味がない。白い火線は、輸送船の外がい装そうを削けずってゆく。

『ソードブレイカー』の陰かげに回ろうと、『フロート・ダウン』がコースを変えても、機動性ではるかに優まさる『ラグド・メゼギス』に、いともあっさり回り込まれ、またまた砲撃で削られる。

「くそっ！　戦やるしかないってわけかっ！　キャナル！　船体コントロールをこっちに！　ミリィ！　通常のビーム砲及およびサイ・ブラスターによる一いつ斉せい砲撃準備！」

『了りよう解かいっ！』

「行くぞっ！」

　合あい図ずと同時に船体をひるがえし、『ラグド・メゼギス』に向かって砲撃を開始する！

『やっとやる気になったか！　『ヴォルフィード』！』

　吠ほえて『ラグド・メゼギス』は、砲撃目標をふたたび『ソードブレイカー』へと変更する。

　船体をケインが縦横に操あやつり、ミリィが砲撃をかける。

　砲撃戦がはじまった。

　火線の量では『ソードブレイカー』に、しかし回かい避ひ能力は圧あつ倒とう的に『ラグド・メゼギス』に分ぶがあった。

　直撃弾こそないものの、『ラグド・メゼギス』の砲撃は、いくどか『ソードブレイカー』の船体をこする。

　一方こちらの攻撃は、相手にかすってすらいない。

　ミリィのウデの問題ではない。相手の回避能力がめちゃくちゃなのだ。

　いきなりま横に移動して、砲撃を加えつつ、ほとんど何の前ぶれもなく、鋭えい角かくを描えがいて斜ななめ上へと回避する。

　普ふ通つうの宇宙船や戦せん闘とう機きが相手なら、かなり慣性に影えい響きようされるせいで、回避軌き道どうもある程度は限定できるのだが、『ラグド・メゼギス』にはほとんどそれがない。

「右う舷げん被ひ弾だん！　ビームバルカン破損！　ああああっ！　買ったばかりなのにっ！」

　キャナルの悲鳴がこだまする。

「そうか！　へたな鉄てつ砲ぽうもなんとやら！　バルカンとファランクス・ミサイルで……」

　ケインの思いつきに、しかしキャナルは悲ひ壮そうな声で、

「無理です！　あいつも装そう甲こう薄うすいと言ったって、まがりなりにも遺失宇宙船ロスト・シツプ！　こっちの世界の対戦闘機用の装備じゃあ、当たっても装甲で防ふせがれます！」

「役に立たねぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　などと会話を交わすうち、『ラグド・メゼギス』は、『ソードブレイカー』に向けていた砲撃を、散発的に『フロート・ダウン』の方へと向けはじめる。

「あの野郎っ！　余よ裕ゆうのつもりかっ!?」

『な……なんとかならんのかねっ!?』

「なりませんっ！」

　ぶつっ。

　またまた『フロート・ダウン』から入った通信を、問答無用でぶち切って、ケインは思考をめぐらせる。

　このまま撃うち合いを続けた場合──

　ひょっとしたら、こちらの砲撃がたまたま当たって、相手を沈しずめることができるかもしれない。

　しかしどう考えてみたところで、むしろ向こうの砲撃で、あちらこちらに傷を負い、機能が低下したところを、直撃される危険性のほうがはるかに高い。

　ならば──

「──一いつ旦たん逃にげるっきゃねーかっ！

　どーせあっちにゃあ、こっちのバリアは破れねーんだ！　『フロート・ダウン』に接近して、いっしょくたに『サイ・バリア』で包み込んで逃げる！」

「了りよう解かいっ！」

　キャナルの声と同時にケインは船体を制御して、『フロート・ダウン』のそばに、ぴたり、と寄せる。

「サイ・バリア展開！」

　キャナルの声と同時に、大きく展開したバリアが『フロート・ダウン』ごと『ソードブレイカー』の船体を包み込む。

　その表面を、『ラグド・メゼギス』の砲ほう撃げきが虚むなしく撫なでる。

「……いつもより大きく展開してますから、出力が……」

　唐とう突とつに。

　ぞわりっ。

　キャナルのことば半ばに、ケインの背筋を悪お寒かんが走る。

「バリア解除！」

　何かの根こん拠きよがあったわけではない。

　ほとんど本能的に、ケインはそう叫んでいた。

　そしてこれまた、反射的に、キャナルがバリアを解除した──

　刹せつ那な。




　ぐごんっ！




『フロート・ダウン』が、皓しろい光の塊かたまりと化した！

『────!?』

　爆ばつ光こうと衝しよう撃げきが『ソードブレイカー』を襲おそう！

　自爆したのだ。『フロート・ダウン』が。

　船長も知らなかったことだった。『フロート・ダウン』の積み荷が、希少鉱物レア・メタルなどではなく、大量の爆薬だった、などということは。

　もしもとっさにバリアを解除していなければ、閉へい鎖さ空間で吹ふき荒あれた爆発は、まず間ま違ちがいなく『ソードブレイカー』を光に還かえしていただろう。

　しかし──

　至近距きよ離りでの爆発で、無傷でいられるわけもない。

　ケインがかろうじて意識を保っていたのは、ほとんど奇き跡せきに近かった。

　全身が痛いような気がするが、それにかまっている場合ではない。

　操縦室には、ありったけのレッド・ランプが灯ともり、立体映像のシステムにトラブルでもあったのか、キャナルの姿もそこにはない。

　ミリィは砲手席ガンナー・シートに突つっ伏ぷしたまま、ぴくりとも動かない。

「キャナル！」

『……無事……ですか……ケイン……』

　姿は見えず、ただ、キャナルの声だけが聞こえた。

　それも、いつものクリアな声ではなく、どこかくぐもったような音──

「相転移航法フエイズ・ドライブだ！」

『……無茶です！　この状じよう況きようでは……！』

「いーからやれぃっ！」

『……了りよう解かいっ……』

　返事とともに、ぐんっ！　と船体に衝しよう撃げきが加わる。

　構造材がきしむ音。

　そして──




　反はん応のうが消失した。

　爆ばく煙えんの中に向かって放はなった光の針は、何の手て応ごたえもなく、ただ煙けむりだけを吹ふき散らした。

　──なに……？
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『ラグド・メゼギス』は正直、驚きよう愕がくしていた。

『フロート・ダウン』には、『ソードブレイカー』と一定距きよ離り以上に近づくと自じ爆ばくする仕し掛かけがほどこしてある──そのことは聞いていた。

　わざわざ双そう方ほうを追い込んだのもそのためである。

『ソードブレイカー』──いや、『ヴォルフィード』は、その罠わなにかかった──はずだった。

　しかし、どうやって察知したのか、『ヴォルフィード』は爆発の直前にバリアを解除し、今また、こちらの砲ほう撃げきが命中する直前に消えた。

　相転移航法フエイズ・ドライブに移った──それ以外には考えられない。

　後者はともかく、前者は、理論的に考えてありえることではない。

　──なぜわかった？　『ヴォルフィード』？

　それが、彼らにとっては取るに足りない存在──『ソードブレイカー』に乗った人間、ケインの指示によるものだ、などということは、予想だにできなかった。

　──しかし無傷とはいくまい……相転移航法フエイズ・ドライブまで使って逃にげたのがその証しよう拠こ……相転移空間内で砕くだけ散るか……運良く生き残ったとしても、もはや瀕ひん死しのはず……

　逃がしはせんぞ──

『ラグド・メゼギス』は、すぐさまことの次第を、『デュグラディグドゥ』へと送る。

『ナイトメア』の組織力と情報網もうを使えば、『ソードブレイカー』を探し出すことなど造ぞう作さもないはずだった。




　マリエルは海を知らない。

　むろん、どういうものかは知っているし、この大陸の端はしまで行けば、見ることもできる。

　しかし、広大な湖と、そのそばにある、だだっ広い土地。その土地に山積みされたジャンクと、近くの小さな街まちだけが、二十年間生きてきた、彼女が直接見たことのある世界のすべてだった。

　いつか読んだ本によれば、人類発はつ祥しようの地、地球では、海の水には塩分が含ふくまれ、『しおのにおい』がする、というのだから、こうなるともはや、彼女の想像の域を越こえている。

　ファルデミア星系第二惑わく星せい、ジェンノー。

　農業用惑星として惑星改造を施ほどこされたこの星は、なにはともあれとことん広い。

　惑星が大きい、という意味ではない。土地面積に対して人口が少なすぎるのだ。

　きれいな水は充じゆう分ぶんにあった。しかしそれが、住人が遠出をしない理由の一つにもなっていた。

　マリエルも、小さい頃ころから、水泳はそばの湖がその場所だったし、買い物は近くの街でこと足りた──というよりも、もっと遠くの街に行ったところで、同じようなものしか売っていない。

　それ以上のものを欲っするのなら、ネットの通信販はん売ばいで手に入れるか、他の惑星にでも行くしかない。

　質素といえば、この上なく質素な生活なのだろうが、彼女にとっては、幼おさない頃から、これが当たり前の暮くらしだった。不満は感じていない。

　それに何よりも、彼女はここから見える、夜の湖の景色が大好きだった。

　全長数百キロに及およぶ、馬ば鹿か馬ば鹿かしいほど広い湖は、水平線すら見せていた。

　月光にたゆたう水面と、無数の星々のきらめき。

　はるかな水平線を境に、世界はただ、その二つのみに別れていた。

　湖からの冷たい夜風に、伸のばした栗くり色いろの髪かみをなびかせて、ベランダの手すりにもたれかかったまま、マリエルはぼんやりと、その風景を眺ながめていた。

　ふと、なんとはなしに、視線を夜空へと移し──

　マリエルはかすかに眉まゆをひそめた。

　夜空には、三つの月がかかっていた。

　この惑星、ジェンノーには三つの月──衛星があるということは、小学校の頃に習っていた。

　そして、その三つが一度に見えることはないのだ、ということも。

　第一、三十分ほど前、ベランダに出た時、月が二つ見えていたのをおぼえている。

「……え？」

　一いつ旦たん室内へとって返し、高倍率の双そう眼がん鏡きようを持ってくる。

　目に当てようとして、ふたたび小さく眉をひそめた。

　三つの月のうち一つが、つい今しがた見たのより、心なしか大きく見えるのは気のせいなのだろうか？

　それに、その一つだけ、ほかの二つとは色が違ちがっている。

　ともあれ、双眼鏡を目に当て、ピントを合わせ──

「────」

　そして、彼女は硬こう直ちよくした。

　むろんそれは、月などではなかった。

　満月のように見えたその輝かがやきは、大気との摩ま擦さつで灼しやく熱ねつした船体が生み出す光。

　その位置が変わらず、大きさだけが増したのは──それがまっすぐ、こちらに向かって来ているから。

「………………」

　言うべきことばも見つからぬ、彼女の頬ほおを、ひとすじの汗あせが伝い落ちた。




　──数分後──

　ド派手な音と、大量の蒸じよう気きをまき上げて。

『ソードブレイカー』は、惑星ジェンノーの湖へと落下したのだった。




　目が覚めると、あたりは明かるかった。

　木のにおい。どこからか聞こえる小鳥のさえずり。

　宇宙船の中ではない。

　どこか、知らない場所……

　──いや、そもそもなぜ自分は……？

　そう考えてはじめて。

　ケインは思い出していた。

　一体、何があったのかを。

「……し……死いぃぃぃヌぅぅぅぅかぁぁぁぁとぉぉぉぉ思ったぁぁぁぁっ！」

　ベッドからはね起きて、彼の発した第一声がそれだった。

　叫さけんでからふと隣となりを見ると、並ならんでベッドが置いてあり、そこではミリィがこんこんと眠ねむっている。

　…………ぱたぱたぱた……

　ケインの叫び声に反はん応のうしてか、スリッパの足音が近づいて来て──

　がちゃりっ。

「──あ。気がつきました？」

　開いたドアから顔を出したのは、一人の女性だった。

　二十歳前後、といったところだろうか。栗くり色いろの髪かみをポニーテールにまとめ、質素なブラウスにエプロン姿。

　顔立ちにはまだどこか幼なさを残しており、どことなく、線の細い感がある。

　見覚えのない相手だった。

「……あ……えと……」

　岸きし辺べに乗り上げた『ソードブレイカー』から、気を失ったままのミリィを引きずって外へ出たのはおぼえている。

　そういえば、記き憶おくがなくなる寸前、誰だれかが近づいてくるような気け配はいを感じたが……

「ひょっとして──助けてくれたんですか？」

「はい。まあ、そういうことになりますね」

　おっとりとした口く調ちようで言って、にっこりほほえむ彼女。

「一応お医者様にも診みていただきました。あなたも、お連れのかたも、そうたいした怪け我がはありませんから、すこし休めばよくなる、ということだそうです」

「……そうですか……」

　隣のミリィに目をやって、ほっと胸をなで下ろすケイン。

「……ありがとうございます。助かりました。

　俺おれは……ケイン＝ブルーリバー。そっちで寝てるのはミリィ」

「私はマリエル＝クリフボードと申します」

「マリエルさん……ですか。

　ところでその──俺たちの乗ってた宇宙船ふねは……」

「それもご心配なく。ちゃんとこちらで、安全なところに隠かくしておきましたから」

　ふたたびケインは胸をなで下ろし──ふと気がついて、眉まゆをひそめる。

「……隠した……んですか……？」

「はい。

　ご様子からして、何か事情がおありのようでしたから。念のため、と思いまして」

　にこやかに言われて、ケインは内心舌を巻く。

　のほほーんとして見えるが、ただそれだけではない。ちゃんといろいろ考えている。

「……いやまあ……その……」

　事情についてはどう話そうかと、ケインが迷いを見せているうち──

「……ん……う……ん……」

　隣のベッドのミリィが、小さく呻うめいて寝ね返がえりをうつ。

　何やらごにょごにょ言いながら、ぼんやりと目を開く。

「──気がついたか!?　ミリィ！」

「あら。起こしちゃったみたいですね」

　二人の声に、ミリィは数度、まばたきをして、ケインたちの方に目をやり──

　いきなり、がばぁっ！　とベッドからはね起き、

「ケインっ！　まぁぁぁたあたしの知らない間に女のひと連れ込んでっ！」

　などと大声で叫んだあとで、何かを持って横に置くようなしぐさをして、

「──なんてゆー、腐くさった冗じよう談だんはさておいて。

　……何が一体どーなってんの？」

「……お前……起き抜けにいきなりそーゆー……」

　そんな二人のやりとりを、マリエルはくすくす笑いながら眺ながめていたが、

「──そうだ。スープとパンか何か、軽いお食事を用意しますわ。十分ほどかかると思いますけど、お待ちくださいね」

　そう言うと部へ屋やをあとにする。

　ふたたび感心するケイン。

「……どしたの？　ケイン？　ぼーっとしちゃって」

「感心してんだよ。

　今のひと──俺たちを助けてくれたひとで、マリエルさんっていうんだけどな。

　わざわざ『十分ほどかかる』って言ってただろ。あれはほかでもない。『十分時間をあげるから、自分に聞かれたくない事情説明や打ち合わせをしなさい』って意味なんだよ。たいした気の回りようだ」

「どーせあたしは気が回りませんよ。……って、ンなこと言ってる場合じゃなくて。

　わざわざ時間くれたんなら、とっとと打ち合わせしないと。

　──で、何がどーなってんの？

　あの、なんとかいう遺失宇宙船ロスト・シツプと戦ってたところまではおぼえてるんだけど……」

「『フロート・ダウン』が自じ爆ばくしたんだよ」

　さらりと言われて、ミリィは一いつ瞬しゆんことばに詰つまる。

「……え……？」

「バリアで両方を包み込んだ直後に、な。

　たぶん希少鉱物レア・メタルなんぞじゃあなくて、爆弾満まん載さいしてたんだろうよ。

　バリアは爆発直前に解除したから、モロに巻き込まれるのだけはなんとか避さけられたけどよ。至近距きよ離りでの爆発だ。こっちもタダじゃあ済すむわけはねえ。

『ソードブレイカー』じゃなきゃあ、その時点で沈しずんでるぜ」

　そもそも『ソードブレイカー』は、遺失宇宙船ロスト・シツプ『ヴォルフィード』の外がい郭かくに、通常の構造材や装そう甲こうを増設して、船体のシルエットやデザインを変え、現代の宇宙船のように見せかけているのだ。通常の装甲は、近距離での爆発でけし飛んだだろうが、遺失宇宙船ロスト・シツプとしての本来の装甲は、かろうじてその爆発を持ちこたえた。

　むろんそれでも、ノーダメージなどというわけにはいかなかったが。

「それでお前は失神しちまったわけだが……

　そのあとがまあ、大変だったんだぜ。

　なにしろ相手の『ラグド・メゼギス』は無傷だ。これで戦って勝てるわきゃあねえ。

　で、あわてて目標も決めずに相転移航法フエイズ・ドライブだ」

「相転移航法フエイズ・ドライブ!?」

　ミリィが思わず声を上げる。

「あの状じよう況きようで!?　惑星の近くで、船体にダメージ受けてて!?

　へたすりゃ相転移航法フエイズ・ドライブ空間内で船体が崩ほう壊かいするか、惑星の干かん渉しようで、わけわかんないことになってたかもしんないのよっ！」

「俺だってやりたくてやったんじゃねえっ！」

　即そく座ざにケインが叫さけび返す。

　空間の性質そのものを変質させて、光の速度を超こえる相転移航法フエイズ・ドライブ──しかし近くに惑星などがあった場合、それがおかしな干渉をかけることは常識である。

　惑星近くでの相転移航法フエイズ・ドライブをかけた場合、かなりの確率で、その宇宙船は二度と現れなくなる。

　どうなるのかは、現代の科学ではまだ解明されていない。別の宇宙に飛ばされるとか、この世界での存在を失って無に還かえるとか、時空の狭はざ間まを永遠に彷徨さまよい続けるだとか、諸しよ説せつはあるのだが、なんにしろ、ただで済すまないことは確かである。

「けどあの場合、あーしなきゃあ相手に殺やられてたんだから、仕方ねーだろ。

　それにこーして、無事でいるんだからいーじゃねーか」

「……またそーいう結果オーライな……」

「ともかく。ドライブ・アウトしたら目の前にこの惑星があった」

「惑星の前にドライブ・アウト!?」

　またまた絶ぜつ叫きようするミリィ。

「おう。それでそのまま大気圏けん突とつ入にゆうっつーか落下して、ここの裏手の湖に着水して、岸にたどり着いた、ってわけだ。

　そのあと、お前さんかついで海岸に出て気ィ失ったところを、今のマリエルさんが助けてくれたらしい。実を言うと俺も今気がついたところなんで、そのほかの状況はよくわからん」

　ほとんどヤケクソぎみに、胸さえ張りつつ言うケイン。

「……す……すいません……聞いてるだけで頭くらくらしてきたんですけど……

　よ……よく生きてたなー、あたし、って……」

「はっはっはっはっ。何甘あまっちょろいこと言ってやがる。俺なんぞ、しっかり意識あったんだぞ。

　船体は始終メキメキ言ってるわキャナルはうんともすんとも言わなくなるわ途と中ちゆうでコントロールは効きかなくなるわ周りが赤いのは警告ランプのせいか大気摩ま擦さつのせいかわからなくなるわ。

　湖に落っこちても船体が止まらなくて、水すい蒸じよう気き上げながらどんどん岸きし辺べへ向かって突っ込んで行った時には、もぉいっそひと思いに殺してくれ、とか思ったぞ。マジで」

「すいません。あたしの負けです」

「いや……こんなことで勝ったって、人生虚むなしくなるだけなんだが……

　ともあれ事情はそんなもんだ。

　宇宙船ふねの方は、なんか、マリエルさんが気ぃ効かせて、どっかに隠かくしてくれたらしい。

　で、問題は、だ。

　彼女に、どう事情を説明するか、だ」

「……うーん……」

　さすがにこれにはミリィも首をひねって。

「……まさか本当のこと言うわけにもいかないし……」

「そもそも本当のことなんぞ言ったって、信じてもらえるかどーか、だし」

「そーだっ！　『宇宙海賊スペース・パイレーツに襲おそわれて墜つい落らくしました』ってのは!?」

　ミリィのひらめきに、しかしケインはかぶりを振ふって、

「だめだめ。

　ンなこと言って、『じゃあ星間警察Ｕ・Ｇに被ひ害がい通報しましょ』なんてことになってみろ」

「……ケイン……とうとう警察に顔出せないよーなことやったの……？」

「違ちがうわぁっ！　その『とうとう』ってのはどーゆー意味だっ!?

　いーか。こっちにとどめを刺させていないことは、『ラグド・メゼギス』とかいうあの遺失宇宙船ロスト・シツプも知っている。

　ならおそらく、『ナイトメア』本部に連れん絡らくして、組織ぐるみでこっちを探しているはずだ。

　銀河系一の犯はん罪ざい結社の肩かた書がきはダテじゃねえ。組織の息のかかった連中なんぞ、たぶんどこにでもいる。

　もし星間警察Ｕ・Ｇの中に、そういうのがいたらどうなる？

　たぶんすぐさま、あの『ラグド・メゼギス』が飛んでくるぜ。

『ソードブレイカー』の被ひ害がい状じよう況きようは……はっきり言ってよくわからんが、かなりやられてることはたしかだ。キャナルの奴やつが無事でいてくれるといーんだが……

　ともかく、そんなところを襲しゆう撃げきされてみろ。今度こそひとたまりもねーぞ」

「……う……うーん……

　けどそれなら、どう説明しろってゆーのよ……

『怪あやしい者じゃあないけど、警察には知らせないでくれ』なんて、とことんうさんくさいこと言えるわけないし……」

「やっぱし、ある程度は本当のこと話すしかねーか……『ある組織に狙ねらわれている。巻き込むと悪いから詳くわしく話せないが、星間警察Ｕ・Ｇとかにも組織のスパイがいる可能性もあるから言わないでくれ』って……」

「けどそれで、彼女がびびっちゃったらどーするのよ。

　──『無実なのにぬれぎぬを着せられて追われている』ってのは？」

「……それって……『無実』ってところを信用してくれりゃあいいけど、それこそ疑われて通報される危険の方が大きいと思うぞ……俺は……」

「……んーむ……」

　腕うでを組み、むずかしい顔で二人が唸うなっていると──

　こんっ、こんっ。

「お待たせしましたー」

　ノックの音と声がして、にこやか笑顔のマリエルが、トレイにスープとパンとを載のせて、部へ屋やの中へと入ってきた。

　ベッドのそばのテーブルに、彼女はそっとトレイを置いて、

「お急ぎでなければ、召めし上がったあとは、ゆっくりなさってくださいね。もう少しお休みになった方がいいでしょうから。

　事情の説明とかは後日でもかまいませんから」

「……………………」

　なんだかこちらの動きが全部読まれているような気がして、ケインとミリィは、思わず無言で顔を見合わせたのだった。








　ジェンノー




「……隠かくした……って……ここに……？」

「はい」

　にっこり笑顔でそう言われ、ケインとミリィはただ、しばしぼーぜんとその場に佇たたずむのだった。

　二人が気がついたその翌日。

　隠した宇宙船のところに案内する、と、二人が連れて行かれたのは、がらくたの山──そうとしか表現できないものの前だった。

　だだっ広い湖のそばに建った、小さな家──

　しかしその家の隣となりの、やたらと広い敷しき地ちには、いくつかの倉庫らしき建物と、それらを埋うめるいきおいで、これでもかというくらい、山積みされた、がらくたの群れ。

「そういえば──言ってませんでしたっけ？

　亡なくなった父がジャンク屋をやっていて、私がそのあとを継ついでるんです、って」

　無言でふるふる左右に首振ふるケインとミリィ。

「ともかく──

　あなたがたの宇宙船ふねは、作業用のクレーンでここに運んで、この下に隠しておきましたから」

　笑顔を崩くずさず、マリエルは、目の前にあるがらくたの山を目で指した。

　……それって……『隠した』じゃなくって『埋めた』って言わんか……？

　ツッコミを入れたいのはやまやまだが、人間、あきれすぎると言葉も出てこなくなる。

　なにしろ、全長二一〇Ｍの『ソードブレイカー』の船体を、ジャンク品が完全に埋めつくしているのだ。これを山と言わずしてなんと言おうか。

　しかもなおかつ、敷地内にある山の中には、これより大きいものもいくつかあった。

　……けどこれって……上に載のったジャンクの重みで、『ソードブレイカー』押おしつぶされてるんじゃあ……？

「…………………………あの………………」

　ぎぎぃっ、とぎごちなく首を回して、物問いたげにマリエルの方を向くケインとミリィに、彼女は変わらぬ笑みのまま、

「あ。ご心配なく。

　ちゃんと船体に負担がかからないように、構造材──これもやっぱり廃はい材ざいですけど、それで船体を囲ってから、上にジャンク・パーツを載せてますから。

　それに、ちゃんと中に入れるように、別のところに入り口もつくっておきましたから」

「……そ……それはどぉも……」

「ご親切に……」

「中に入ってみます？　様子を見に」

「そ……そうですね。お願いします」

　答えて小さくうなずくケイン。

　船体の状況は、確認しておく必要がある。

　それに何より──キャナルが無事なのかどうか。

「では──こちらに」

　言ってすたすた歩き出すマリエル。

　足下に転がるジャンク・パーツに気をつけながら、ケインとミリィの二人がそのあとに続く。

　ちなみに今のマリエルは、むろんのこと、昨日見たエプロン姿ではない。白い、上下ツナギの作業服を着ていた。

　のほほんとした口く調ちようとおっとりとした態度、ついでにきゃしゃな体つきから、およそ作業服など似合いそうもないキャラクターのはずなのだが、長年着ているせいなのか、妙みようにしっくりと似合っている。

　きのう夕食時に聞いた話によれば、小さい頃ころに母親を、一年ほど前に父親を亡なくしてからは、彼女と、ペットの九きゆう官かん鳥ちようだけで暮くらしている、ということだった。

　しかし……まさか職業がジャンク屋、というのは、さすがにケインもミリィも予想してはいなかった。

「こっちです」

　マリエルが、言って足を止めたのは、それほど歩かぬうちのことだった。

　壊こわれた自動車、古い大型冷蔵庫、ふた昔は前の型のパソコンに、なんの部品だかもわからないシロモノの数々。

　彼女は、ジャンクの山に歩み寄り、どこが壊れているのかわからないバイクのスタンドを上げて、バイクを脇わきへとよける。

　その向こうにあった、業務用の大型冷蔵庫の扉とびらを開けて、

「さ、この中です」

『……………………』

　うながされ、ケインとミリィは、顔を見合わせて沈ちん黙もくした。

　たしかに冷蔵庫の反対側は、壁かべが抜ぬけ、暗くら闇やみの中へと続いている。

　マリエルとしては、ちょっと凝ったつくりの隠かくし通路のつもりなのだろうが、案内されたケインたちとしては、いきなり『さあ冷蔵庫の中へ』とか言われても、とまどうのは当たり前である。

　そのケインたちを見て、マリエルは、ぽんっ、と手を打って、

「あ。そうそう。明かりは、冷蔵庫を抜けたところの地面に、懐かい中ちゆう電灯が置いてありますから。

　それで心もとなければ、倉庫の方から投光器を持ってきますので……」

「あ、いやいやいや」

「懐中電灯でじゅーぶんです」

　ケインとミリィはぱたぱた手を振ふり、ふたたび顔を見合わせてから、ケインを先に扉をくぐる。

「それでは私は、一番の倉庫の方でおしごとしてますから、ご用があったらおっしゃってくださいね」

　扉は開きっぱなしのまま、声を残して、マリエルの立ち去る気け配はい。








[image: ]








　ケインは壁の抜けた冷蔵庫をくぐり抜け──

「──あったぞ」

　声と同時に、光が闇やみに生まれた。

　懐中電灯としてはかなり明かるい方だが、圧あつ倒とう的な量の闇が相手では、ささやかな一条の光でしかない。

「置いてかないでよ。ケイン」

　言ってミリィは、ケインの腕うでにしがみついてくる。

　あたりをぐるりと照らしてみれば、たしかに広大な空間の中に、何か巨きよ大だいなものがあるのがわかる。

　しかし──

「……こいつぁかなり……」

　苦い口く調ちようでつぶやくケイン。ミリィの方は言葉もない。

『ソードブレイカー』は、『フロート・ダウン』の爆ばく発はつを船体上面で受けていた。

　懐中電灯の光ではよく見えないが、それでもそのシルエットから、装そう甲こうや構造材が、はじけてねじれ、ひしゃげているのははっきりとわかる。

「……無事なのかなぁ……キャナル……」

　不安げな声でつぶやくミリィ。

　もしも──自動修復装置や、何よりキャナルの存在に関するシステムに、致ち命めい的なトラブルが及およんでいたとしたならば──

　それはすなわち、『ソードブレイカー』の完全な破は壊かいを──『ナイトメア』の勝利を意味していた。

「とにかく──中に入ってみよう」

　内心の動どう揺ようをおさえつつ、ケインは、ハッチがあるとおぼしき方向へと、その歩みを進めていった──




　──何もかもがぼんやりとしていた。

　とにかく──意識がはっきりしない。

　あたりはまっ暗で何も見えないし、そもそも、自分の置かれた状じよう況きようが理解できない──というよりも、理解しようという思いさえも湧わかなかった。

　ただぼんやりと、自分はそこに存在していた。

　──自分──？　存在？

　何か違い和わ感かんをおぼえはしたが、その違和感が何なのかがわからない。わかりたいとも思わない。

　どれくらい──そうやっていたのだろうか。

　唐とう突とつに、それは見えた。

　手に光をかかげ、闇やみの中を歩いている男と女。

　どこかで──いつかどこかで見たことがある。これと同じ光景を。

　そんな思いがいきなり閃ひらめく。

　自分は知っている。このあと、何が起こるかを。

　二人ははぐれ──そして男は出会うのだ。

　闇と。

『──だめっ！』

　思わず、キャナルは叫さけんでいた。




「──聞こえたか!?」

　ハッチの前で足を止め、ケインはミリィに問いかける。

「うん！　たしかに今！　頭の中に！」

　その問いに、力強くうなずくミリィ。

「無事よ！　キャナルは！」

「行こう！」

　構造材の歪ゆがみのせいか、開きにくくなっているハッチをなんとかこじ開けて、二人は船内にもぐり込む。

　通路には、切れているものもかなりあったが、まだ生きているライトが、進むのに支障のない程度にあたりを照らしていた。

　二人はまっすぐに、操縦室コツクピツトへと向かう。

　通路の壁材が、所々歪んではがれかけ、ライト・カバーのアクリル板が、あちらこちらに割れ散っている。

　操縦室コツクピツトへの扉とびらは、開きっぱなしになっていた。

　そう言えば、『ソードブレイカー』からミリィを連れて外に出た時、自動では開かなくなったその扉を、なんとか無理矢理こじ開けたことを、ケインは思い出していた。

　──操縦室コツクピツトの中には、いくつかのレッド・ランプが灯ともっているだけだった。

　見た目にどこかが壊こわれているような様子はないが、いつもはその中央に陣じん取どっているはずのキャナルの姿が、今は見えない。

「──キャナル？」

　ケインの呼びかけに、一いつ瞬しゆんの間があって──

『……ケイン……に、ミリィ……無事ですか……』

「俺おれのマントは無事かっ!?」

「あたしのチョコレートはっ!?」

『……あんたら……他ほかに言うことないんですか……？』

「いやまあ……お前がなんとか無事みたいだったから、とりあえずボケてみようか、と思って……」

「同じく。場がなごむかなー、って思って」

『……まあ……なんでもいいですけど……』

「……けどこいつぁ……」

　ぐるりとあたりを見み渡わたして、ケインは表情を曇くもらせる。

「……あんまり『無事』ってわけでもなさそうだな……

　立体映像ホログラフの投影機もやられたのか……」

『……そういうわけじゃあないんですけど……今、処理能力が落ちてて……あんまりきれいに映らないんですよ……』

「……そうか……そう言やあ、声の方もなんかくぐもってるけど……

　本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

『……大丈夫ですよ……自動修復装そう置ちが二つほど生き残ってましたから……とりあえずそれで、残りの自動修復装置を修理して……今、ほかのところの修理してますから……』

　生き残った自動修復装置が二つだけだった、って……それって全然大丈夫じゃあないんじゃあ……？

　ミリィは思うが、そんなツッコミを入れられる雰ふん囲い気きではない。さっきボケたけど。

「時間は──かかりそうだな……」

『……完全に……となると、かなり……

　けど……必要最低限なところからやっていきますから……

　なんとか……数日で……宇宙をまともに航行するくらいには回復させてみます……

　…………………………

　……そういえば……

　一体今って……どういう状況になってるんです……？　外部モニターの調子もおかしいんで……よく……わからないんですけど……』

「とりあえず今は、なんとか『ナイトメア』の連中から逃のがれて、ある惑わく星せいにいる。

　ファルデミア星系、第二惑星ジェンノー。農業惑星だ。

　もといた場所からは、完全にあさっての方だな。

　そこの、グラーク・タウンっていう街まち近くに、大きな湖があってな、そこに着水したってわけだ。

　今は俺たち全員、マリエル＝クリフボードっていう、その湖のそばでジャンク屋やってる女の子にかくまわれてる」

『……そうですか……ジャンク……

　………………って、ゴミ扱あつかいですか!?　わたしっ!?』

「いや、そうじゃなくって……あくまでカムフラージュのために、ジャンク・パーツを上から載のっけられてるだけで……」

『じゃあ今、わたし、ジャンク・パーツに埋まってるんですかっ!?　ああああっ！　歳としごろの女性の肌はだになんてことをっ!?』

「……としごろ……ってお前……

　──ともかく、別に直接かぶせてるわけじゃなくって、まわりに簡単なドームみたいなものつくって、その上にジャンク品が積まれてるらしい。

　……まあ、気に入らんかもしれねーけどがまんしろ。外にむき出しに置いといて、衛星か何かに見つかって、あの『ラグド・メゼギス』あたりにすっ飛んで来られるよりはマシだろ？」

『……うっ……そ……それはまあ……』

「けどキャナル、もしも修理が終わったとしても、よ。

　どーやって宇宙に出るの？」

「……………………」

『……………………』

　ミリィの発した素そ朴ぼくな疑問に、ケインとキャナルはしばし沈ちん黙もくし、

「……そーだったな。

　そーいえばお前、知らなかったんだな……」

「何を？」

「この『ソードブレイカー』……単独で大気圏けんの離り脱だつと突とつ入にゆう、ついでに言うと大気圏内での活動も可能だ、ってこと」

「………………は……？」

　あっさり言われて、ミリィはさすがに眉まゆをひそめた。

　当然のことだが、普ふ通つうの宇宙船には、大気圏の突入も離脱もできないし、ましてや大気圏内での運用など問題外である。

　そういう宇宙船を造ることが不可能だ、というわけではないのだが、そんなことをすると、製造コストが、とたんに数倍のレベルにはね上がる。

　そこで普通の宇宙船は、運用を宇宙空間に限定し、製造なども宇宙で行われる。

　乗員が地上に降りる時には、宇宙船を衛星港に接せつ舷げんし、そこから地上の宇宙港とを往復する連絡艇シヤトルへと乗り換かえる。

　……まあ、この『ソードブレイカー』は遺失宇宙船ロスト・シツプだから、その常識は通用しない、と言われれば、それは仕方がないのだが……

「……けど……それならなんで、お腹なかに連絡艇シヤトルなんてくっつけてんのよ？

　単独で大気圏内活動できるんだったら、意味ないじゃない」

「あのなぁ……そんなことしたら、『この宇宙船ふねはただの宇宙船じゃあありません』って、宣伝してまわるよーなもんだろーが。

　ンなことやってたら、俺おれたちが生まれるとっくの昔に、『ソードブレイカー』は『ナイトメア』から目ぇつけられてたぜ」

「……そっかぁ……そりゃそーねー……

　……けどやっぱりなんか、もったいないよーな気がするんだけどなぁ……

　実際、しょっちゅう連絡艇シヤトル壊こわして、その修理費や買い換え費用のせいで、あたしのお給料減へりまくってるんだし……」

「いーんだよ。

　それに、もともとの船体にはほとんど積せき載さい空間なかったんだし……

　──って、そういえばキャナル、今シャトルってどうなってる!?」

『この状態ですから、正直言って把は握あくはできていないんですが……ある程度の予想はできます』

「……と、いうと？」

『……その……押おしつぶされてるんじゃないですか……？　船体に……』

「……………………」

「……………………」

　ケインとミリィ、二人はしばし沈ちん黙もくし──

　やおらケインは、ミリィに向かって手を合わせ、

「すまんっ！　やっぱり今月も給料出せんかもしれんっ！」

　言われてミリィは無言のまま、がっくりと、その場にひざをついたのだった。




「あ。シャトルでしたら、別の倉庫に保管しておきましたよ」

『ををををををををををっ！』

　マリエルの言ったそのことばに、ケインとミリィは、感かん嘆たんと喜びの混まじった声を上げていた。

『ソードブレイカー』の修復をキャナルに任まかし、とりあえずシャトルなどの様子はどうだったか、を、マリエルに尋たずねた答えがそれだった。

「心の友よぉぉぉぉぉっ！」

　これで給料出るかもしれない、と、だくだくと涙なみだ流して抱だきついてくるミリィに、マリエルはさすがにとまどい顔で、

「……いえ……あの……そこまで喜んでいただけると……

　けどやっぱり、ある程度は損傷していますから……

　とりあえず、ごらんになります？」

「かまいませんか？」

「はい。こっちの方は、そんなに急ぎでもありませんし。

　──こちらです」

　解体中の自動車をいじる手を止めて、マリエルは二人を先導する。

　三人が着いたのは、敷しき地ちのわりと端はしにある、やたらと大きな倉庫だった。

　高い天てん井じようからは、巨きよ大だいな作業用のクレーンがいくつもぶら下がっており、倉庫の端には宇宙船用のものとおぼしき部品がごろごろと転がっていた。

　その空間の中に、一台のシャトルがあった。

　おそらくは、着水した時に、湖底の岩か何かで削けずったのだろう。垂直尾び翼よくがへし折れて、機体上部の表面が破損しているが、それ以外に、たいした被ひ害がいは見受けられない。

　これなら、ちょっとした修理でなんとかなりそうである。

　──むろん、それなりの資材さえあれば。

　それに、『ソードブレイカー』の方も、いくら優ゆう秀しゆうな自動修復装そう置ちがあるといっても、やはり修理には資材が要る。

「……あの……資材のことなんですけど……」

　言いかけたケインに、マリエルはにっこりほほえんで、

「ええ。もちろん今ならお安くしておきますわ」

　……やっぱし給料……出ないかもしんない……

　彼女のことばに、ミリィは一人、涙ぐむのだった。




「よぉ。元気かい？　オレのマリエルちゃん？」

「はい。元気です。あなたの、じゃあありませんけど」

　男のことばに、マリエルはさらりと笑顔で答えた。

　グラーク・タウンにある小さな雑貨店。

　買い出しに出かけたマリエルに声をかけてきたのは、彼女の知っている顔だった。

　……もっとも、さして大きくもないこの街で、ちょっと目立ったことをするならば、たいていの人間に知られるものなのだが。

　マリエルなども、街まちの近くで唯ゆい一いつの、ジャンク・アンド・レストアの店をやっている人間として、それなりに繁はん盛じようもしているし顔も知られている。

　彼女に声をかけてきた男──ベックも、みんなに顔を知られていた。ただし、有名なごろつきとして。

　もっとも、そうたいした悪さをしているわけでもなく、父親が名士なわりに、素行が悪い、というので有名なだけなのだが。

「そうつれなくすんなよ。それよりどうだ？　今夜あたり、つきあわねえか？」

　言いながら、ベックは店のカウンターにもたれかかり、並べてあるコーラの一本を勝手に開けて、飲みはじめる。

　尊大な態度で飲みながらも、ポケットから小こ銭ぜにを出して、ちゃんと代金ぶんをカウンターに置くあたりが、実は小心者だということを物語っていたりするが、当人はむろんそれには気づかない。
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「いえ。いろいろとやることもありますし」

　買い物カゴにほうり込んだ雑品の代金を支し払はらいながら、やはり笑顔で答える彼女。

「そう言わずによ。いいだろ？」

「──あら。それってつまり──」

　彼女はとぼけた表情で、

「今あなたから改造を頼たのまれている、あなたの車がどうなってもいい、っていうことですか？」

　──うっ……

　呻うめき声を噛かみ殺したつもりだったが、店主とマリエルには丸聞こえだった。

「……そ……そうか……そいつがあったんだな。

　ならまあいいや。早いとこ頼むぜ」

「もちろん。商売ですし」

「ヒマになったらつき合ってくれよ。約やく束そくだぜ」

「ええ。約束します。暇ひまになったら」

　変わらぬ笑顔で言うマリエル。

　とはいえ、あのジャンク・パーツの山を整理するだけでも、一生ヒマになどはならないだろうが。

　……マリエルちゃんの浮うかべた笑みが、単なる営業スマイルだって気づくような男なら、ベックの奴やつももう少しは大物になっていたかもしれないけどなぁ……

　横で無言のまま眺ながめていた老店主は、内心ふとそんなことを思った。

「──ああ。マリエルちゃんじゃない」

　などとやっているうちに、ドアベルを鳴らして入ってきたのは、これまた顔見知りの一人──小さなホテルのおかみさんだった。

「あ。おひさしぶりです」

　これでベックとの会話にエンド・マークが打てる、と、マリエルは彼女に向かってぺこりとおじぎをする。

「久しぶりだねぇ。こうやって顔を合わせるのは。

　この前なおしてもらった自動調理器、調子いい、ってうちのが言ってたよ。ありがとね。ほんと」

「いえ。そんな」

「──そうそう。

　ドクター・ダルトンに聞いたんだけど、あんたンところ今、ケガ人二人も拾ったんだって？

　片方は若い男だそうじゃないか。

　気をつけなよー」

　──やばいって今はその話題は──

　マリエルと無言のままの店主二人は、からかい半分のそのことばに、内心思いっきりツッコミを入れるが、もはや時すでに遅おそし、である。

「……男ぉ……？」

　つぶやいて、ベックがゆらりっ、とカウンターから身を起こす。

「おや。ベック。いたのかい」

「聞いてねぇぞそんな話は。男を連れ込んでるってか？」

「行き倒だおれてけがしてる人を助けただけですよ」

　さすがに『宇宙船ふねで降ってきた』とは言えない。街まちの人間も、『ソードブレイカー』が墜つい落らくした時の衝しよう撃げきは、単なる地じ震しんか何かだと思っていることだろう。

「男は男だろうが。やべぇだろ。女一人で暮らしてるところに、そんな奴やつ引っ張り込んだらよ」

「大だい丈じよう夫ぶです。カップルでしたし、ケガもしてますから……」

「いやいや。男ってぇのは油断がならねえからな。

　──そうだ。オレが行って守ってやるよ」

「そっちの方がよっぽど油断ならないでしょうが」

　横からおかみさんが、マリエルの内心を代弁するが、むろんベックはそれを無視して、

「遠えん慮りよするなって。今夜にでも早速、な」

「いえ。私は大丈夫ですから」

「大丈夫じゃねえって」

「本当にそう思います？　大丈夫じゃない、って？」

「だ……」

　言いかけて。

　ベックは思わず口をつぐんだ。

　ぽりぽり頬ほおを掻かきながら、

「……いや……まあ……そこまで言うんなら……大丈夫なんだろうけどよ……

　と……ともかく、相手は正体もわかんねぇよそ者なんだろ？　気をつけるんだぜ。

　ケガがなおったらとっとと追い出しちまいな。

　それと──何かあったらいつでも言ってくれよ」

「ええ。ありがと」

　マリエルににっこりほほえまれ、ベックは複雑な表情を浮うかべてから、すごすごと店を出てゆく。

「──で？　実際のところはどうなんだい？　マリエルちゃん。

　ドクターの話だと、結構いい男だったってことじゃあないか」

　ガラス越ごしに見えたベックの後ろ姿が、通りの向こうに消えるのを待って、興きよう味み津しん々しん聞いてくるおかみさんに、

「いえ。わたしは……さっき言ったみたいに、カップルみたいでしたから」

　ぱたぱた手を振り、否定するマリエル。

　実際のところ──

　たしかにケインのことはハンサムだとは思うのだが、どうにもついていけないところがある。

　何よりも、あのマント。

　最初の時には、脱だつ出しゆつの時に外れたのか何なのか、身につけていなかったが、今日、宇宙船の様子を見たあと、倉庫に来た時には、きっちりマントをつけていた。

　どこかの星ではこーいうのが流は行やっているのだろう、と思い、とりあえず、ツッコミを入れるのはやめにしたが、彼女の目から見れば奇き妙みように映ることは間ま違ちがいない。

　しかしまあ、そう危険な人間には見えないし、何よりも、宇宙船の修理のことを考えると、治ち療りよう費ひや滞たい在ざい費をさし引いたとしても、いい客になってくれるはずである。

　いわば彼女にとってケインたちは、単なる『転がり込んで来た、ちょっと変わった客』でしかない。

　またまた見た目とはそぐわないが、こう見えて、マリエルはけっこう商売人だった。




「よう。ベック」

「あ。リッチィさん。来てたんスか」

　知った顔に、通りで声をかけられて、ベックは足を止めていた。

　としの頃ころは二十代後半──ベックより少々上である。本人は着き崩くずしているつもりなのだろうが、はたから見れば、単にだらしなくしか見えない、黒の上下のスーツ。ぱりっ、としない黒の帽子。

「どうしたよ？　不景気なツラして？　ん？

　女にでもフられたか？

　こっちの街まちに来りゃあ、俺おれ様さまが女紹しよう介かいしてやってもいいぜ？」

　言いながら肩かたを組み、問答無用で酒場の方に足を向ける。

　リッチィは、もともとはこの街に住んでいて、ベックとも顔見知りだった。

　しかしいろいろ騒さわぎを起こしたあげく、五、六年前に街を出て、今では別の街で、小さな組織に入っている男だった。

　時々こうして、昔つるんでいたベックたちに会いに、ふらりとやって来る。

「いやぁ。さすがに俺様みてぇに、それなりの組織にいるとよ、いろいろと動きも取りづらくなるもんだけどよ。

　それでも時々、おめぇたちの顔も見たくなる、ってもんよ」

　酒場のドアをくぐってジンを注文し、酒の肴さかなに、ひとしきり、どうでもいいような自じ慢まん話ばなしが続く。

「……っと、そうだそうだ。忘れるところだった。

　こいつ知らねえか？」

　言って背広の内ポケットから、しわの入った写真を取り出し、ベックの前にほうり出した。

　ベックは、それにちらりと目をやっただけで、

「……何スか？　これ？

　宇宙船ふねでしょ？」

「おう。らしーな」

　投げやりな調子でリッチィが言う。

　テーブルの上にほうり出された写真に写っているものは──まぎれもなく、『ソードブレイカー』の姿だった。

「……らしいな……って……

　そりゃあ知りませんよ。宇宙船なんて。第一、宇宙港もないんですよ。この街」

「おう。知ってるよンなこたぁ。

　ただ、上の方がなんかこいつを探してるみてぇでな。『一応お前が前にいた街に行って当たってこい』と、こうだ。

　だから一応当たった、ってわけだ」

「なるほど。それじゃあこれで一応しごとは終わりですね」

「おう。だから今夜は、昔の仲間集めてパーッとやろうぜ。ひさしぶりによ」

「……え……？　今夜……？」

　いきなり醒さめた顔をするベックに、リッチィは眉まゆをひそめて、

「あーん？　どうした？　いきなり浮うかねぇ顔して？」

「……あ……いや……そのー……」

　ベックとしては、今夜はマリエルの家──というか敷しき地ちに忍しのび込んで、彼女が拾った男とやらの顔を拝おがむつもりだったのだが……

「まさかおめぇ、俺様とは酒が飲めない、なんて抜ぬかすんじゃあねーだろうな？」

「いえそんな……！」

「……ははぁぁぁん……わかったぞ……」

　リッチィは、人の悪い笑みを浮かべて、

「さては女がらみだな？」

「……え……！　いや、その……！」

　ことばを濁にごすベックの肩を、リッチィは、ぽんっ、と叩たたき、

「──ま、そういうことなら仕方ねぇやな。せいぜい楽しんで来な」

「……え……？」

　からまれるか、『俺様にも紹介しろ』などと言われるだろうと思っていたところに、あっさりとそう言われてベックはむしろ拍ひよう子し抜ぬけする。

「こう見えても俺様も、そう野や暮ぼな奴やつじゃあねえつもりだぜ」

「あ……ありがとうございます」

「水くせぇことは言いっこなしよ。

　それに俺様もよ、二、三日この街まちで羽根伸のばすつもりだから、飲みにいくこともまたあらぁな」

　言って不器用なウインクひとつ。

　……組織の活動、いそがしいんじゃなかったのか……？

　むろんそんな問いは、この場合、禁句だった。




　グラーク・タウンの夜は早い。

　──いや、この場合、闇やみが濃こい、と言った方が正確だろうか。

　広さのわりには、さほど人口も多くないこの街では、街がい灯とうもまばらな上に、たいていの店は陽ひが沈しずむと早々に扉とびらを閉める。

　そんな街のそばにあるジャンク屋が、長く店を開けているわけはない。

　いそぎの仕事が入って、マリエルが遅おそくまで作業をしている時も、作業の場所は倉庫の中。

　太陽が沈むと同時に、積み上げられたジャンク・パーツは、黒くそそり立つ山となる。

　その黒い山のふもとに、ベックは来ていた。

　むろん、マリエルが拾った男、とやらを見物に来たのだ。

　見てどうする、と問われると困るのだが、気になるのだから仕方がない。

　──もしもオレのマリエルに、おかしなちょっかいかけやがったら──

　勝手に所有権を主張して、一人でなんだか無意味に燃えながら、ベックは黒い山の間を進んで行った。




『誰だれカ来タ！　誰カ来タ！』

　かん高い声がダイニングに響ひびいたのは、三人が、夕食後の紅茶を楽しんでいた時のことだった。

「え？　何？」

　おどろいたミリィが目をやった先には、檻おりの中で騒さわぐ九きゆう官かん鳥ちようの姿があった。

　マリエルが飼かっている九官鳥である。いつもは、いるのかいないのかもわからないほど静かにしているのだが──

「…………」

　マリエルは、無言のままで席を立ち、棚たなに置いた双そう眼がん鏡きようを手に取ると、ジャンク置き場に面した窓の方へと歩み寄る。

「──誰か来た──って？」

「ええ。こういうしごとをしてますと、やっぱり時々、勝手にパーツとかを盗とりに来るひとがいるんですよ。

　ひと声かけてくれれば、ちょっとしたものくらいならさし上げるんですけど……」

　ケインのつぶやきに答えつつ、マリエルは、双眼鏡で窓の外を見はじめた。

　この位置からだと、並ならんだ倉庫の入り口が見み渡わたせる。そういうつくりにしてあるのだ。

　しかしそこには、人の姿らしきものは見当たらなかった。

　となるとやはり、ジャンクの山の陰かげにいるのだろうが……それはさすがにここから見つけることは不可能である。

「間ま違ちがいはねぇのか？　その──誰かが入ってきてる、ってのは？」

「ええ。この子──ディーは今まで、間違ったことはありませんから」

「──わかった」

　きっぱり答えたマリエルのことばに、ケインはひとつ、うなずいてから席を立つ。

「世話になってる礼だ。そいつは──俺おれが追おっ払ぱらってやるよ」

　言った時、すでに。

　一体どこにしまっていたのか、ケインの手には、サイ・ブレードの発振器が握にぎられていた。




　夜のジャンク・パーツ置き場は、黒い山の連なりとなっていた。

　別の方へと目をやれば、月光にゆらめく湖面が見える。

　ジャンクの山にでも登れば、グラーク・タウンの街まちの明かりが見えるかもしれない。

　しかし、ここの敷地の中で、明かりが灯ともっている場所といえば、並んだ倉庫とマリエルの家だけ。

　土地代は安いのだろうが、さすがにこれだけの広さのところを照らすと、電気代が馬ば鹿かにならないのだろう。

　光といえば、月と星との生み出す朧おぼろな明かりのみ。

　それに照らされ、うずくまる、ジャンクの山と山との間を、ケインは一人、足音を殺して進んでいた。

　懐かい中ちゆう電灯を持たされはしたが、そんなものを灯つけて歩こうものなら、侵しん入にゆう者しやに、『見回りに行くから、逃にげるか隠かくれるかしろ』と言ってやるようなもんである。

　実際、これだけ雑多なものが転がっている山の上に、じっと身を伏ふせられたなら、懐中電灯があったところで、相手を見つけ出すことはほとんど無理だろう。

　それならばこちらも、闇やみにまぎれて近づいて、相手の音や動きを手がかりに探した方が効率的である。

　──むろんのこと、侵入者とやらが本当にいれば、の話だが。

　敷地のまわりに一応金かな網あみが張ってはあるが、そんなもの、乗り越えようと思えば誰にでも乗り越えられる。いろいろな理由で、忍しのび込んで来る奴も多いだろう。

　しかし──九官鳥が防ぼう犯はん装そう置ちがわり、というのは、いまひとつ信じ切れないものがある。

　とはいえ、自分から言い出した以上、とっとと帰って『誰もいなかった』とか言い張るわけにもいかない。

　できればその侵入者とやらをとっ捕つかまえるか追い出すかして、株かぶを上げておきたいところである。

　……まあ、株を上げたからといって、補修パーツの代金を、安くしてもらえるわけではないのだろうが……

　ケインは静かに闇の中を進む。

　相手がジャンク・パーツ泥どろ棒ぼうならば、明かりをつけてパーツの山を漁あさっているはず。音も立つだろうし、相手がシロウトなら、懐中電灯か何かの光も見えるかもしれない。

　ざっと見回し、耳をすませても、それらしき気け配はいはないのだが……

「………………」

　どのくらい歩いただろうか。

　いきなりケインはその歩みを止めていた。

　光もない。パーツをあさる音もしない。

　しかしケインは、たしかに感じ取っていた。

　闇の中にひそんだ何者かの気配を。

　それは、ケインのよく知っている感覚だった。

　──自分に向けられた、あからさまな敵意──

　……なるほど……居直りやがったかな……

　胸のうちでつぶやいて、マントの下で、そっとサイ・ブレードの発はつ振しん器きをにぎりしめた。

　宇Ｕ宙・軍Ｆの白はく兵へい戦せん部隊などが使っている武器で、額につけたバンダナで受けた使用者の精神力を、腰こしの増幅器ブースターで増ぞう幅ふくし、発振器からエネルギー刃ばとして具現する。

　精神物理学の応用でつくり上げられた兵器で、ミリィあたりはこれのことを『根こん性じようサーベル』などと呼んでからかうが、ケインは大のお気に入りである。

　実際ケインがこれで、死地を乗り切ったことも少なからずあった。

「──閉店時間は過ぎてるぞ。それとも俺に何か用か!?」

　ケインの上げたその声に、しばしの沈ちん黙もくが答え──

　……かちゃりっ……

　何かを踏ふみつける音とともに、横手の少し離はなれた場所で、のっそりと、人ひと影かげがひとつ、身を起こす。

「……おめえか……転がり込んでるよそもん、ってぇのは」

　男のことばに、ケインはかすかに眉まゆをひそめた。

「その言い草からすると……ただのジャンク泥棒、ってわけでもなさそうだな……」

「とっとと出て行け。そいつが身のためだ。

　いいか。これは警告だぞ」

　その場に佇たたずんだまま、ドスの効きいた声で相手は言う。

　しかし──むろんのことケインは、そんな程度ではひるみもしない。

「やかましい。ひとの家に忍しのび込んどいてデカい口叩たたくんじゃねーや。この犯はん罪ざい者しや」

「……なにぃぃぃぃ……！」

　男の口く調ちようにこもる怒ど気きの色が強くなる。

　相手を怒らせた原因が、犯はん罪ざい者しや呼ばわりしたことではなく、ここを『ひとのうち』などと、自分の家のような言い方をしたためだとは、むろんケインは気づかない。

「てめえこそ……でけぇ口叩くじゃねーか……よそもんのくせに」

　堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたか、男は大おお股またで、ケインの方に近づいてくる。

「けっ。笑わせるなよ。

　よそもんのくせに、だと？　先にここに住んでりゃあエラい、っていうのなら、てめぇはじーちゃんばーちゃんを大事にしてんのかよ？　とてもお年寄りに親切そうなツラには見えねーぜ」

　二人は月明かりの中でさえ、互たがいの顔がなんとか見える程度の距きよ離りまで近づいていた。

　その場所で、相手の方が足を止めた。

　ケインの知らない相手だったが──言うまでもなく、ケインの顔を見に来たベックである。

　向こうの方からのこのこ出てきてくれるとは好都合──ケインがマリエルの家から出るのを見た時には、ベックは正直そう思った。

　マントなんぞを羽は織おっているのが変だったが、まあきっと、どこかの街まちで流は行やっているのだろう。見るからにヤサ男、といった感じのよそ者である。ちょっと脅おどしをかけてビビらせれば、シッポを巻いて逃にげてゆくに違いない──そんなふうに思っていた。

　だが──ケインの反はん応のうは、ベックが思っていたのとは、まるっきり違ちがうものだった。

　こうなれば──ベックの取るべき手段は一つ。

　すなわち、力ずく、である。

「……どうやら……忠告が聞けねぇみてぇだな……」

「忠告とチンケな脅きよう迫はくの違いもわかんねーのかてめぇは。

　もう一回小学校に行きなおすか、どう違うのか、ウチに帰ってママにでも聞いてみな」

「……てめぇ……」

　減へらず口の倍返しに、ベックの額に青スジが浮うかぶ。

「どうやら痛いてぇ目見ねえとわ……」




　めぢっ！




　セリフも終わらぬそのうちに。ケインの右の靴くつ底ぞこが、ベックの顔面を直ちよく撃げきした。

「づぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬっ！」

「どーした？　なんか痛ぇ目にでもあったか？　犯罪者」

　顔をおさえて呻うめくベックに、つき離はなした口調で言うケイン。

　ケインから見れば、泥どろ棒ぼうだろうと警告とやらに来たのだろうと、勝手に入り込んだ時点で相手は犯罪者である。このせちがらい世の中で、他人の権利を無視するような奴やつの権利を認めてやれるほど、ケインは馬ば鹿かでもなければ寛かん大だいでもない。

「てめぇ！」

　ベックは数歩、後ろに退さがり、ジーンズの後ろポケットからナイフを引き抜ぬく。

　ぱちんっ！　と小さな音とともに、銀の刃やいばが月光にきらめく。

「……もう許さねえぞ……」

「ほほー」

　言ってケインは右手をひと振ふり。

　うぃんっ！

　長さ一メートル近いエネルギーの刃が、その手の中に生まれ出た。

　サイ・ブレード。

「……………………」

　思わず沈ちん黙もくするベック。

　ケインは、ちらり、とあたりに目をやり──

　うんっ！

　光の軌き跡せきが闇やみを薙なぎ裂さく。

　ケインのそばに佇たたずんでいた、五十センチ角ほどの金属柱が、ずるり、と斜ななめにずり落ちて──




　ずぅぅぅぅんっ！




　地じ響ひびき立てて転がり落ちる。

「………………………………」

　ベックはしばし、無言のままで硬こう直ちよくし、

「今度だけはかんべんしてやるっ！」

　言うなりくるりときびすを返し、闇の奥おくへとダッシュする。

「そーいうわかりやすいリアクションをする奴やつは……」

　言いながら、ケインはサイ・ブレードの切っ先を、ベックの後ろ姿に向ける。

　サイ・ブレードの刃はビームガンのように、射出することもできる。ケインの腕うでならば、逃にげるベックの足を撃うち抜くことなど造ぞう作さもなかった。

　しかし──

　一いつ瞬しゆんケインの表情に迷いの色が浮うかぶ。

　思い出したのだ。自分の立場、というものを。

　相手をぶち倒たおして警察につき出すのはたやすいだろう。しかしおおごとになれば、それをきっかけに『ナイトメア』あたりにかぎつけられるおそれもある。

『ソードブレイカー』の修理もはじまったばかりの今、そんなリスクを冒おかしたくはなかった。

　彼が迷いを見せるそのうちに、ベックの後ろ姿は資材の陰かげへ消えた。

「追わないんですか？」

「──っ!?」

　後ろからいきなり声をかけられて、反射的にふり向けば、そこには、いつの間にやって来たのか、マリエルがそっと佇たたずんでいた。

「……い……いや……」

　内心の動どう揺ようを悟さとられないように表情を殺しつつ、ケインはサイ・ブレードの刃やいばを消した。

「……後ろから撃うとうかとも思ったけど……そこまでするほどの相手でもなさそうだったし……

　それにどうやらやっこさん、盗ぬすみに来たわけじゃあなくて、俺おれにあいさつしに来ただけみたいだったんでな」

「そうですか」

　声と後ろ姿とから、相手がベックだとはわかったが、マリエルは、そんなそぶりは毛ほども見せず、なにげない様子で横に目をやって、ケインの切った金属柱に片手をつき、

「ところで……この宇宙船用のバランサー・ユニット、実はまだ使えるものだったんですけど……」

「……ゔっ……」

　ひるむケインとほほえむマリエル。二人の視線がからまって──

「……………………」

「……………………」

「…………すみません。弁べん償しようさせていただきます……」

「まあ♡」

　先に折れたのは、やはりケインの方だった。




「……あっちゃー。逃にげちまったよ。ベックの奴やつ……」

「けど何なんだ？　あの男が持ってた光る武器……？」

　ケインたちのいる場所から、かなり離はなれたジャンク・パーツの山の上。

　いくつものひそひそ声が、夜風にまぎれて交わされる。

「サイ・ブレードって奴だよ。ありゃあ」

　誰だれかの疑問に答えたのは、リッチィの声だった。

　今日の夜──

　集まった昔の顔なじみたちは、リッチィの提案で、予定していた飲み会を、急きゆう遽きよ『ベックが女をコマすのを暖かく見守る会』に変へん更こうしていた。

　ベックがよそものをノして、そのいきおいで女に手を出すのを遠くから見守って、翌日それをネタにからかってやろう、という、実に高こう尚しような趣しゆ味みの企画である。

　そもそもリッチィが昼間、ベックに、『いいから女のところへ行ってこい』などと寛かん大だいに聞こえるセリフを吐はいたのも、その時すでに、この企画を思いついていたからである。

　この季節、夜風はさほど寒くない。

　ベックの奴、どんな顔しやがるかな？　などと勝手に盛もり上がりながら、全員で車を連ねて出かけていって、ジャンクの山で待機して──

　それであっさりベックが逃げ帰っておしまい、である。

「ベックの野郎、根こん性じようのねえ……これじゃあ面おも白しろくもなんともねえじゃねーか……」

「せっかくここまで出てきたってぇのによ……」

「いやぁ。そうでもねぇぜ」

　しかし一人、リッチィだけは意見が違ちがった。

「サイ・ブレード使い……俺様とは趣味が合いそうじゃねえか。

　少なくとも俺様は、面白くなると思うぜ……」








　リッチィ




『どーするんですか……また上うわ乗のせで出費して……』

「……ど……どーするかな……」

　ツッコミを入れるキャナルの声に、ケインはとことんまっ暗な表情でつぶやいた。

「……そんなに……残高乏とぼしいの……？」

「はっはっはっ。『乏しい』なんて生やさしいもんなら、先月お前にちゃんと給料払はらってるって」

「………………」

　力ない口く調ちようでそう言われ、ミリィは返すことばを失った。

　男を撃げき退たいした翌日。

『ソードブレイカー』の埋うまったジャンクの山の端はしで、三人は、今後のことについて話し合っていた。

　船内でやると、いろいろ修理の邪じや魔まになるのだ。

　とはいえむろん、もともと立体映像のキャナルが、船外に出ることなどできない。そこでキャナルは、自動修復装そう置ちを使って、センサー・ブイの一つを少々改造し、しゃべって探せるセンサー・ブイとして、ケインたちの横に置いてもらっているのだ。

　これでキャナルも、外の様子がある程度把は握あくできるし、ケインたちとの会話もできる。

　むろん、見た目はあくまでセンサー・ブイなので、そんなものと話をする男女、というのは、はたから見るとずいぶん異様に見えるだろうが。

「……でも、ジャンク・パーツなんだし、新品に比べたら格安なんでしょ？」

　……はぁ……

　ミリィの問いに、ケインは小さくため息をついて、

「……ああ……たしかに格安だよ……

　けどな、トータルの値段を考えてみろよ。格安っつってもシャレにはならねえぜ。これは」

「……う……いやまあ……」

　全長二一〇Ｍの、かなり破損した船体を修復するだけの資材なのだ。いくら新品と比べて格安、といったところで、その値段はかなりの額にのぼる。

　むろんそこに、ケインがぶった切った部品の修理代が加算されたところで、たいした差にはならないのだが、逆に言えば、だからこそ、少しでも節約しなければならないところなのである。

『……こーなったらケインとミリィに、何かアルバイトでもしてもらって……』

「で、目立ったあげく『ナイトメア』に見つかって、衛星軌き道どう上からビームのシャワーか何か降らしてもらう、ってわけだ」

『……………………』

　ケインのツッコミに沈ちん黙もくするキャナル。

「こんな田舎いなかの農業惑わく星せいだ。『ナイトメア』のメンバーなんぞがいるとは思えねえ。

　けどな。『ナイトメア』の下部組織とか孫まご組織とかはあるかもしれねえだろ？」

『……た……たしかに……そう……ですけど……

　目立たなければ……』

「できると思う？　こんな田舎街まちで。しかもケインが。マントつけて」

『うっ……絶対ムリ……』

　ため息混まじりのミリィのことばに、キャナルはことばを詰つまらせる。

『……どーしようもないんですか……？　ケイン……？』

「俺の通帳の残高は知ってるだろ？

　マリエルには、資材の代金の支払いは、ローンで自動引き落とし、ってことにしてもらえるように話はしたんだけどよ……

　金額ざっと計算したら、これがまあ、一回目の払はらいもできるかどうか……」

　むろんこんな話、マリエルには聞かせられないが。

　マリエルが二人を置いてくれている、というのは、半分親切、半分客サービスというところがあるのだが、それはとりもなおさず、ケインたちが買う資材の純利益だけで、二人をしばらく食わせることができる、ということだった。

　総合金額、推おして知るべし、である。

「ふっ。運命を賭かけて『ナイトメア』に戦い挑いどんで……

　破産して終わり、って、悲しすぎ……」

　涙なみだながらにつぶやくミリィ。

『……しかたありませんねぇ……』

　あきらめの色をにじませ、キャナルが言う。

『こうなったら……私の隠かくし口座から出すしかありませんねぇ……』

「そんなものあったの!?」

『ええ。一応、こういう万が一のことを考えて……』

「そーいうのがあるなら……もっと早く出してくれれば、あたしのお給料も出たのにぃぃぃっ！」

『何言ってるんですか。もしもの時にはそういうのがあります、なんて言ってたら、それをアテにして、あなたはガンガン厨ちゆう房ぼう壊こわしまくって、ケインも見み境さかいなしにマント買ったり何か斬きったりしてるでしょうが』

「……ゔっ……いやまあ……」

　実際、『ソードブレイカー』に来た最初の頃ころは、わりとしょっちゅう厨房に立っていたミリィだったが、生活費に占しめる調理器具補ほ充じゆうの金額と、それによってミリィの給料の支し払はらいがどれだけ影えい響きようを受けるかを、キャナルに数字で示されてから、あまり手料理をつくらなくなっていた。

　……はぁ……

『けどこれで……この口座の金額もだいぶ減へっちゃいましたねぇ……一いつ括かつで払うとしたら、ローンの利息はなくなるとはいえ……これでいきなり半分ですよ、半分……』

「……ち……ちょっと待てぃっ！」

　さらりと言ったキャナルのことばを聞き逃のがさずに、ケインは、きっ！　とそちらをにらみつける。

　──もっとも、相手が丸っこいセンサー・ブイなので、ちっとも絵にはならないが。

「これだけの出費して半分だぁ!?　てめぇ、裏口座作ってることは知ってたけど、一体いくら貯ため込んでやがったっ!?

　しかもミサイルだのバルカンだのは、勝手にひとの口座から出して買ってやがったし！」

『……あ……いやまあ、それは……』

　ブイについたセンサー・アイが、視線をそらすようにあさっての方を向く。

『──そうだ！　それより注意してくださいよ！』

「話そらすな」

『ナイトメアが……』

「話そらすな」

『……………………』

　センサー・ブイ……もとい、キャナルはしばし沈ちん黙もくし──

『アリシアが──残してくれたものなんですよ──』

「────！」

　神しん妙みようなキャナルのことばに、ケインは小さく息を呑のむ。

「……誰だれ？」

「……ばーちゃんだよ……俺の……」

　ミリィの問いにつぶやくケイン。

　──全金額の半分くらいは、ですけどね──

　その横で、声には出さずにつけ加えるキャナル。

　あとの半分をどうやって稼かせいだかは、彼女の日ひ頃ごろの言動から推おして知るべし。

　ケインは小さくため息をつき、

「……で？　キャナル、そういえばさっき、『ナイトメア』がどうのこうの、とか言いかけてたな。何かあったのか？」

『ええ。向こうも、あれでこっちを倒たおしたと思って油断してくれるほど甘あまくはなかった、ということですね。星間通信の裏ネットで、きっちり探されてますよ。私たち。

　気をつけてください──』




　──どういうことだ──

　レイルには理解できなかった。

『ソードブレイカー』の捜そう索さく命令は、むろんのこと、彼のところへも届とどいていた。

　ケインとは、ちょっとした知り合いだった。

　しかし──

　なぜ『ナイトメア』が彼らを探すのか？

　彼の知るケインは、わりと腕うでがよく、とことん気が短くて、死ぬほど変なファッション・ポリシーを持ったやっかい事下請け人トラブル・コントラクターだったが──ただ、それだけである。

　何度かいろいろ、表で、裏で、利用させてもらったが、そんな彼らと『ナイトメア』に、どういうつながりがあるというのだろうか？

　しかしまあ、しょせんは他ひ人とごと。いつもなら、『どうでもいいか』と片づけてしまえることである。

　だが、今は違ちがった。

　たてつづけに五件。

　宇宙船乗員の、原因不明の死亡事件が起こっている。

　例の宇Ｕ宙・軍Ｆ艦かん隊たいの一件に続き、旅客船、輸送船団、海かい賊ぞく艦隊、星間警察Ｕ・Ｇのパトロール艦。

　うち二件ほどは、情報管制がなされず──あるいは間に合わず、すでにネットで民間に情報が流れてしまっている。

　五つの光がどうのこうの、などという、わけのわからぬ噂うわさといっしょに。

　死亡の原因は不明。全員が、外傷もないまま息絶えていた。

　それに、『ナイトメア』が何かの形でかかわっていることは気づいていた。

　実際、星間通信ユニバーサル・ネツト上に、発信者特定不能、ただし『ナイトメア』の名で、一連の事件の詳しよう細さい情報が流されている。

　だが、こんなことに何の意味があるというのだろうか？

　対立する組織を、というのならわかる。しかし、ターゲットには一見して、何の共通点もない。

　これではまるで、狂くるった通とおり魔まの犯はん行こうである。

　むろんこれまでにも、『ナイトメア』からの目的のわからない指令はいくどかあった。

　しかし今回は──根本的に違ちがうような気がするのだ。何かが。

　今までにあった、アルバイト感覚のやっつけしごととは違う。嫌いやな予感が胸の奥おくでざわめいている。

　その時期に重なるようにしてやって来た、ケインたち捜そう索さくの命令である。

　──あいつらなら、何か知っているかもしれない──

　そんな気がしてならないのだが、彼らがどこにいるのかもわからない。ある時期からふっつりと、その足取りが掴つかめなくなっていた。
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　いや。仮にケインたちに出会えて、彼らが何かを知っていたとしても。

　どう尋たずねればいいというのだろうか？

　なんで俺おれたちが『ナイトメア』と関係してると思うんだ？

　そう逆に問い返されれば、どう答えればいいのだろうか。

　──何かが動いていることを知りながら、何もできない──

　レイルは今、そんな無力感に捕とらわれていた──




　そして──

　そんな思いに捕らわれている男がここにももう一人。

　ジェイ＝マーキュリー。

　スターゲイザーの副官をやっている彼もまた、わき起こる疑念を押おさえ込むことができずにいた。

　一連の原因不明の死亡事故、それにスターゲイザーがかかわっていることは間ま違ちがいない。

　しかし──それで組織は、不利にこそなれ利益などない。

　海かい賊ぞく艦かん隊たいはともかくとして、旅客船には、どこかの惑わく星せいの高官が乗り込んでおり、徹てつ底てい捜そう査さが開始されることになったようだし、宇Ｕ宙・軍Ｆ、星間警察Ｕ・Ｇにしても、こうなれば本格的に腰こしを上げて来るだろう。

　むろん軍や星間警察Ｕ・Ｇの中にも、組織の息がかかった連中はいくらでもいる。しかし彼らとて、身内が殺されたとなれば、さすがにいつまでも黙もく認にんはしていない。

　実際、あの事件の事情説明を求め、場合によってはこれ以上の協力はできない、という抗こう議ぎが山のように来ている。

　むろんその件を、スターゲイザーに定時報告で伝えた。

　たった今しがたのことである。

　しかし、スターゲイザーのことばは──

　──かまわん。無視しろ。それよりあの『ソードブレイカー』の件はどうなった──

　ただそれだけだった。

　星間警察Ｕ・Ｇや宇Ｕ宙・軍Ｆすべてより、たかだかなんでも屋の宇宙船一隻せきを気にかけるというのは、一体どういうことなのか？

　彼には理解できなかった。

　あの宇宙船が一体何だというのだ？

　先日指示された通り、『フロート・ダウン』には、希少鉱物レア・メタルのかわりに、『ソードブレイカー』が一定距きよ離り以内に近づくと爆ばく発はつするように仕し掛かけた爆薬を満まん載さいしておいた。

　そして二隻は衛星港を発たち──

　ともに消息を絶ち、その空域で何隻かの宇宙船の残ざん骸がいが発見された。

　──終わったな──

　ジェイは正直そう思った。

『フロート・ダウン』に仕込んだ爆薬の量を考えれば当たり前のことである。

　至近距きよ離りであんな爆発に巻き込まれて、無事でいられる宇宙船ふねなどあるわけはない。軍の大型空母か戦艦でも、間ま違ちがいなしに沈しずむ量である。

　しかし──

　その報告をもたらした彼に、スターゲイザーは、全組織力を動員しての『ソードブレイカー』の捜そう索さくを命じた。

　理由はわからないが、スターゲイザーは、『ソードブレイカー』の無事を確信している。

　そうとしか考えられなかった。

『ソードブレイカー』がゲイザー・コンツェルンから護衛の依い頼らいを受けた、という件に対するデータはすべて抹まつ消しようしてある。記録上、『フロート・ダウン』は一隻で出港した、ということになっている。

　むろんスターゲイザーからの指示なのだが、これもまたよくわからない。

『ソードブレイカー』が万一生き延びていた場合、星間警察Ｕ・Ｇの目から『ソードブレイカー』の存在を隠かくすことにはなるが、それに何の意味があるのか。第一あのケインとかいう男の方から、星間警察Ｕ・Ｇに『フロート・ダウンが自爆しました』とか通報されれば、依頼記録を消す意味はない。

　それとも──『ソードブレイカー』の方も絶対星間警察Ｕ・Ｇに通報しない、という確信でもあるのだろうか？

　何もかもがわからない。

　ただわかるのは、自分の目には見えないところで、何かが動いている、ということだった。




「よぉ。どうしたよベック」

　昼間から、酒場でジンを舐なめていたベックに声をかけてきたのは、黒ずくめの人ひと影かげだった。

「……リッチィさん……」

「不景気なツラしてんな？　ん？

　どうした？　女にでもフラれたか？

　……って、きのうも言ったっけな。これ」

　軽い口く調ちようで言いながら、ベックの隣となりに腰こしかける。

「そんなんじゃあありませんよ」

「ん？　ならどうした？」

「……………………」

　のぞき込むように問うリッチィから目をそらし、ベックはしばし沈ちん黙もくしてから、

「……別に……なんでもありませんよ……」

「んー？」

　リッチィは、小さく眉まゆをひそめてから、真ま顔がおになって、

「──どうした？　何があったか言ってみな」

「何もありませんって」

「……ヘイ、ベック、ベック」

　リッチィは、ストゥールごとベックの方に向きなおり、ベックの肩かたに手をかけて、自分の方を向かせる。

「俺おれ様さまの目を見な──いいから。

　見るんだよ。ほら」

　やや気まずげに、それでもリッチィの方を眺ながめるベックの瞳ひとみを、リッチィはしばし無言で見つめてから──

「……どうした？　その目は？

　負け犬の目じゃねえか。

　勝てない相手に出会った──

　いや、戦う前に逃にげ出しちまった奴やつの目だ──」

「────！」

　言われて思わず、ベックは小さく息を呑のむ。

　たしかにリッチィの言った通り、昨日の夜、ベックはマリエルの家のがらくた置き場でよそものと出会い──

　おどして追い出すつもりだった相手に、逆に脅おどされて、尻尾しつぽを巻いて逃げ出したのだ。

　マリエルの家の居い候そうろうが、どういう武器かは知らないが、光の剣けんを構えた時、このままだと本当に斬きられるような気がした。

　──勝てない──

　本気でそう思い、彼はその場を逃げ出した。

　あのよそものに腹が立ち、勝てないと思って逃げた自分に腹が立ち、こうして昼間から酒を飲んでいる。

　そのことをすべて、リッチィに見み透すかされたような気がした。

　……まあ、見透かすも何も、実際に昨日リッチィは、その一部始終を見ていたのだが、それはベックの知らぬことである。

「話してみな。何があった？」

「……実は……昨日……」

　ようやっと口を開きはじめたベックを、真しん剣けんな目で見つめながら、リッチィは内心ほくそえんでいた。

　これであのサイ・ブレード使いに、ちょっかいをかける口実ができた、と。




　きぃっ。

　家の前に、車の止まる音がしたのは、夕方近くのことだった。

「…………」

　リビング・ルームのテーブルに、ポーカーの手て札ふだを伏ふせてケインは立ち上がる。

「帰ってきたみたいね。マリエル」

　自分の手札を見つめたままで言うミリィに、しかしケインは玄げん関かんの方に目をやったまま、「……いや……買い出しにしちゃあ早すぎる。

　それに……駆く動どう音おんが、マリエルの車のじゃない。

　俺のカンだと──きのうの男だ」

「え？」

　ミリィが顔を上げた時には、ケインはすでに玄関に向かって歩き出していた。

「ちょ……ちょっとケインっ！」

「心配するな。負けやしねーよ」

「そーじゃなくてっ！　やりすぎたり、むやみに斬きったりしちゃだめよっ！」

「…………お前……俺を何だと思ってるんだ……」

　足を止めてつっこむのに、しかしミリィは平気な顔で、

「適切なアドバイスだと思うけど」

「………………」

　さすがに思い当たるふしが多すぎて、それ以上は何も言えずに、ケインはふたたび歩みを進める。

「──いるんだろう!?　よそ者野郎！」

　やたらとデカいだみ声が響ひびいたのは、ケインが玄関にやって来た時のことだった。

　聞き覚えのある声──きのう夜中に、ここに入ってきた男のものだった。

　だむっ！

　玄関のドアを開いたその先には、すこし離はなれて、昨夜の男──ベックが仁に王おう立だちにケインを待っていた。

　その後ろには、停とまった一台の車と、それに身をもたせかけている、全身黒ずくめの男が一人。

「なるほどな……てめぇ一人じゃあ勝てねーんで、助すけっ人とを頼たのんだ、ってわけだ」

「馬ば鹿か抜ぬかすな！　あっちは立会人だ！

　決着はオレがつける！」

「へぇ……犯はん罪ざい者しやのわりには殊しゆ勝しようなことも言うじゃねーか」

　ゆっくりと。

　ケインは歩みを進める。

　ベックの方へと向かって。

「ベックだ！　おぼえとけよそ者！」

　そしてベックの方もまた歩き出す。

「名前で呼んでほしけりゃ、俺のこともケイン、って呼んでもらおうか？」

「おうっ！　ならケイン！　今日は拳こぶしと拳で勝負だ！　いいな！」

「かまわねえぜ……ベック」

　二人が同時に足を止める。間合いまではあと──半歩。

　陽ひのあるうちに対たい峙じしてみればはっきりわかる。上うわ背ぜいではわずかに──そして体格でははるかにベックがケインを上回っている。

　ベックは負ける気がしなかった。きのうのあの変な武器さえなければ、どうということはない。あれほど敗北感を感じていた自分がばからしくなってくる。

「行くぜっ！」

「おら来いっ！」

　ケインの声に応こたえてベックは拳をくり出し──




　げずっ！




　……どっ……

　ケインの拳を顔面に受け、ミもフタも、ましてやなんの盛もり上がりもなく、ベックはあっさりその場に倒たおれ伏ふす。

「……あーあ……あっさりやられちまいやがって……」

　それを待っていたかのように、ゆらりっ、と黒い人ひと影かげが動く。

「……立ち会いの義理はこれで果たしたけどよ……

　知り合いが目の前でノされたとあっちゃあ、俺様としても見過ごしにするわけにゃあいかねぇなぁ……」

　相手の白々しいセリフに、ケインは気の毒そうな視線を倒れたベックに向けて、

「何言ってやがる。単に俺にケンカ売る口実が欲しかっただけのくせしやがってよ。

　……このベックとかって奴やつが俺にかなわねえ、ってこと、百も承知の上で、こいつを焚たきつけやがったな」

「なんの話だ？　ん？」

「きのうの夜、見てただろ、って言ってるんだよ」

「……ほう……」

　ケインの指し摘てきに、リッチィの口の端はしににまりっ、と笑みが浮うかぶ。

「気づいてやがったか。たいしたもんだ。

　──ま、なら話は早はえぇ。

　サイ・ブレード使いなんてマニアックな奴ぁそうそういねぇからな。そういう奴と戦ってみてぇと思ってたんだ。

　得え物ものを出しな。

　俺様もこいつで相手をさせてもらうぜぃ」

　言って腰こしの後ろから、リッチィはそれを引き抜いた。

　ぅゆんっ！

　空気の唸うなる音。

　びぢっ！

　長くしなった黒い鞭むちが、大地を打ったその刹せつ那な、蒼あおい火花がはじけ散る。

「電でん磁じムチ……？　またえらくマニアックなもん持ってやがるな……もと猛もう獣じゆう使つかいか。おめーは」

　言いながらケインは、右手の中に、サイ・ブレードの発はつ振しん器きをにぎりしめた。

　バンダナと増幅器ブースターの方は、玄げん関かんを出る前にとっくに身につけていた。

「この音が結構好きでねぇ……けどさすがに、使う機会がなくってな……

　いっぺん使って……みたかったんだよっ！」

　ゅんっ！

　空気の裂さける音とともに、ケインは一歩、後ろに退さがる。

　鞭など先せん端たんを切り飛ばしてしまえば、単なる長いヒモである。

　間合いを外し、サイ・ブレードで、飛び乗る鞭の先端を薙なぐ！

　ぢっ！

　光の剣けんと黒い鞭。ぶつかりあった二つの武器の間に白い光が散る！

「──なっ!?」

　声を上げたのはケインの方だった。

　サイ・ブレードのエネルギー刃は、電磁を纏まとった鞭の先端をいともたやすく切り飛ばす──はずだった。

　しかし、二つの武器が触ふれた瞬しゆん間かん。

　サイ・ブレードの刀身がぐにゃりと大きく歪ゆがみ、同時にムチもはじかれたのだ。

「──なんだ!?」

「……俺様はこう見えても、結構武器マニアでな……」

　にやにや笑いを浮かべつつ、リッチィは手の中の鞭を弄もてあそぶ。

「そのサイ・ブレード……形式ナンバーはＰＢ〇二五Ｓ。ブレードを収しゆう束そくする電磁干かん渉しよう波の周波数も知ってる。

　で、このムチに流れてんのが、それと同じ周波数の電磁波だ、ってわけだ。

　つまり──そいつじゃあ、俺様のムチは斬きれねえ、ってことだ。わかったな」
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「……なるほど……な……

　そう言えば──まだ名前を聞いてなかったな」

「リッチィだ。

　──もちろん『リッチィ様』でもかまわねぇよ。痛い目に遭あいたくなけりゃあ、よ」

「わかったよ！」

　声と同時にケインが地を蹴ける。まっすぐにリッチィの方に向かって。

　サイ・ブレードの刃やいばが輝かがやき、黒いマントが風になびく。

「わかってるのかね!?　本当に!?」

　鞭むちのしなりに、サイ・ブレードの光が消えた。

　はじかれるなら使わないだけの話！　鞭の攻こう撃げきをかいくぐり、ふところに飛び込み、肉にく弾だん戦せんで決着をつける！

　虚こ空くうを裂さいた黒い筋から、ケインは体を沈しずめて身をかわす。

　──なるほどな──！

　しかし、相手がふところに飛び込んで来ようとすることなど、むろんリッチィは予想済ずみだった。それを許すほど甘あまくない。

　鞭を持ったリッチィの手首が小さく動く。

　伸のびた鞭は空中でしなり、向きを変え、ケインの後ろから襲おそいかかる！

　わずかな手ごたえ。

　──とった！

　リッチィが思ったその瞬しゆん間かん。

　ケインが一歩、横に動く。

　まるで、背後から来た鞭の動きが見えてでもいるかのように。

　──なにっ!?

　思った時には、ケインはすでに、リッチィのふところへと飛び込んでいた。

　とっさに地を蹴り、後ろへ跳とぶ。

　顎あごの下に衝しよう撃げき。

　そして──リッチィは、あおむけに地面に転がった。

「……て……てめぇ……」

　意識はある。しかし体は言うことを聞かない。

「……その……マント……か……」

「そういうこった」

　リッチィのことばにうなずくケイン。

　なびくマントに後ろから、電でん磁じムチが触ふれたその瞬間、ケインはそれを感知して、とっさに身をかわしたのだ。

　マントがほとんど、体の一部と化している。

「心配すんな。おめーが弱いわけじゃねえ」

　ケインはサイ・ブレードの発はつ振しん器きを構え、リッチィの手からこぼれ落ちた、電磁鞭の柄の部分を撃うち抜ぬいた。

　これで鞭は使用不能である。

「ただ──俺が前に遭あった男は、ケタ外れに強かった」

　ケインの脳裏に、ある男の顔が浮うかんだ。

　惑わく星せいレグンの廃はい工場で。人工衛星『ケルビム』の中で。

　ケインは二度、その男と出会っていた。

　──こいつには勝てない──

　その時ケインはそう思った。

　しかし、『ナイトメア』と決着をつけると決めた以上、いつかは相あいまみえることになるだろう。

　ケインは、訓練に明け暮くれた。

　自分でも、かなり強くなったとは思う。

　だが──

　勝てるのだろうか？　あの男に。もう一度相あいまみえた時に。

「……く……そっ！」

　リッチィは小さく歯がみをする。

　負けたことが悔くやしいわけではない。相手が自分より強かった。ただそれだけのことである。

　しかし──ケインは自分を見ていない。それがリッチィには気に入らなかった。

「……とはいえ、こいつぁちょいと困ったな……

　歩いて帰らせる、ってぇのは無理みてぇだし、かといって、こいつらここいらに転がしとくわけにもいかねーし……」

「……う……ぐっ……」

　リッチィとベックの処分をどうするかと、ケインが頭をひねっていると、どうやらそれでも気がついたらしく、ベックの呻うめく声がする。

「お。復活したか。これなら自分で帰れるな」

「くっ……てめ……」

　言って身を起こしかけた、ベックの動きとことばが止まる。

　近づいてくる駆く動どう音おん。

「ん？」

　ケインがそちらをふり向けば、ちょうど、一台の白い車が、玄げん関かん先さきに停とまったところだった。

「……あの……何があったんですか……？」

　言いながら降りてきたのは、買い出しから帰ってきたマリエルだった。

　刹せつ那な。

　だっ！

　倒たおれていたリッチィが身を起こし、地を蹴けり、マリエルへと向かう。

「────!?」

　ケインが反はん応のうするより早く。

　リッチィは、マリエルの体を後ろから抱かかえ込んでいた。

「──てめぇっ！」

「動くんじゃねえっ！」

　リッチィの一いつ喝かつが、ケインの動きを封ふうじ込める。

「リッチィさん！」

「やかましいぞベック！　『そいつぁオレが目ぇつけてた女だ、乱暴にしねえでくれ』とか言いてえんだろ！　けどよベック、てめぇ、まさか俺様のこと、『実は根はいい奴やつ』なんて思ってやがるんじゃねえだろうな？　ん？

　あいにく、悪役ヒールは悪役ヒールらしく、ってぇのが俺様の信条でな！」

　何やら言いたげなベックをよそに、リッチィはひと息にまくし立てる。

　抱え込んだマリエルが、逃のがれようとしてか前に体重をかけるが、むろんそれを許すつもりはない。リッチィは腕うでに力を込めて、足を踏ふんばり──

　刹せつ那な。

　すぱんっ。

　足を払はらわれ、リッチィの視界が回る。

　──へ──？

　空が見えた、と思った瞬しゆん間かん。




　ずどっ！




　──ッ！

　みぞおちに加えられた衝しよう撃げきに、リッチィは、声にならない悲鳴を上げた。

　完全に不意打ちの一発である。威い力りよくは別として、ダメージだけなら、さきほどケインから受けたのよりもキツい。

　こちらが後ろ向きにふんばった瞬間、逆に後ろに体重をかけられ、同時に足を前向きにひっかけられた。いっしょになって倒たおれながら、女が、肘ひじをリッチィのみぞおちに叩たたき込んだのだ。

「──よいしょ」

　緊きん張ちよう感かんのないかけ声とともに、マリエルが、ぴょこんっ、と身を起こす。

「……だから……リッチィさん……」

　目を点にしているケインの後ろから、ベックが困った顔で、

「その女……マリエルの奴は強いから、うかつに近づいちゃあだめですって……」

　何年か前──

　マリエルの父親が死んだ時、ベックは、『一人じゃなにかと物ぶつ騒そうだろう』と言って、彼女の家に入り込もうとして、『一人でも大だい丈じよう夫ぶだ、ということを証明してみせます』などと言われて、完かん璧ぺき無む比ひに手もなくひねり倒されたことがあったのだ。

　彼女が父親から、なんだかよくわからない武術だか護身術だかを叩き込まれていたことをベックが知ったのは、その時だった。

　──そういうことは早く言えって……

　リッチィは内心ツッコミを入れるが、しかし今さら言ったところであとの祭り、である。

「……くふっ……は……はははははは！……っけほっ……」

　ツッコミを入れるかわりに、リッチィは、空を見上げたままで、ひとしきり笑い声を上げる。

「……いやいや……負けた負けた」

　言いながらなんとか身を起こす。

　その顔には、むしろさっぱりとした表情が浮かんでいた。

「さ……そいじゃあ帰ろうか。ベック」

「おいおい。ずいぶんあきらめがいいな。悪役ヒールらしくないんじゃねえか？」

　ケインのことばに、リッチィはぱたぱた手を振ふりながら、

「いやいや。さすがにこれ以上はかっこ悪すぎだろ？」

「……まあな……」

　苦笑するケインをまわり込み、ベックがリッチィに肩かたを貸す。

「……あばよ。サイ・ブレード使い。結構楽しかったぜ」

「お前も適当に元気でな。あんまり悪役ヒールやるんじゃねーぞ」

　ケインのことばに、リッチィは、上げた手をひらひらと振って答える。

「──あの──」

　マリエルが口を開いたのは、二人の乗り込んだ車が見えなくなってからのことだった。

「それで結局……何がどうなってるんでしょうか？」




　……るるるるるるるるる……

　リッチィが、電話の呼び出し音でたたき起こされたのは、その翌日のことだった。

　──もっとも、『たたき起こされた』などといっても、すでに昼を回っているのだが。

　昨夜はベックや仲間たちといっしょに呑のみまくり、ホテルに戻もどって、スーツのままベッドに倒たおれ込んだのは、空が白みはじめた頃ころのことだった。

「……あいあい……もしもし？」

　通話スイッチを入れたそのとたん、安物の画像通信機ビジユアル・コミユニケーターのディスプレイに映し出されたのは、リッチィの知った顔だった。

「……や……こいつあ……ボス」

　あわてていずまいを正ただすリッチィ。

『起きたところ、って顔だな。リッチィ』

　彼が所属する組織のボス──ガニアスは、さして気にしたふうもなく言う。

「──あ……いやまあ……」

『ところでどうだ？　何か手がかりはあったか？』

　──手がかり──？

　ガニアスのことばを胸のうちで反はん芻すうし──リッチィはようやく、この街まちに来た、本当の目的を思い出していた。

　しかし、命令をさっぱり忘れていたことなど気づかれるわけにはいかない。むずかしい表情をつくって、

「……いや……昔の知り合いとかにも当たってみたんですがね。やっぱり何もありませんや。

　第一、宇宙港もありませんからね。この街は」

『それにしては、ずいぶんゆっくりしているな。昔の仲間とつるんで悪さでもやらかしてるのか？』

「いやまあ、そいつもありますが。

　こっちでちょいと、面おも白しろい奴やつを見かけましてね。かまって遊んでやってたんですよ」

『ほう。お前が面白い、というのなら、ずいぶん変わった奴なんだろうな』

「まあ、サイ・ブレードなんぞ使ってましたから、変わってると言やあ変わってます」

　ぴくっ。

　ガニアスの眉まゆがわずかに動いたのに、リッチィは気づきもしない。

『……サイ・ブレード？』

「ええ。根こん性じようで光の剣けん出す、かなり通つう好ごのみの武器ですよ」

『──で、マントつけてたりしてな。わはははははは』

「あはははは。よくわかりましたね」

『………………………………』

　大きな口を開けたまま、ガニアスはしばし硬こう直ちよくした。

　ディスプレイの性能がもう少し良ければ、ひょっとしたら、額に浮うかんだ青スジが見えたかもしれない。

『……で……まさか名前がケイン＝ブルーリバー……』

　そういえばたしかにあのよそ者が、ベックに名乗っていたのもそんな名前だった。

「おや。お知り合いですかい？」

『はっはっはっはっ。

　……ところで、渡わたした資料はちゃんと見たかな？　リッチィくん？』

　いつもと違ちがったガニアスの言いように、リッチィは小さく眉をひそめる。

「……資料……ですかい？」

『うむ。手配されている宇宙船ふねの資料だ』

「もちろん」

　もちろん見ていない。

　そもそもこんなところに宇宙船など来るわけがないではないか。単に昔のなじみの顔を見る、くらいのつもりでやって来たのだ。いるわけもない宇宙船など、本気で探す気にもならない。

　渡された手配ファイルの表紙にクリップではさんであった、宇宙船の写真を背広のポッケに突つっ込んだだけで、あとは鞄かばんにほうり込んだまま。ページを開いてすらいない。

　しかし当然立場上、『ちっとも読んでません』などとは言えなかった。

『ほほぉぉぉう……』

　ディスプレイの中で、ガニアスが身を乗り出して、

『なら当然……手配されている宇宙船ふねの乗組員が、ケイン＝ブルーリバーという名の、マントを羽は織おったサイ・ブレード使いだ、ということは知っておるね。リッチィくん』

　………………………………

　えーっと……

　リッチィはしばし沈ちん黙もくし、やおら、ぐぐいっ、と拳こぶしをにぎりしめ、

「まさか同一人物だったとはなっ！」

『ファイル読めよちゃんとっ！』

　間かん髪はつ入いれずツッコむガニアス。

『……まあいい。ともかくお前はそのままそこにいろ。うちのもん全員をそっちに向かわせる』

「……わかりやした。

　けどボス、何やったんですか？　あいつら」

『知らん。ただ、見つけたら報告しろ、という上の組織からの頼たのみでな』

「上……って、タルシャス・コネクションですかい？」

『もっと上だ』

「もっと上……って……

　もしかして……『ナイトメア』!?」

『ほかにおらんだろう』

「けど……いいんですかい!?　勝手に手ぇ出しちまって!?　知らせろ、って話だったんでしょ!?」

『かまわんさ。とっ捕つかまえておけば文句もないだろうし、うまくすれば、うちの組織もいろいろと目をかけてもらえるかもしれんぞ。

　とにかく、そっちに着いたら道案内を頼むぞ』

「……へい……わかりやした……」

　リッチィの答えを待ってから、ガニアスは、一つ大きくうなずくと通信を切った。

「……あいつ……ただの趣しゆ味み人じんじゃねえとは思ってたけど……まさか『ナイトメア』がらみとはねぇ……」

　ため息混まじりに言って、リッチィは、タバコをくわえて火をつける。

「けど、うちのもん全員よこす、って……それでどうにかなるようなタマかね……」

　つぶやきながら、鞄かばんの中からファイルを引っ張り出してページをめくる。

　そこにはたしかに、ケインの顔写真と特とく徴ちようを記したページがあった。

　ガニアス・コネクションは、『ナイトメア』の下部組織といったところで、しょせん構成人数三十人ほどの弱小孫まご組織。カタギの連中相手には、大きな顔もしているが、実戦経験などはない連中がほとんどである。

「……やれやれ……どうなることやら……

　──けどやっぱり、あいつらとはもう一回戦うしかねえか……

　……結局、典型的な悪役ヒールをやることになっちまったな……」

　リッチィは、ひとすじの紫し煙えんを吹ふき出した。

「……こいつぁ……かっこ悪すぎだぜ。ちょいと」








　再戦




「ケインさん。お電話です」

　にこやかにマリエルがそう言ったのは、午前十時のティータイムの時のことだった。

　画像通信機ビジユアル・コミユニケーターではなく、音声のみの電話通信である。

「俺おれに？」

「はい。この声はたしか、二日前の黒い人です」

「黒い……！」

　一戦やらかした電でん磁じ鞭むち使つかいの顔を思い出し、ケインは受話器を受け取った。

「よう。なんか用か？」

『よう。ケイン。二日前は楽しかったな。ん？

　ところで、だ。俺様の知り合いが三十人ほど、ちょいと社用でこの街まちに来るんでな。ついでにこれからお前さんのところにも遊びに行こうと思ってるんだけどよ』

「……て……てめえっ！」

『これも渡と世せいのしがらみ、って奴やつさ。ま、悪く思うなよ』

「思うに決まってるだろーがっ！　さっぱりした顔で立ち去ったくせしやがって！　きっちり兵隊連れてお礼参りだ!?　しょせんやっぱり三流悪役かよっ！」

　がなり立てるだけがなり立て、がぢゃんっ！　と受話器をたたきつけ、ミリィとマリエル、二人の方をふり向くと、きっぱりと宣せん言げんした。

「二日前の奴が人数連れてなぐり込んで来る！　お迎むかえするしかなさそうだぜっ！」




「……やれやれ……耳が痛いてぇな……こいつは……」

　しかめっ面つらでつぶやいてから、リッチィは受話器を戻もどす。

　彼が泊とまっているホテルのロビー、その片かた隅すみにある安物の公衆電話からの通話だった。

「けどまあ……とりあえず、伝えたぜ……」

「──おいリッチィ！　何やってる！　早く来い！」

「へいへいボス。今行きますぜ」

　玄げん関かん先さきからかかったガニアスのがなり声に適当に答えて、リッチィはホテルのドアをくぐる。

　そこにはすでに、十台ほどの車と、それに乗り込んだ男たちの姿があった。

「すいませんね。ちょいとヤボ用で」

　リッチィのことばに、そばの車に乗った初老の男──ガニアスは苦笑を浮うかべた。

「まあいい。さっさと出発だ。

　──いよいよ狩かりのはじまりだ──」




「ええええええええっ!?」

　ケインの宣言に、ミリィの悲鳴がリビング・ルームに響ひびき渡わたった。

「……ちょ……ちょっと、それって……！

　どーすんのよっ!?」

「どーもこーもねえっ！　相手は三十人ほどだって話だ。全員ぶちのめすっ！」

「全員……って……」

　ケインはマリエルの方を向き、

「──あんたはどっかに隠かくれててくれ。それと、ここをケンカの舞ぶ台たいにするわけにゃあいかねえ！　悪わりィけど車一台貸してくれ！　こっちから討うって出る！」

「……わかりました」

　一いつ瞬しゆん黙もつ考こうしてから、マリエルは、胸ポケットからキーを取り出し、ケインに渡す。

「二番倉庫に青い車があります。それを使ってください。壊こわれてもかまいませんので。

　──気をつけてくださいね」

「感謝するぜ」

「いいえ……こちらこそ」

「ほんと……気をつけてね。ケイン」

「何ひとごとみてーに言ってやがる。おめーも来るんだよ。ミリィ」

「…………っえぇぇぇぇぇぇぇっ!?」

　声を上げるミリィの手を取り、玄関の方に向かって歩みを進める。

「……ちょ……ちょっと！　あたしも!?」

「俺一人じゃあ、車転がすのでせいいっぱいだからな」

「そ……そりゃそーだろうけど……！」

「──すまねーな。つき合わせちまって」

　こちらに顔を見せぬまま、玄関の扉とびらをくぐったケインが、ぽそりと言う。

　……はぅ。

　ミリィは小さく息を吐はき、

「……仕方ないわね……つきあったげるわ。

　けどそのかわり、危険手当ははずんでもらうわよ」

「ああ。あとでキャナルにかけあってみる」

　……………………………………

　絶対出るわけないぃぃぃぃぃぃィッ！

　ケインのことばに、ミリィは内心絶ぜつ叫きようしたのだった。




「まだ着かんのか!?　リッチィ！」

「もうちょいとの辛しん抱ぼうですよ、ボス！」

　地面にタイヤの跡あとがついただけの道を車でゆられつつ、ガニアスとリッチィはことばを交わした。

　十台ほどのオープンカーは、一列にぞろぞろ連なって、一路、マリエルの家を目指していた。

　ボスであるはずのガニアスまでもが、無防備なオープンカーに乗って武器を手にしているあたりが、組織の小ささと実戦経験のなさを如によ実じつに表している。

「この道をまっすぐ行けば……！……いや、もう行く必要もなさそうですぜ！」

「どういう意味だ!?」

「向こうの方から来てくれましたぜ！」

　リッチィのことばに、ガニアスが正面に視線を戻もどせば、一台の青い自動車が、こちらに向かって疾しつ走そうしてくるのが見えた。

「む!?」

　懐ふところからオペラグラスを取り出して、近づきつつある車を見やれば、たしかにドライバー・シートと助手席に、ファイルで見かけた男女二人の顔がある。

「奴やつらだ！　たしかに！

　……けどなんでこっちに向かってる!?」

「なぁに。ちょいとさっき、電話をかけて、いぶり出してやったんですよ。この人数なら、こういった場所の方がやりやすいでしょう？」

「よくやった！」

　ガニアスは、後ろを向いてシートに半立ちになり、後続の車に向かって大声を上げた。

「あの青いのだ！　拡ひろがっておし包んで止めるぞ！」

　通信手段も用意していないあたりが情けないが、一応声は伝わったらしく、後続の自動車は左右に大きく散開する。

　まわりは雑草の生えた荒あれ地ちだが、自動車が走るのに支障はない。ケインたちの乗った一台と、十台ほどの自動車の群れは、どんどんその距きよ離りを縮めてゆく。

「停とまれっ！　そこの青い車っ！」

　ふたたびガニアスががなり立てるが、むろんそれで停まるわけがない。

　それどころか、ケインの車はさらにスピードを増して突つっ込んで来る。

「えぇい若造がっ！　リッチィ！　ボンネットに、二、三発鉛なまり玉だまぶち込んでやれっ！」

「無理ですって。この揺ゆれじゃあ当たりゃあしませんよ」

「いいからやれっ！　足止めくらいには……」

「それより相手、まっすぐ突っ込んできますぜ。よけた方がいいんじゃあねぇですか？」

「なに!?」

　言われてふたたび目をやると、たしかに車は、コースを変えるそぶりすらなく、まっすぐこちらに向かっている。

「チキン・レースか！　受けて立ってやる！」

「……やめといた方がいいですぜ。ボス。少々イカれた相手ですからね。かまわずまっすぐ突っ込んできますぜ」

「………………」

　やる気のないリッチィのアドバイスに、ガニアスは、一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし──

「……ええいっ！　よけろっ！」

　根こん性じようなしにあっさりと、ドライバーに回かい避ひを命じる。

　道をはずれて草の上へと乗り上げたそのすぐ横を、青い車がすれ違ちがう。

「──くそっ！　車を回せっ！　追え追えっ！」

　……やれやれ……

　一人熱くなってわめくガニアスを横目に、リッチィは、内心ため息をついたのだった。




「──ちっ！　運のいいっ！」

　リッチィたちの乗った車とすれ違った直後。ケインは小さく舌打ちをした。

「こっち側通ったら、すれ違いざまにサイ・ブレードでぶった斬ぎってやったのにっ！」

　二台の車は、互たがいの助手席がわをすれ違わせていた。

「そう思ったから向こうもそっちによけたんじゃないの！　それよりケイン、このまま行ったら街まちに出て、それこそおおごとになっちゃうわよっ！」

「これも運命って奴やつか!?」

「ケインの日ひ頃ごろの行おこないだと思うけど！　あたし！」

「やかましいっ！　とにかくこーなったら、なんとか街に入る前にケリつけるっ！

　ミリィ！　いーから、後ろから来る連中の車、片かたっ端ぱしからボンネット撃うち抜ぬけっ！」

「あたしの麻痺銃パラライズ・ガンじゃ無理よっ！」

　……………………

「なにぃぃぃっ!?　麻痺銃パラライズ・ガンしか持って来てないのかっ!?」

「だってっ……！──そーだっ！　ケイン、サイ・ブレードの発はつ振しん器き貸してっ！」

「使えるのか!?」

「使うのはケイン！　あたしは狙ねらうだけっ！」

「俺は弾だん倉そうかいっ!?」

　毒づきながらも、ケインは発振器をミリィに手て渡わたす。ちなみにエネルギー・コードは、ケインの腰こしの増幅器ブースターとつながったままである。

　ミリィは発振器を両手で掴つかんで前後に引き伸のばし、伸びた部分を「く」の字に折り曲げる。これで発振器は、拳けん銃じゆうのできそこないのような形になった。発振モードが自動的に、ブレード固定タイプから、射出モードに切り替かわる。

　このあたりの扱あつかい方は、しょっちゅうケインに自じ慢まんたらたら説明されているせいで、もはやしっかり憶おぼえてしまった。

　助手席のドアを半開きにし、むぞうさに狙いを定めて──

「ＧＯ！」

　──いけっ！

　ミリィの声を合あい図ずに、ケインは意識を額に集中する。

　バンダナ状の受容器から取り出された人の精神エネルギーは、腰の増幅器ブースターでその力を増し、ビームエネルギーに変へん換かんされて発振器に光を結実させる！

　ヴンッ！

　放たれた一条の光は、狙い違たがわず、後ろから迫せまる車の一台を直ちよく撃げきしていた。

　駆く動どう系けいでもやられたか、車は失速・蛇だ行こうして、道から外れて動かなくなる。

　これで爆ばく発はつ・炎えん上じようでもすれば、アクションムービーばりなのだが、電エ気レ自・動カ車ーでは、爆発物でも載つんでいない限り、そうそう派手なことにはならない。

「つぎっ！　ＧＯ！」

　続く第二射に、さらに一台の車が同じ末路をたどった。

　とたたたたたたたたたたっ！　ぱぅんっ！　ぱぅんっ！

「──ちっ！」

　わき起こった、かわいた炸さく裂れつ音おんを合図に、ケインが車体を、右に、左に振ふりはじめる。

　仲間の車をやられて泡あわを食った組織の連中が、ケインたちに向かって銃じゆうを撃うちはじめたのだ。
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　がっ！　ぢゅんっ！

　何発かが車のどこかに当たったらしく、耳ざわりな音が車内に響ひびく。

「撃ってきたわよっ！　ケイン！」

「わかってる！　気にすんなっ！」

「……き……気にするな、って言われても……」

「相手の数を減へらせばいいだけの話だろ!?」

「……そりゃそうだけど……

　──えーいっ！　わかったわよっ！　そいじゃあ……ＧＯ！」

　ヴンッ！

　ミリィがドアから身を乗り出して、放はなったその一撃で、サブマシンガンを持った男を乗せた車が停止する。

　しかしこちらの車体にも、さらに数度の着ちやく弾だん音おん。

　文字通り、へたな鉄てつ砲ぽうもなんとやら。遮さえぎるものもないこの場所では、数にものを言わせての相手の射しや撃げきも、まぐれ当たりする確率が高い。

　今のところはたいした被ひ害がいも出ていないが、まぐれ当たりも続くといつかはシャレにならないことになりかねない。

　ならばやはりここは──実力で勝負を決定できるように、場所を変えた方が有利である。

　ぐんっ！

　ケインがアクセルを踏ふみ込み、車はさらにスピードを上げる。

　まっすぐに、グラーク・タウンを目ざして。

「──ち──ちょっとケイン！　街まちに着くまでにケリつけるんじゃなかったのっ!?」

　それに気がつき、抗こう議ぎの声を上げるミリィに、ケインは遠い目で、

「人の心ってうつろいやすいからなぁ」

「おーごとになるとマズいんでしょっ!?」

「もう充分なってるだろーが！　こーなっちまったら、もうちょっと大おお事ごとになったところでバチは当たらねえよっ！」

「……そ……そーかなー……？」

　当たるような気もするのだが、しかしまずはこの場を切り抜けなければ、バチも何もないことはたしかなようである。

　とりあえず、抗議はそれで切り上げて、ミリィは次の一台に狙ねらいをつけた。




　けたたましいクラクションの音は、急速に近づいて来た。

　通りで遊んでいた子供たちは、そちらに目をやり──あわてて道の端はしによける。

　その目の前を、青い車を先頭に、数台の車が駆かけ抜ぬけた。

「残り四台！　けど街の中に入っちゃったから、うかつに撃うてないわよっ！」

　後ろに目をやり、言うミリィ。

「わかってる！　テは考えてあるって！　発はつ振しん器き貸せっ！」

　ミリィからサイ・ブレードの発振器をとり返すと、ブレード固定モードに切り替えて、ケインは車を道の端に寄せる。

　うぅぅぅぅぅぅんっ！

　そして生まれ出る光の刃やいば。

「──ちょっとケインまさかっ!?」

　ミリィの声など聞きもせず、ケインは迷わず刃をふるう！

　ざんっ！

　支柱を斜ななめに断たたれた街がい灯とうが、道に向かって大きくかしぐ。

「秘ひ奥おう義ぎ！　街灯崩くずしっ！」

「単なる公共物破損よっ！　それはっ！」

　さすがにこれには驚おどろいたか、後ろの一台が、ハンドル操作をまともにミスって、道の端へと突つっ込んだ。

　さらに続く三台はしかし、反対側の道の端に寄り、追つい撃げきと射撃とを続ける。

「ちっ！　ガソリン車なら爆ばく発はつ炎えん上じようして後続巻き込んだかもしれねえのにっ！　これだから電エ気レ自・動カ車ーは風ふ情ぜいがねーんだっ！」

「カタストロフを望むなぁぁぁぁぁぁっ！」

　ぎがんっ。

　ミリィのツッコミにかぶって、にぶい着ちやく弾だん音おん。

　音の響ひびきが、あきらかに、今までのものとは違ちがっていた。

　車のスピードが、みるみるうちに落ちてゆく。

「──ちっ！　変なところに当たっちまったかっ！」

「どうするっ!?」

「降りて戦うっきゃねーだろっ！」

「……やっぱし……？」

　車を止めて飛び出して、ケインとミリィはダッシュで歩道を駆かけ抜ぬける。

　後ろから迫せまる車は三台。かなり薄うすくなった弾だん幕まくが、地面を、壁かべを、街灯を叩たたく。

「ミリィ！　右だっ！」

「右って……」

「ここだよっ！」

　言ってケインは、手近な喫きつ茶さ店てんの中に飛び込んだ。

　店員が口を開くより早く、二人は店内を駆け抜ぬけて裏口へと向かった。




「全員車から降りろ！　絶対捕つかまえるんだ！」

　ガニアスの指令に、武器を手にした男たちは、ばらばらと車から降り立った。

　……まあ、『ばらばらと』などといったところで、もはやその人数は十人程度にまで減へっているのだが。

「リッチィ！　案内を頼たのむぞ！」

「案内、って言われても……裏通りまでは見当もつきませんや。ここを離はなれて長いですし、ね」

　言われて小さく肩をすくめる。

　ガニアスは、ちっ！　と舌打ちひとつして、

「仕方ねぇ！　全員散れっ！　リッチィとグレイブは俺について来い！」

　ドライバーとリッチィに命令し、ガニアスは、そばの路ろ地じへと足を踏ふみ入れた。




　薄うす暗ぐらい路地には、いくつもの呻うめき声が漂ただよっていた。

　手を、足を撃うち抜ぬかれ、転がっているのは、すべてコネクションの人間ばかり。

「……ちくしょう……どうなってやがる……！」

　物もの陰かげに身をひそめたままで、ガニアスは小さく毒づいた。

　路地での戦いがはじまるや否いなや、メンバーの数人が、いともあっさり戦せん闘とう力りよくを奪うばわれた。

　実力が違いすぎる、ということは、さすがにもうガニアスにもわかっている。

　しかしここまで来たらあとには引けない。

「……潮しお時どきだと思うんですがね。ボス」

「いや……まだだ……ついて来い！」

　リッチィともう一人を連れて、ガニアスは裏通りを行く。

　ケインたちのいる場所は、撃ってきた位置から、だいたい見当がつく。まわり込んで不意を突つけばなんとかなるだろう。

　とはいえ──不慣れな裏通り。向かいたい方に道が延びているとは限らない。適当に進めば進むほど、ガニアスの思っていたのとは違う方へと進んでゆく。

　だが。

「────！」

　三人は急に足を止めた。

　前の方に人ひと影かげがあった。

　追っている相手の片割れ──ミリィの姿が見えた。

　死角にいるのか離はなれているのか、ケインは見えない。

　相手もまた、もとの位置から移動していたのだ。

　向こうはまだこちらの存在に気づいていない。

　反射的に、ドライバーをやっていた男が銃じゆうを構え、ミリィの頭をポイントする。

　そして──

　がぅんっ！

　銃声が、暗い裏路地にこだました。

「──な──!?」

　愕がく然ぜんたるケインの声。

　鉛なまり玉だまは、まともに──銃を構えた男の右手を撃ち抜いていた。

　あわててケインは、目を丸くしているミリィを引っぱり、物陰へとその身を隠かくす。

「……な……」

　ケインと同じ驚おどろきの声を上げ、ガニアスは、撃った相手を睨ねめ付ける。

「どういうつもりだっ!?　リッチィ！」

「どうもこうもありませんぜ。ボス」

　リッチィは、手にした銃を腰のホルスターへと戻し、倒たおれて呻うめく仲間に視線を投げかけて、

「こいつ今、女の頭に照準ポイントしてやがったんですぜ」

「それがどうした!?」

「考えてみてくださいよボス。もしも『ナイトメア』の目的が、『あの女の生いけ捕どり』だったりしたら……

　おぼえが良くなるどころか、へたすりゃ皆みな殺ごろし、ですぜ」

「……む……」

　言われてさすがにことばに詰つまる。

　そこにすかさずリッチィが、

「……やっぱりそろそろ潮しお時どきですぜ」

「いや、まだ……」

「聞こえませんか？　ボス」

「聞こえる……？」

　言われて耳をそば立てれば、遠く──だが確実に、こちらに近づくサイレンの音。

「警察……か……！」

「『ナイトメア』からの制せい裁さいも覚かく悟ごであの二人をぶち殺す、ってぇのならともかく、これだけになっちまった人数で、警官が来る前にあの二人を生け捕りにしてずらかる、なんて真ま似ねができると思いますかい？」

「……むう……」

「でしょう？　ここは一いつ旦たん引いた方が賢かしこいですぜ。

　──なぁに。単なる通報だけでも、上からのおぼえはよくなりますって」

「……仕方ない……

　全員を撤てつ収しゆうさせる！　手を貸せ！　リッチィ！」

「喜んで」

　言ってリッチィは、こっそりと皮肉な笑みを浮うかべたのだった。




「ケインさん、またあなたにお電話です」

　言ってマリエルが受話器をさし出したのは、その日の夕方──

　コネクションと警官と、両方の目からなんとか逃のがれたケインとミリィが、車をひろってマリエルの家まで帰り、ひと息ついたあとのことだった。

「俺に？　誰だれ……から……ってまさかっ!?」

　ソファからはね起きたケインに、マリエルはこっくりうなずいて、

「ええ。またあの黒い人からです」

「あいつっ……！」

　マリエルから、受話器をひったくるように受け取ると、ケインはそれを耳に当てる。

「──俺だ」

『よう。さっきはご苦労さん』

「てめえっ……！」

『けど心配するな。もうこれ以上手出しはしねえよ。俺様たちは、の話だけどな』

「……ひっかかる言い方だな……」

『一応言っといてやる。今日の襲しゆう撃げき、本当の目的はな、別に俺様の意い趣しゆ返がえしとかじゃあねえんだ。俺様たちの組織は、ある組織の孫まご組織って奴やつでな。で、その上の組織が、お前たちを探してる、ってわけだ』

「──まさか──」

『やっぱり心当たりがありやがるか。そう。『ナイトメア』さ。

　見つけたら連れん絡らくしろ、って命令なんだけどよ、うちのボスがちょいと手て柄がらを焦あせっちまってな。それでああなっちまった、ってわけだ。

　街まちでのケンカでも、こっちが負けちまったけど、そろそろ『ナイトメア』の方に、お前さんたちのことも連絡が行ってるはずだ。それでも今度も勝てるかい？』

　────！

　受話器に向かって悪態をつこうとして──

　ケインはふとあることに気がついた。

「……なあ……聞きたいんだけどよ。

　なんでそういうことを、べらべら俺にしゃべるんだ？」

『なぁに。とりあえず、あんたにビビってもらおうか、と思ってな。

　用件はそれだけだ』

「……なるほど。よくわかったぜ……」

『それじゃあな。あばよ』

「ああ。貸しは返してもらったぜ」

　電話の向こうで、リッチィが苦笑を浮うかべたような気がした。

　そして、電話の切れる音。

　ケインは受話器を置くとミリィに目をやって、

「ミリィ、ちょっといっしょに来てくれるか」

「ん？」

「『ソードブレイカー』に行く」

　言うとさっさと玄げん関かんに向かって歩きだす。

「あ。ちょっと待ってよ！」

　しかたなくそのあとを追うミリィ。

「……何なのよ？　急に？」

　答えたケインの声は低かった。マリエルの耳に届とどかぬように。

「来るぞ。『ナイトメア』が──」




「……やれやれ……」

　苦笑を浮かべて受話器を置いて。リッチィは、肩をすくめてつぶやいた。

　グラーク・タウンのホテルのロビー。

　ガニアス・コネクションの他のメンバーは、もとの街まちへと帰って行ったが、ただひとりリッチィだけは、『ナイトメア』が来るまでの、ケインたちの監かん視し役やくとして、この街に残されたのだ。

「──リッチィさん──」

「ん？」

　呼ばれてふり向いたその先には、佇たたずむベックの姿があった。

「言われた通り──警察に通報しましたけど……何だったんです？　あれは……」

「言われた通り……って……遅おそかったじゃねえか」

　──そのせいで俺様が、仲間撃うつハメになっちまったんだぞ──

　声には出さずにつぶやくリッチィ。

「仕方ねえですよ。警察署がやたら離はなれてるんですから。

　オレはちゃんと、言われた通り、デパートの屋上で張ってて、街に車が入ってきたのを見てすぐ通報しましたよ。『撃ち合いやってるから止めに来てくれ』って……」

「そーか。それなら、ま、仕方ねぇな。

　礼を言うぜ」

「いえ、そんな……

　けど実際──何だったんです？　結局」

「なぁに。あのままじゃあ、ちょいと、かっこ悪すぎたからな」

「……は？」

「いや。たいしたことじゃねえ。それより──」

　と、ベックの肩を抱だき、ホテルの外へと向かった。

「飲みにでも行こうぜ。俺様のおごりだ」




「──来ました──奴やつです！」

　キャナルの声が船内に響ひびいたのは、その翌日の昼を、すこしまわった頃ころのことだった。

　あたりを片づける手を止めて、ケインとミリィ、二人は顔を見合わせた。

　無言で同時にうなずくと、二人は操縦室コツクピツトへ向かって廊ろう下かを駆かける。

　きのう、リッチィからの電話をもらったあのあと──

　マリエルには『修理状じよう況きようの確認と船内の整理』と告げて、二人は『ソードブレイカー』の中に詰つめていた。

　むろん本当の理由は、『ナイトメア』の襲しゆう撃げきに、いつでも対応できるように、である。

　シャトルの方の修理はすでに終わっている。ケインとミリィだけならば、ノーマークで逃にげ出すこともできただろうが、ここでキャナルを──『ソードブレイカー』を失うことになるのなら、そんなことをしても意味がない。

「どうだキャナル!?　修理の状況は!?」

「エンジンはとりあえず、大たい気き圏けん脱だつ出しゆつと、大気圏内活動も可能な程度には修理完了しました。

　居住ブロックの気密性も確保。生命維持装置ライフシステムも完かん璧ぺき。宇宙に出ても支し障しようはありません。

　兵へい装そう関係は、昨日ケインに言われた通り、被ひ害がいの少ないものから修理して……通常のビーム砲ほう七門、および、リープ・レールガンが使用可能です。リープ・レールガンの弾たま数かずは二十──ですが、奴の機動力を考えた場合、当てるのはたぶん不可能に近いでしょう。

　サイ・ブラスター一門は、なんとか使用可能ですが、おそらく四、五発も撃うてばオーバーヒートを起こします。

　それと、昨日も言った通り、プラズマ・ブラスト、サイ・バリアは使用不能です」

　もとの姿をとり戻もどし、声も前より鮮せん明めいなキャナルが、流れるような口く調ちようで答えた。

　どうやら操縦室コツクピツトまわりでは、立体映像装置ホログラムそうちと音声関係をまっ先に修理したらしく、ミリィのシートの背中など、焼けコゲたあとがついたままになっていたりする。

　しかしとりあえず気にせずに、ケインとミリィは、それぞれの席に腰こしかけた。

「相手は？」

「接近スピードから見て間ま違ちがいなく──

　やっぱり奴やつです。『ラグド・メゼギス』」

「……勝てるの……？　本当に……？」

「勝つ」

　不安な表情で問うミリィに、ケインは瞳ひとみに力を込めてそう言った。

　敵が来ないうちに、とっととエンジンだけをなおして、この星から逃げる──

　昨日全員で相談した時、むろんそういう案もあった。

　しかし──

　相手が『ラグド・メゼギス』なら、それでは『ソードブレイカー』が、相転移航法フエイズ・ドライブ可能な宙域に出るより早く、相手と接せつ触しよくする可能性が高い。

　まさか、修理もままならないこの状況で、もう一度、惑わく星せい近くで相転移航法フエイズ・ドライブをかける危険を冒おかすわけにもいかず、ならば、へたに動くより、今は修理に専念し、すこしでも万全に近い状況で対決しよう、ということになったのだ。

「どうやって？」

　重ねて尋たずねるミリィに、ケインは半ばヤケクソ気味の笑みを浮うかべて言い放はなった。

「奴の不慣れな戦場で戦う。

　誘さそい込むんだ。奴をここに。

　──大気圏内戦せん闘とうを行う」

「ちょっと待ってくださいっ！」

　そのことばに、キャナルの方が声を上げた。

「私、やったことありませんよっ！　そんなことっ！」

「心配すんなっ！　俺だって、宇宙船での大気圏内戦闘なんてやったことねえっ！」

「心配しますよ誰だれだってぇぇぇぇぇっ！」

「けどそいつぁ、敵も同じだ！　任まかせろ！　俺に！

　とにかく、人ん家ちの庭先で戦うわけにはいかないからな。まずは発進だ！

　キャナル！　エンジン始動！」

「了りよう解かい！　エンジン始動！」

　エンジンの、低い唸うなりが船体に響ひびく。

　そして──キャナルの顔がこわばった。

「エ……エンジン出力の上じよう昇しよう率りつ、予想より伸のびません！　発進可能になるまで、もう少しかかりますっ！」

「ちょっと待てぃっ！」

「『ラグド・メゼギス』急速接近中！」

「ねらい撃うちじゃないのっ！　これじゃあっ！」

　天をあおいでミリィが叫さけんだ。




　眼下には、惑わく星せいジェンノーが恒こう星せいの光を受け、輝かがやいていた。

　さきほどから、一つしかない衛星港から、所属を示せ、としつこく通信が入ってきているが、むろんそんなものを相手にするつもりはなかった。

　与あたえられたデータに基もとづき地上を走査スキヤンする。

　グラーク・タウン。そのそばにひろがる大きな湖。

　湖のほとりにあるジャンク屋の、ゴミの山の一つが、高いエネルギー反はん応のうを示している。

『──見つけたぞ──『ヴォルフィード』！』

　全ぜん砲ほう座ざの照しよう準じゆんが、寸すん分ぶんの違ちがいもなく、地上のエネルギー反応がある場所へと向けられる。

　エネルギーの反応が、すこしずつ大きくなってきている。おそらくエンジンの出力が上がりつつあるのだろう。

　しかし『ヴォルフィード』の性能なら、そんなことせずとも、一気に飛び立つこともできるはずである。

　それができない、ということは、とりもなおさず、修理が完全でないことを物語っていた。

『さらばだ！　屑くずに埋うもれたまま塵ごみとなれ！』

　歓かん喜きの声を上げながら、『ラグド・メゼギス』は、それに向かってエネルギー弾だんの雨を降らせた。




「『ラグド・メゼギス』砲ほう撃げき開始っ！」

　天をあおいでキャナルが叫ぶ。

「エンジンはっ!?」

「まだですっ！　もう少しっ！」

　叫ぶようなケインの問いに、悲痛なキャナルの声が応こたえる。

　──間に合わない──

　全員が思った。

　刹せつ那な。

　空がかがやく。




　どぅおおおおおおおおんっ！




　激はげしい音と振しん動どうとともに、天から降り来る光の群れは、湖面へとつき立った。




　──大気のゆらぎか──

　できるのなら、舌打ちの一つでもしたい気分だった。

『ラグド・メゼギス』が放はなった、『ヴォルフィード』を狙ねらっての一いつ斉せい射しや撃げきは、惑星の大気密度のムラによって、ちょうどプリズムを通したようにねじ曲げられ、やや離はなれた湖面へとつき立った。

　かなりの大外れ、である。

『ゴルンノヴァ』や『ボーディガー』ほどの火力があれば、大気のゆらぎなど蹴け散ちらして、『ヴォルフィード』を直撃できるだろうが、『ラグド・メゼギス』の火力では、それは無理な相談である。

　今から『ボーディガー』を呼びつけたとしても、それでは単に、相手に時間を与あたえてやるだけ。

　相手の修理が不完全な今こそ、まさに絶好のチャンスである。ここで一気に叩たたいておきたかった。

　絨じゆう毯たん爆ばく撃げき方式で砲ほう撃げきを続ければ、あたりを焼け野原にすることは可能だが、それでもちゃんと『ヴォルフィード』に当たるという保証はない。

　──行くしかないか──

　決心を固め、『ラグド・メゼギス』は動きはじめた。




「『ラグド・メゼギス』大たい気き圏けん突とつ入にゆう開始！」

「エンジンの調子は!?」

「駆く動どうレベル到とう達たつまであと……五！　四、三、二、一……」

「『ソードブレイカー』発進っ！」




　くごぉぉぉぉぉぉぉっ！




　エンジンの咆ほう吼こうが大気をゆるがす。

　ジャンクの山を吹ふき飛ばし、今、『ソードブレイカー』はふたたび宙に舞まう。




「──っ……！」

　マリエルは窓から『ソードブレイカー』の姿を見つめていた。

　自分の目が信じられない。

　窓まど越ごしだからなおさらなのだが──まるで映画かＴＶでも観みているかのような非現実感があった。

　つい何日か前までは──ここは、至し極ごく平へい穏おんな場所だったはずだ。

　事件といえば、何年か前にリッチィが起こした傷害事件、たまに起きる交通事故、酒場のケンカに、ベックたちの素そ行こう不良──

　あとは静かに時が流れてゆく──ここはそんな土地だったのだ。

　それが──数日前に、湖に宇宙船が降ってきて、そして今、目の前で、空からのビーム砲ほう撃げきがあり、自分の家の庭先から、宇宙船が飛び立って行った。

　──まあ、その宇宙船をそこに埋うめたのは、ほかならぬマリエル自身なのだが。

　飛びゆく『ソードブレイカー』を、マリエルはただ呆ぼう然ぜんと眺ながめていた──




『ソードブレイカー』は、そのまま湖の上に出た。

「『ラグド・メゼギス』直上から接近中！　砲撃来ます！」

「真上か!?」

　叫さけんだ時には、ケインの手は、コントロール・パネルの上をすべっていた。

　わずかなタイム・ラグを置き、『ソードブレイカー』の船体が大きく右に旋せん回かい。

　船体の右う翼よくが湖面を薙なぎ裂さき、盛せい大だいな水しぶきを上げる。

　刹せつ那なの後に、降り来る光の雨が、『ソードブレイカー』の後ろの湖面につき刺ささる。

　どんっ！

　宇宙空間ではありえない、派手な音と衝しよう撃げきが来る。

「なんか船体の反はん応のう鈍にぶいぞ！　ひょっとしてキャナル、バーニアの修理まだなのか!?」

「それもありますけど！　空気抵てい抗こうのせいもあります！　『ラグド・メゼギス』が一発目を外したのも、大気でビームの軌き道どうが曲がったせいです！」

「なるほど……！　てことはやっぱり、あいつも宇宙空間ほどのメチャな動きはできねえ、ってわけだ！」

「間ま違ちがいなくそれでスピードは落ちるとは思いますけど……」

『それで勝てるとは思うなよ！　『ヴォルフィード』！』

『ラグド・メゼギス』の『声』は、全員の脳のう裏りに響ひびいた。

『空気抵抗でこちらのスピードを奪うばうつもりだろうが、多少機動性が殺されたところで当たりはせん！　それよりそちらはまだ満足に修理もできていないではないか！　どちらが不利かはわかるな！』

「やかましい二等辺三角形っ！　黙だまってゴキブリみてぇにかさかさ動いてろ！　すぐに叩たたき潰つぶしてやるっ！」

　売りことばに買いことば。即そく座ざに言い放はなつケイン。

「──って言ってますよ。うちのマスターは」

　キャナルがそれを『ラグド・メゼギス』へと中ちゆう継けいする。

『人間ふぜいのたわ言など、相手にする必要はない』

「相手にする必要があるかないか──教えてやるぜっ！」

『なら──教えてもらおうか』

「『ラグド・メゼギス』接近！　後ろにつかれました！　モニターに出します！」

　メイン・モニターの一部にウィンドゥが開き、五つの星を従えて、空から舞い降りる黒い船せん影えいが映し出される。

「キャナル！　後部射しや撃げきに使えるのは!?」

「通常のビーム砲ほう二基です！」

「よしっ！　ぶっ放ぱなせミリィ！」

「オッケーっ！」

「一連射したら次は湖に一発だ！」

「……へ……？」

「いいからやれっ！」

「りょーかいっ！」

　ミリィの手がコントロール・パネルをすべり、『ソードブレイカー』の後部砲座が火を噴ふいた。

『無む駄だだっ！』

『声』と同時に『ラグド・メゼギス』の船体が、湖面を滑すべるように横へと動く。

　放たれたビームは虚こ空くうを貫つらぬいたのみ。

「むかぁぁぁぁっ！　やっぱし当たんないっ！」

「大丈夫だっ！　それよりっ！」




　──勝ったな──

『ラグド・メゼギス』は、ほとんど勝利を確信した。

　今『ヴォルフィード』からの一撃から、身をかわしたことではっきりとわかった。

　たしかに相手の狙ねらい通り、『ラグド・メゼギス』の機動力は、空気抵てい抗こうでかなり殺されている。

　しかしそれでも、相手の砲撃から、なんとか身をかわせる程度の機動性は保っていた。

　むやみに近づきさえしなければ、回かい避ひし続けることは不可能ではない。

　なおかつ今は、相手はサイ・バリアを使えない。そんなものを使ったら、推進力を失なくした船体は、重力に引かれてたちまち湖の底である。

　つまり──

『ラグド・メゼギス』の砲撃から、身をかわす術すべは、相手には皆かい無むのはずだった。

『──沈しずめ』

『ラグド・メゼギス』が光の針を放つ。

　同時に。

『ソードブレイカー』から伸のびたビームが湖面につき刺ささった。

『────!?』

　相手の意図が理わ解からずに、一いつ瞬しゆんとまどう『ラグド・メゼギス』。

　そして。

　ぢゅばぁっ！

　派手な音を立て、水が蒸じよう発はつし、盛せい大だいなしぶきが上がる。

　そこに『ラグド・メゼギス』の放った光が突つっ込んで──

『なにっ!?』

　波と水蒸気にエネルギーを奪うばわれて、熱によって発生した、上じよう昇しようする大気と水しぶきに軌き道どうを歪ゆがめられ、放った光のことごとくは、『ソードブレイカー』の頭上をかすめて過ぎていた。




「キャナル！　反転一八〇度！　湖面ギリギリまで高度下げろ！

　ミリィ！　全ビーム砲門発射準備！

　続いてサイ・ブラスター・リープレールガンによる第二射準備！

　あいつは『水』を知らねえ！　教えてやれ！　たっぷりとな！」

「……え？　水……？」

　ミリィは一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめ──

「──そっか！　りょーかいっ！」

　回かい頭とうした『ソードブレイカー』の艦かん首しゆが、『ラグド・メゼギス』の姿を捕とらえる。

　今、二隻せきの遺失宇宙船ロスト・シヨツプは、広大な湖の上で、正面から対たい峙じした！
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　──くだらぬことを──！

『ソードブレイカー』から、距きよ離りを取って対峙しながら、『ラグド・メゼギス』は砲ほう撃げきの機をうかがっていた。

　水を知らない、と、あの人間は言っていた。たしかに砲撃を、水を使って散らされるなどとは思ってもいなかったが──それも結局は時間かせぎにしかならない。

　こちらの有利に変わりはないはずだった。

　そして──

　先に動いたのは『ソードブレイカー』の方だった。

　使えるだけのビーム砲で、一いつ斉せいに水平射しや撃げきを行う！

　──何のつもりだ!?

　湖面ぎりぎりに浮うかんだ『ソードブレイカー』からの、文字通りの水平射撃。水面すれすれを走るビームの軌き道どうは、『ラグド・メゼギス』の腹の下を素す通どおりするはずだった。

　しかし──

　ビームはその熱で、湖面の水を大量に気化させている。それでビームの軌道が変わり、『ラグド・メゼギス』を直撃する可能性は──？

　ゼロ。

『ラグド・メゼギス』はそう判断した。

　ならばなぜ？

　単なる目くらましか、それとも──

　──そういうことか──読めたぞ──

　周囲を蒸気に巻かれた『ラグド・メゼギス』が、射しや軸じくと視線確保に上に移動する。そこを狙ねらって砲撃を加える、いわば、いぶり出し戦法か──

『ソードブレイカー』からのビームが、『ラグド・メゼギス』の下を通過する。立ち昇のぼる蒸気の中、『ラグド・メゼギス』は、あえてその場を動かない。

　そして、エネルギー・センサーが、『ソードブレイカー』からの砲撃を感知する。

　──しくじったと悟さとって、やけになって射ってきたか！　無む駄だなことをっ！

　嘲ちよう笑しようとともに、『ラグド・メゼギス』は高速回かい避ひに移る。

　──が。

　思ったほどのスピードは出なかった。

　船体が異様に重い。

　──なにっ!?

『ソードブレイカー』が放はなった、サイ・ブラスターの一撃は、蒸気と大気を薙なぎ散らし、まっすぐこちらに進んでくる！

　かわしきれない！




　がぅんっ！




　今、はじめて。

『ソードブレイカー』の砲撃が、『ラグド・メゼギス』の装そう甲こうを叩たたいた。




「当たった！」

「これが本番っ！」

　ぱうっ！

　ミリィの放ったリープ・レールガンは、設定地点で小さな転移装そう置ちをあたりにまき散らし、あわてて体勢をたて直そうとしている『ラグド・メゼギス』のまわりに展開した、慣性中和チップの一つを、虚こ空くうへと放ほう逐ちくする！

『おおおおおおおおおおおおおおっ！』

　ずぞざざざざざざざざぁっ！

　いきなり慣性中和チップを失って、コントロールに失敗した『ラグド・メゼギス』の船体が、横すべりに湖面を薙なぐ。

「どーだっ！　水蒸気ってのもけっこー濃こいもんだろーが！」

　ケインの声に、『ラグド・メゼギス』はようやく悟さとった。

　盛せい大だいに上げた水蒸気で、あたりの大気濃のう度どを上げ、『ラグド・メゼギス』の機動性を殺すのが、相手の作戦だったのだ、と。

　しかし、気づいたところでもう遅おそい。

　チップの一つだけを失ったせいで、慣性モーメントがおかしなふうにかかって、船体のコントロールが効きかなくなっている。

「てめーにゃこれで──」

「じゅーぶんよっ！」

　ケインとミリィ、二人の声に、ビームキャノンとレールガンの砲ほう撃げき音おんが続く！

　がががががががががっ！

『ぐぅおおおおおおおおおおおおっ！』

　通常兵器の連打が『ラグド・メゼギス』を襲おそい──

　ごっ！

　刹せつ那な。

『ラグド・メゼギス』が光と変わる。




　ぶぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！




　すさまじい音と衝しよう撃げき。光と波。

　それに混まじって、ケインたちは、何かの断だん末まつ魔まを聞いた。

　あるいは気化し、あるいは爆ばく発はつで天にふき上がった水が、雨となって降りはじめたその時には──

『ラグド・メゼギス』の姿は、すでに湖底へと消えていた。




「……行くんですね……」

「ああ」

　マリエルの問いかけに、ケインは小さくうなずいた。

『ラグド・メゼギス』を倒たおしてそのまま去ってゆく──というのが、スタイルとしてはなかなかシブいものがある、とも思ったのだが、考えてみればこちらにシャトルを置きっぱなしである。

　地上でのドッキングはさすがに無理なので、シャトルはケインが動かし、宇宙に出てから『ソードブレイカー』と合流することになるが。
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　むろん『ソードブレイカー』の修理はいまだ完全ではない。しかしこのままここにとどまっていれば、次の刺し客かくがやって来ることは間ま違ちがいない。

　その前に、この地を出発する必要はあった。

　自分の身を守るために。そしてこの星を死し闘とうに巻き込まないために。

　──佇たたずむ二人の間に、しばしの沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　湖からの風がケインのマントをなぶる。

　ケインは湖上に浮うかぶ『ソードブレイカー』に目をやって、

「……聞かねーのか？　事情を？」

「世の中には……知らない方がいいこともありますから。

　それより──」

　マリエルは苦笑を浮かべてから、そっとケインの手を取ると、何かを彼の手の中に押し込んだ。

「…………？」

　──請せい求きゆう書しよ──貴船が発進の際に吹ふき飛ばしたパーツ代金として──

「……すいません……ちゃんと払はらいます……」

　流りゆう麗れいな字で、かなりシャレにならない額の書かれた請求書をにぎりしめたまま、ケインはただ涙するのだった──




　空にたゆたう紫し煙えんがゆらぎ、風の中へと溶とけてゆく。

　荒あれ地ちに停とめた車にもたれかり、二人は、空へと飛びゆく二つの光を眺ながめていた。

「……結局……何だったんでしょうね……あいつら……」

　眺めたままでつぶやくベック。

「さあな……」

　くわえタバコで言うリッチィ。

　見物に来ているのは、二人だけではなかった。

　あたりには、何ごとかと見物にやって来た連中の停めた車がひしめいている。

　なにしろ、いきなり湖に、空からビームが降ってきたのだ。無関心でいろ、という方が無理な相談である。

　ついさきほどまでは、湖の方でなにやらドンパチやっていたようで、さすがに誰だれもこれ以上は、近づこうとしなかったが。

　この騒さわぎも、そして今、高みに向かって飛びゆく光も、あのケインとかいう男がからんでいるのだろう──

　ヤジ馬たちの中で、正しくそう悟さとったのは、ベックとリッチィ、二人だけだった。

「……ま、いーじゃねーかよ。結構面おも白しろかったし、な。

　──さ、街まちに帰って飲みなおしといくか？　ん？」

　言ってリッチィは答えも待たず、車の中へと乗り込んだ。

　ベックも助手席に乗り込んで、

「……けどこれでまた、いつも通りの暮くらし、って奴やつに戻もどるわけですかい？

　そう考えりゃあ、もうちょっと長居してくれてもよかったような気もしますね」

「なぁに。刺し激げきって奴は、たまに、少しだけあるからいーんだよ。

　いつも通りの暮らし、それもまた良し、って奴さ」

　リッチィは車を走らせはじめた。

　グラーク・タウンへと向かって。








　エピローグ




　湖が、夕日の色に染そまっていた。

「各システムのチェックは!?」

「Ｏ・Ｋです！　潜せん水すい艇ていの退たい避ひは!?」

「もうちょっと待て……

　──よし！　合あい図ずがあったぞ！　Ｏ・Ｋだ！

　カウントダウン開始！　テン！　ナイン！　エイト……」

　小型船に乗った作業員たちの視線が湖面に集中する。

　割れたスピーカーのカウントダウンが湖面を流れ──

「──ゼロ！」

　ゼロカウントからさらにさらにワンテンポ遅おくれて──

　……どむっ……

　低い、音とも衝しよう撃げきともつかぬものが、湖のはるか深くから伝わって来た。




　マリエルは湖を眺ながめていた。

　去っていった、奇き妙みような客たち──ケインたちのことをぼんやりと思いながら。

　一体彼らは何だったのだろうか？

　宇宙船どうしで空中戦をやったあげく、どこかへ去って行ってしまった。

　今は、彼らに撃うち落とされ、湖に沈しずんだ宇宙船の引き上げを、軍がやっているはずだった。

　──ここからでは遠すぎて、双そう眼がん鏡きようなどでは見えないが。

　何にしろ、自分とは関かかわりのない──いや、自分には関わることの許されない世界の話なのだろう。

　彼女はそんなふうに思う。




　オレンジ色に波打つ水面が盛もり上がる。

　ざっ！

　最初に姿を見せたのは、夕日と似た色をした巨きよ大だいなブイだった。

　湖底に沈んだ船に、潜水艇で風船バルーンを取り付け、爆ばく発はつでふくらませてその浮ふ力りよくで引き上げる。

　遠い昔に開発されたサルベージのノウハウは、今でも活用されていた。より手早く、安全になって。




　ぞざざざざざざざざざざぁっ！




　続いて、黒い宇宙船の船体が、湖面を割って姿を現す。

　オレンジ色の湖面にそそり立つように──まるで禍まが々まがしい巨きよ塔とうのように。




「……ったく……軍人や警官はヒマな方がいい、って言ったってよ……ここまでヒマな任務もそうそうねぇぜ。本当の話」

　惑わく星せいジェンノーの衛星軌き道どう上に待機した、宇Ｕ宙・軍Ｆ調ちよう査さ艦かん『オッドアイ』の艦橋ブリツジで、グラビア誌を片手に、航法士の一人がぐちをこぼした。

「まあそうぼやくなって……

　とか言って、俺おれも気持ちは同じだけどな」

　別の一人が苦笑で答える。

「見たかったよな。大気圏内でドッグ・ファイトやらかした宇宙船ふねってぇの」

　航法士は、ぱさり、とグラビア誌をほうり出した。

　もともと農業惑星のジェンノーに、ろくな調査機関がなかったのと、軍の上層部が『大気圏内戦せん闘とうが可能な宇宙船』というのを耳にして、先日カルーア星系で戦せん端たんを開いた、高性能宇宙戦艦のことを連想したらしく、一応軍事機密扱あつかいにする、ということで、宇宙軍直ちよつ轄かつの調査団を送り込んだのだ。

　──とはいえむろん、衛星軌道上で待機する宇宙船をカラにするわけにはいかない。

　そういうことで、宇宙船に残された留る守す番ばんチームが彼ら、ということだった。

　ただただ衛星軌道上で待機して、定時連れん絡らくと、向こうからの通信待ちをしていればいいのだから、実際ほとんど何もやることがないにも等しい。

　ついでに言うと、宇宙船に残っているのは必要最小限の人数のせいで、遊び相手を見つけることもむずかしいし、持ち場を離はなれることもできない。まさに、ヒマもここに極きわまれり、という感すらあった。

　──何も起こらなければ、の話だが。

　うぃぃぃぃい！　うぃぃぃぃい！　うぃぃぃぃい！

　いきなり鳴りはじめた警告ブザーに、乗組員たちは一いつ瞬しゆん、驚おどろきよりもむしろとまどいの色を見せた。

「……な……なんだっ!?」

　自動であたりの様子を探さぐっていたセンサーが、何かを感知したのだ。

　警告ブザーをけたたましく鳴り響ひびかせるような何かを。

　航法士がレーダーに飛びつき、表示されたデータを読み上げる。

「高エネルギー反はん応のう！　発はつ振しん地点は……衛星の向こう!?」

　語ご尾びの最後が裏返る。宇宙軍一馬ば鹿か馬ば鹿かしい兵器と名高い、『隕石潰しメテオ・マツシヤー』並なみの射程とエネルギー量である。

「エンジン急速始動！　高速回かい避ひ……！」

「待て！　目標はこの船じゃない！」

　操そう舵だ士しのことばを航法士が遮さえぎる。

「目標は……！」




　そして。

　一条の光の柱がジェンノーにつき立った。




　夕日の紅あかを蹴け散ちらして、大地に降り立つ白光は、水を分子に分解し、あたりの調査員ともどもに、『ラグド・メゼギス』の亡なき骸がらを、無数の塵ちりへと帰していった。




「────!?」

　何が起こったのか、マリエルには理わ解からなかった。

　湖のはるか向こうに、光の柱がつき刺ささる。

　閃ひらめく白。

　瞬しゆん間かん、彼女は本能的に、その場に身を伏ふせていた。

　音と衝しよう撃げきは、わずかな間を置いて届とどいた。

　爆ばく音おん──などという生やさしいものではない。耳が、それを『大きな音』だと認識することさえ拒きよ否ひするような──大気の破は裂れつ。

　視界の端はしに、窓ガラスが、一いつ瞬しゆんにして砕くだけ散るのが映る。

　──しばらく気を失っていたのだろうか。

　彼女が顔を上げた時には、オレンジ色だった空は、夜の名を持つ濃こい藍あい色にぬりつぶされつつあった。

　耳が──よく聞こえない。

　最初に聞こえたのは、何かの騒さわぐ声だった。

「──ディー!?」

　あわてて彼女は身を起こし、きびすを返す。

　檻おりの中で、九きゆう官かん鳥ちようが、狂くるったように暴れていた。

　こんなことがあったのだから無理もない。そう思うのだが──何かが妙みようだった。

　九官鳥は騒ぎ続ける。彼女の方を──いや、彼女の後ろにひろがる空の方に目をやって。

「……なに……？」

　彼女はふたたびきびすを返し──

　そして、奇妙なものを見た。

　夜空に映る、五ご紡ぼうの光を。

「………………？」

　レーザーホログラフか何かなのだろうか。それは妙に、彼女の心を不安にさせた。

　誰だれがあんなことをやっているのだろう？　そもそも何のために？

　呆ぼう然ぜんとそれを眺ながめつつ──

　ふと、気がついた。

　九官鳥の声が聞こえなくなっていることに。

　視線を移すと──

　すでに鳥は、檻の底で動かなくなっていた。

　もう一度空の光に目をやる。

　唐とう突とつに、彼女は思いだしていた。

　しばらく前にやっていたニュースを。

　たしか、おかしな光を見た宇宙船の乗員が、全員、原因不明の死に方をした、とか──

　──まさか──とは思うが──

　黒い不安が胸のうちにひろがってゆく。

　なんだか、息が苦しくなって来たのは気のせいだろうか──




　──宇宙へと発たった『ソードブレイカー』のケインたちが、惑星ジェンノーの住民全ぜん滅めつを知るのは、それからしばらくあとのことだった──








　あとがき




　アインシュタインの理論によると──

　一つの慣かん性せい系内で、高速で移動する物体は、その時間の流れが、通常のそれよりも遅おそくなるという。

　俗ぞくに言う『ウラシマ効果』である。

　──すなわち──

　神坂一が高速でしごとをすればするだけ、神坂一の時間の流れは遅くなり、作者的には四か月ほどしか経たっていないにもかかわらず、世間では四年近くもの歳さい月げつが流れているという現象が起こり得るのだっ！

　…………………………………………

　ごめんみんな。俺おれが悪かった。

　いろいろと理由はあるが、それはそれ。小説書きはモノ書いてなんぼ。

　とゆーことで、激はげしくお待たせしまくりました。ロスト・ユニバース第四巻──

『悪あく夢む　生まれる』をお届とどけします。

　サイン会で。イベントで。あるいははたまたお手紙で。

　まだかまだかと言われつつ、ようやく仕上げたこの四巻。

　お待たせした甲か斐いがあったかなかったか──それはあなたが感じるところ。

　ともあれ内容は当初の予定通りっ！　人は死ぬ死ぬ宇お宙ふ船ねは爆も発える！　（こう書くとテロリストみたいだぞ。俺）

　全五巻予定のこのお話もあと一巻。この四巻で、キャナルがケインたちに語ったはずなのに、わざと描びよう写しやをしていない、もろもろの背景の部分。某ぼう『スレイヤーズ』とのリンクはどうなのか。そして戦いのゆくえ──

　すべては、次の最終巻で。

　言ってしまえば、この四巻は決戦前夜。今まで語らなかった設定なども、ぼちぼちと顔を見せ、一巻のあとがきで書いたよーに、だんだんお話はＳＦじゃなくなっていってます。

　度を超こした科学は魔ま法ほうのようにしか見えないという、赤城リ○コ博士の有名なことばがありますが、（おい。）『ダークスター』たちが、ちょうどそれ。

　で、そこいらへんの部分をどれだけ『らしく』書くかが思案のしどころ、とゆー奴やつですね。

　ま、それはともかく。

　……しかしまあ、数年のうちで、世の中の流れっつーのもけっこー変わるもんで、いろいろ予想外なことも起きてしまいましたが、何よりパソコンの記録方式で『フェイズ・ドライブ』（ＰＤ。位相変へん換かん記録方式、とでも訳せばいーんだろーか）とゆー、名前が『相転移航法フエイズ・ドライブ』にそのまんまかぶってるシステムが出て来た、とゆーのが、何より一番うろたえましたが。

　流れが変わるといえば、数年前までは『ＳＦは売れにくい』とゆーのがほとんど定説になっていましたが、最近は、それでも多少はその傾けい向こうが消えつつあよーな気もちょっとしたりします。

　ここは一発、ぱーっと流は行やってほしーもんです。

　やっぱし人として生まれたからには、『漆しつ黒こくの宇宙空間』とか『衛星軌き道どう上からの攻こう撃げき』とかゆー単語にロマンをおぼえるのは人としての必然っ！　人がわらわら増え続け、地球の表面積が決まってる以上、行きつく未来は宇宙にのみっ！　がんばれ火星探査船！　とっととつくろうスペース・コロニー！

　それこそが、人類の未来を担になう勝利のカギなのだっ！　（口語訳・なんかかっこいいから好き♡）

　しかしやっぱりそーすると、なんとか光の速度は超えてもらいたいもんですねー（冒ぼう頭とうでアインシュタインの理論持ち出してそれか。オイ）。

　つーか最近、つらつらと、『時間』という物理現象ははたして本当にあるんだろーか、と思ったり。

　たとえば『１メートル』という『長さの基準』はあっても『物理現象』はないのと同じよーに、『時間』という『物理変へん遷せんを示す基準』はあっても『物理現象』としては存在しているのだろーか、と。

『ウラシマ効果』にしても、『全物質の代たい謝しや・変化速度が低下する』とゆーのなら納なつ得とくもできますが、『時間が遅くなる』と言われるとどーにも……

　……って、ンなことはどーでもいーんですが……

　ともあれ残るは五巻のみ。今度こそ、できる限り早めに……お届とどけできるといーな……（ここで弱気になるな。俺）

　とゆーことで、それではまた──最終巻『闇やみ　終わるとき』にてお会いしましょう。
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